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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 
 本標準は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８（第３版）にて規定されているインテリジェントネットワークを

基盤に、ＰＨＳのローミングサービス提供における網間インタフェースに適用するプロトコルを規定してい

る。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
2.1 オプション選択項目 

な し 

2.2 ナショナルマター決定項目 

な し 

2.3 先行している項目 

な し 

2.4 追加した項目 

な し 

2.5 削除した項目 

な し 

2.6 その他 

な し 

 

３．改版の履歴 
 

版 数 発  行  日 改 版 内 容 

第１版 １９９４年１１月２４日 制 定 

第２版 １９９６年４月２４日 ＰＨＳローミング能力セット２の規定を追加 

ＰＨＳローミング能力セット１の記述の詳細化 

第３版 １９９６年１１月２７日 リダイレクション方式の追加 

 

 

 能力セット１：ホーム網にのみＰＨＳローミングサービスプロファイルが存在する形態 

 能力セット２：ＰＨＳ端末が在圏している網にもＰＨＳローミングサービスプロファイルの一部を暫定的

に冗長配置する形態 

 

４．工業所有権 
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

 

５．その他 
(1)  本標準は、位置登録／位置情報管理、認証並びにＰＨＳローミングサービスプロファイル等の各機

能をそれぞれの網が持つＰＨＳ網間のローミング用インタフェースを対象とする。 

(2)  本標準の構成 

 本標準では第１編において、ＰＨＳローミングサービスの記述を行い、第２編において、第１編に
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て定義されたＰＨＳローミングサービスをサポートするために必要な情報フローを規定し、第３編に

おいてＰＨＳローミング用網間インタフェースにおけるプロトコルを規定している。 

また、第１編では能力セット１及び能力セット２の双方を記述しており、第２編及び第３編では、

それぞれ第２．１編と第３．１編に能力セット１を、第２．２編と第３．２編に能力セット２を記述

している。 

(3)  参照している勧告、標準等 

・ＴＴＣ標準 

ＪＴ－Ｑ１２１８（第３版）、 

ＪＴ－Ｑ７３０（第４版）、 

ＪＴ－Ｑ７６１（第５版）、ＪＴ－Ｑ７６２（第９版）、 

ＪＴ－Ｑ７６３（第９版）、ＪＴ－Ｑ７６４（第４版）、 

ＪＴ－Ｑ７７１（第１版）、ＪＴ－Ｑ７７２（第１版）、 

ＪＴ－Ｑ７７３（第１版）、ＪＴ－Ｑ７７４（第１版）、 

ＪＴ－Ｘ５００（第２版）、ＪＴ－Ｘ５２０（第２版）、 

ＪＴ－Ｘ５２０補遺（第３版）、 

ＪＴ－Ｑ８５０（第２版） 

・ＩＴＵ－Ｔ勧告 

Ｘ．５０１（1993 年版）、Ｘ．５０９（1993 年版）、Ｘ．５１１（1993 年版） 
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第１編　ＰＨＳローミングサービス記述

１．総　論

1.1　目　的

　本編はパーソナルハンディホンシステム（ＰＨＳ）のローミングに関するサービス記述、また、運用上

の設備について規定する。

　本編は網間におけるＰＨＳローミングサービスの網間に関わる内容のみ記述する。

ＰＨＳローミングサービスは適切な網能力の組み合わせにより提供される。したがって、サービス提供者

により、網間で提供する能力が変化する可能性がある。

1.2　本標準の範囲

　本標準は以下の範囲で記述している。

(1) 　ホーム網-在圏網間インタフェースにおける、基本的なＰＨＳローミングのためのサービスを規定

する。

(2) 　網内の動作については標準範囲外とする。

(3) 　ローミングに必要な網間の機能が公衆用基地局-ディジタル網間インタフェースと関係する場合、

両者のインタワーク条件のみ記述する（公衆用基地局-ディジタル網間インタフェースの具体的な信

号方式は取り扱わない）。

(4) 　課金についての事項は取り扱わない。

1.3　定義及び用語

　下記にＰＨＳローミングに関する用語を示す。

1.3.1　認　証

　ＰＨＳ端末に対する正当性を網が検証する行為を示す。

1.3.2　呼

　ローミング中における、ＰＨＳ端末に関する発着呼を示す。

1.3.3　ＰＨＳ端末の移動性

　端末に付与されたＰＨＳ番号に基づいて、現在ＰＨＳ端末が在圏している網へルーチングするための網

の能力を示す。

1.3.4　ＰＨＳローミング

　ＰＨＳサービス加入契約をした網から他網へ移動し、発着信サービスアクセスする行為を示す。

1.3.5　ＰＨＳ番号

　ＰＨＳサービスやＰＨＳ端末を識別する番号を示す。ＰＨＳ番号は複数の網で利用される。
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1.3.6　ＰＨＳローミング番号

　ＰＨＳローミング番号は、ローミング中に在圏網がＰＨＳ端末に付与する番号であり、ホーム網に記憶

される。ＰＨＳローミング番号は、ホーム網から在圏網へのルーチング時に、ＩＡＭ信号の着番号パラメー

タに設定される。ＰＨＳローミング番号の必要性は以下に示す２通りがある。

(1)　在圏網までルーチングを行い、かつ在圏網のローミング中ＰＨＳ端末を識別する。

(2)　在圏網までのルーチングのみ行う。

　なお(2)の場合、ルーチングを行う際にＰＨＳ番号も在圏網へ転送する必要がある。また、(1)の利用方法

は今後の検討課題である。

1.3.7　ＰＨＳローミングサービスプロファイル

　ＰＨＳ番号に対応して規定されるローミングに関して必要とされるサービスプロファイルを示す。これ

はローミング時にＰＨＳ端末に提供されるサービスに関連した情報のみ定義される。

1.3.8　ホーム網

　ＰＨＳサービスを加入契約する網を示す。

1.3.9　在圏網

　ホーム網以外の網であり、ローミング中、ＰＨＳ端末が在圏している網を示す。

1.3.10　位置情報

　在圏網を識別する情報、在圏網内をルーチングする情報、ローミング状態を示す情報を含むものを示す。

２．基本的考え方

2.1　ローミング機能の展開シナリオ

　ＰＨＳローミングサービスは、ある程度長期的な展望の基に実現されることが望ましく、マーケットニー

ズの展開や技術の高度化により大きく影響され、段階的な過程を辿ると考えられる。ＰＨＳローミングサー

ビスの発展は、基本的なＰＨＳローミング能力セットから始まり、より高度化したシナリオに進むであろ

う。以下に、ＰＨＳローミング能力セットの標準化シナリオを示す。

2.1.1　ＰＨＳローミング能力セット１：基本ＰＨＳローミングシナリオ

　このシナリオでは、利用できる網の能力の限界からローミング時のＰＨＳ端末に提供されるサービスの

レベルが制限される。また、このシナリオでは、在圏網にて発信、着信サービスをＰＨＳ端末に提供する。

なお、在圏網におけるサービス提供に必要なＰＨＳ端末のサービスプロファイルは呼毎に在圏網からホー

ム網へアクセスする形態をとることで、早期にＰＨＳローミングサービスの提供を可能とする。

2.1.2　ＰＨＳローミング能力セット２：拡張ＰＨＳローミングシナリオ

　このシナリオでは、在圏網におけるサービス提供に必要なＰＨＳ端末のサービスプロファイルは在圏網

へＰＨＳ端末が移行後、ホーム網から在圏網に転送することで、在圏網における効率のよいＰＨＳローミ

ングサービスの提供を可能とする。
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2.1.3　ＰＨＳローミング能力セット３：将来的なＰＨＳローミングシナリオ

　このシナリオは、長期的なシナリオである。将来的には、数々の技術発展やマーケットの発展によって、

ＰＨＳサービス自体の発展の可能性があり、ＰＨＳローミング機能も発展的なフェーズへの展開をもたら

す可能性もあるが、現在のところ予想できない。

この標準は、ＰＨＳローミング能力セット１及び能力セット２のためのＰＨＳローミング機能や手順の

定義が中心になっている。

2.2　ＰＨＳローミング能力セット１の機能のまとめ

　ＰＨＳローミング能力セット１は以下の機能をサポートする。

2.2.1　提供されるサービス

　ＰＨＳローミング能力セット１は回線交換発着信サービスのみを対象とする。

2.2.2　基本ローミング機能

(1)　認証

(2)　ＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ

(3)　網間位置登録

(4)　発呼

(5)　着呼

2.3　ＰＨＳローミング能力セット２の機能のまとめ

　ＰＨＳローミング能力セット２は以下の機能をサポートする。

2.3.1　提供されるサービス

　ＰＨＳローミング能力セット２は回線交換発着信サービスのみを対象とする。

2.3.2　基本ローミング機能

(1)　認証

(2)　初回位置登録時サービスプロファイル読み出し

(3)　追加読み出し

(4)　網間位置登録

(5)　在圏網情報消去

(6)　ホーム網情報確認

(7)　在圏網情報更新

(8)　発呼

(9)　着呼
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３．ＰＨＳローミング機能の定義

3.1　ＰＨＳローミング能力セット１の機能の定義

3.1.1　基本ローミング機能

　基本ローミング機能はＰＨＳのローミングサービスを実現するために不可欠な機能である。ＰＨＳロー

ミングサービス提供のためにＰＨＳローミングサービス提供網（在圏網、ホーム網）が次に挙げる基本的

な機能を利用することを可能とする。

3.1.1.1　認　証

　在圏網へアクセスしたＰＨＳ端末に対する正当性の検証を在圏網とホーム網により実現する機能である。

3.1.1.2　ＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ

ＰＨＳ端末に対するサービス提供条件（ＰＨＳローミングサービスプロファイル）を在圏網へ通知する。

3.1.1.3　網間位置登録

　ローミング中のＰＨＳ端末の要求により在圏網着呼するように在圏網がホーム網に在圏網の位置を登録

するための機能である。網間位置登録は以前の網間位置登録を取り消してもよい。

3.1.1.4　発　呼

　在圏網でのローミング中のＰＨＳ端末の発信を可能とする機能である。

3.1.1.5　着　呼

　網間位置登録によってあらかじめホーム網に登録された在圏網に着呼がなされる機能である。

3.2　ＰＨＳローミング能力セット２の定義

3.2.1　基本ローミング機能

　基本ローミング機能はＰＨＳのローミングサービスを実現するために不可欠な機能である。ＰＨＳロー

ミングサービス提供のためにＰＨＳローミングサービス提供網（在圏網、ホーム網）が次に挙げる基本的

な機能を利用することを可能とする。

3.2.1.1　認　証

　在圏網へアクセスしたＰＨＳ端末に対する正当性の検証をホーム網から複製した情報に基づき在圏網が

実現する機能である。

3.2.1.2　初回位置登録時サービスプロファイル読み出し

　ＰＨＳ端末が在圏網に移動した際の初回の位置登録時に、認証に関する情報を含むサービス提供条件（Ｐ

ＨＳローミングサービスプロファイル）を、在圏網がホーム網から複製するための機能である。

3.2.1.3　追加読み出し

　在圏網で保有するＰＨＳ端末の認証に関する情報に不足が生じた際に、在圏網がホーム網から該当ＰＨ

Ｓ番号の認証に関する情報を追加で複製するための機能である。
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3.2.1.4　網間位置登録

　ローミング中のＰＨＳ端末の要求により、要求したＰＨＳ端末に対する着呼を在圏網にルーティングす

るために、在圏網がホーム網に在圏網を登録するための機能である。網間位置登録は、端末が在圏する網

へルーチングするための情報を更新する。

3.2.1.5　在圏網情報消去

　ローミング中のＰＨＳ端末が他の在圏網もしくはホーム網に移動する等、ホーム網の端末へルーティン

グするための情報を更新した場合に、ホーム網から前在圏網内の該当ＰＨＳ番号の情報を消去するための

機能である。

3.2.1.6　ホーム網情報確認

　在圏網がホーム網のＰＨＳローミングサービスプロファイルを確認する機能であり、確認の方法につい

ては今後の検討課題である。

3.2.1.7　在圏網情報更新

　ホーム網でのＰＨＳローミングサービスプロファイル変更時に在圏網へ反映する機能であり、反映方法

については今後の検討課題である。

3.2.1.8　発　呼

　在圏網でのローミング中のＰＨＳ端末の発信を可能とする機能である。

3.2.1.9　着　呼

　網間位置登録によってあらかじめホーム網に登録された在圏網にルーティングし、さらにローミング中

のＰＨＳ端末への着信を可能とする機能である。

４．ＰＨＳローミングサービス仕様

4.1　ＰＨＳローミング能力セット１のサービス仕様

4.1.1　契　約

　ＰＨＳユーザのローミング契約について、以下の条件があるかもしれない。

　 (1) 　ローミングにおいて特別の契約が必要かもしれない。

　 (2) 　ホーム網がローミング可能な全ての網に対して、ローミングしないこともありうる。

4.1.2　セキュリティ

　ＰＨＳサービスにおいて、ＰＨＳ端末に対し、様々な認証メカニズムの選択肢を提供することが考えら

れる。また、ＰＨＳローミングサービスを提供するホーム網と在圏網間にてローミング中ＰＨＳ端末の認

証を行う場合についても同様なことが考えられる。ただし、ローミングサービス提供時のＰＨＳ端末の認

証について、以下の条件が存在する。

(1)　ローミング時のＰＨＳ端末の認証は網間の情報のやり取りによって行う。
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4.1.3　ＰＨＳローミングサービスプロファイル

　ＰＨＳ端末のローミングサービスプロファイルの情報は、ＰＨＳローミング能力セット１においては基

本サービスに関連するものに限定されている。同時にローミングサービスプロファイルのデータは不正な

アクセスから保護する必要がある。

4.1.3.1　ＰＨＳローミングサービスプロファイルの構造

　ＰＨＳローミングサービスプロファイルの中の情報は固定の情報と可変な情報の２つに分類される。固

定情報は、在圏網から更新できない情報である。一方、可変情報はＰＨＳ端末からローミングサービス享

受の要求を受けた在圏網を経由して更新できる。

　ＰＨＳローミングサービスプロファイルの情報はホーム網に格納される。

4.1.3.1.1　固定のＰＨＳローミングサービスプロファイル

　固定のＰＨＳローミングサービスプロファイルの情報は以下のように分類される。

(1)　在圏網から読み出しのみ可能な情報

(2)　在圏網から読み出し不可能な情報

　ホーム網の管理下の読み出し可能な固定情報は以下の情報である。

(a) 　ＰＨＳ番号

(b)　ＰＨＳ番号単位に契約された基本サービス

(c) 　発信停止等の基本サービス提供条件

　ホーム網の管理下の読み出し不可能な固定情報は以下の情報である。

(d)　ローミングサービスを契約している網

(e) 　契約した認証に関する情報

(f) 　契約したセキュリティオプション

4.1.3.1.2　可変のＰＨＳローミングサービスプロファイル

ＰＨＳローミングサービスプロファイルの中の可変情報は移動性に関連する情報である。この可変情報

は以下の手順を用いて在圏網により変更されることがある。

(1) 　移動性に関連したパラメータを変更するためのモビリティ手順

　在圏網が変更できる移動性に関連したパラメータは以下のものがある。

(a) 　着信のための最終の位置情報
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4.1.3.2　在圏網によるＰＨＳローミングサービスプロファイルへのアクセス

　在圏網からホーム網のＰＨＳローミングサービスプロファイルへのアクセスは以下の手順により行われ

る。

(1)　ＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ

　在圏網のＰＨＳ端末からの発呼、またはＰＨＳ端末への着呼時に、そのＰＨＳ番号が在圏網への

ローミングサービスを契約しているときに限り、この手順にて該当ＰＨＳ番号の読み出し可能な固

定情報のみホーム網から提示される。

(2)　位置情報読出

　在圏網のＰＨＳ端末への他網からのルーチング時、そのＰＨＳ番号が在圏網へのローミングサー

ビスを契約しており、かつそのＰＨＳ端末の位置情報が在圏網で不明な場合、この手順にて該当Ｐ

ＨＳ番号の位置情報のみホーム網から在圏網は取得できる。

(3)　網間位置登録

　在圏網のＰＨＳ端末から位置登録要求があり、そのＰＨＳ番号が在圏網へのローミングサービス

を契約しているときに限り、この手順にて該当ＰＨＳ番号の位置情報のみ在圏網から変更できる。

4.2　ＰＨＳローミング能力セット２のサービス仕様

4.2.1　ローミング条件

4.2.1.1　契　約

　ＰＨＳユーザのローミング契約について、以下の条件を考慮しなければならない。

(1)　ローミングにおいて特別の契約が必要な場合もある。

(2)　網により契約が異なる場合もある。

4.2.1.2　その他の条件

(1)　網によりローミングが制限される場合もある。

（例：契約した網とローミングを行っていない網）

(2)　状態によりローミングが制限される場合もある。

（例：ホーム網もしくは在圏網のふくそう時）

4.2.2　セキュリティ

　ＰＨＳサービスにおいて、ＰＨＳ端末に対し、様々な認証メカニズムの選択肢を提供することが考えら

れる。また、ＰＨＳローミングサービスを提供するホーム網と在圏網間にてローミング中ＰＨＳ端末の認

証を行う場合についても同様なことが考えられる。ただし、ローミングサービス提供時のＰＨＳ端末の認

証について、以下の条件が存在する。

(1)　ローミング時のＰＨＳ端末は在圏網がホーム網から複製した情報に基づき、在圏網により認証さ

れる。
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4.2.3　ＰＨＳローミングサービスプロファイル

　ＰＨＳ端末のローミングサービスプロファイルは、ローミングに必要な情報が含まれる。ローミングサー

ビスプロファイルは不正なアクセスから保護される必要がある。

4.2.3.1　ＰＨＳローミングサービスプロファイルの構造

　ＰＨＳローミングサービスプロファイルの中の情報は固定の情報と可変な情報の２つに分類される。Ｐ

ＨＳローミングサービスプロファイルはホーム網に格納され、一部の情報はＰＨＳローミング時に在圏網

に複製が格納される。

　固定の情報は他の網より変更できない情報である。可変な情報は他の網から変更可能な情報である。

4.2.3.1.1　固定のＰＨＳローミングサービスプロファイル

　固定のＰＨＳローミングサービスプロファイルの情報は以下のように分類される。

(1)　在圏網から読み出しのみ可能な情報

(2)　在圏網から読み出し不可能な情報

　ホーム網の管理下の読み出し可能な固定情報は以下の情報である。

(a) 　ＰＨＳ番号

(b)　ＰＨＳ番号単位に契約された基本サービス

(c) 　契約した認証に関する情報

　これらの情報はＰＨＳローミング時には在圏網に複製が格納される。

　ホーム網の管理下の読み出し不可能な固定情報は以下の情報である。

(d)　発信停止等の基本サービス提供条件

(e) 　ローミングサービスを契約している網

(f) 　契約したセキュリティオプション

4.2.3.1.2　可変のＰＨＳローミングサービスプロファイル

　ＰＨＳローミングサービスプロファイルの中の可変情報は移動性に関連する情報である。この可変情報

は以下の手順を用いて在圏網により変更されることがある。

(1)　移動性に関連したパラメータを変更するためのモビリティ手順

　在圏網が変更できる移動性に関連したパラメータは以下のものがある。

(a) 　ＰＨＳローミング番号

　これ以外の手順については、今後の検討課題である。
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4.2.3.2　在圏網からのホーム網のＰＨＳローミングサービスプロファイルへのアクセス

　在圏網からホーム網のＰＨＳローミングサービスプロファイルへのアクセスは以下の手順により行われ

る。

(1)　初回位置登録時サービスプロファイル読み出し

　在圏網のＰＨＳ端末からの初回の位置登録時に、在圏網はこの手順にて該当ＰＨＳ番号のサービ

スプロファイルのうち必要なものをホーム網から複製できる。

(2)　追加読み出し

　在圏網で保有するＰＨＳ端末の認証に関する情報に不足が生じた際に、在圏網はこの手順にて該

当ＰＨＳ番号の認証に関する情報をホーム網から複製できる。

(3)　網間位置登録

　在圏網のＰＨＳ端末からの初回の位置登録時に、在圏網はこの手順にてホーム網の該当ＰＨＳ番

号のＰＨＳローミング番号を設定できる。

(4)　ホーム網情報確認

　在圏網がＰＨＳローミングサービスプロファイルを確認する方法については今後の検討課題であ

る。

4.2.3.3　ホーム網による在圏網へのＰＨＳローミングサービスプロファイルへのアクセス

　ホーム網から在圏網のＰＨＳローミングサービスプロファイルへのアクセスは以下の手順により行われ

る。

(1)　在圏網情報消去

　ローミング中のＰＨＳ端末が他の在圏網もしくはホーム網に移動した際に、この手順にてホーム

網は前在圏網内の該当ＰＨＳ番号のサービスプロファイルを消去することができる。

(2)　在圏網情報更新

　ホーム網でのＰＨＳローミングサービスプロファイル変更時の在網圏への反映方法については今

後の検討課題である。
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５．ＰＨＳローミング手順

　本章では、３章に記述されているＰＨＳローミング機能をサポートするための様々なＰＨＳローミング

手順の一般的な記述を与える。本章では、ＰＨＳローミングサービス提供網からの視点によりＰＨＳロー

ミング手順を記述する。

5.1　ＰＨＳローミング能力セット１の手順

　ＰＨＳローミング手順は３つの異なるカテゴリーに分類される。

(1)　基本的な手順

　基本的なＰＨＳローミング手順は、他のＰＨＳローミング手順以前、もしくは他のＰＨＳローミ

ング手順に関連して実行される手順である。以下に基本的なＰＨＳローミング手順を示す。

(a) 　認証

(b)　ＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ

(2)　モビリティ手順

　モビリティ手順は、ＰＨＳ端末の移動性に関連するＰＨＳローミング手順であり、基本手順がこ

れらの手順の前もしくは同時に実行される。モビリティ手順は発着信を行う場所を特定するために

用いられる登録手順であり、実際の発着信は含まない。以下にモビリティ手順を示す。

(a) 　網間位置登録

(3)　ＰＨＳローミング呼制御手順

　ＰＨＳローミング呼制御手順は、実際の発着信に関連する手順であり、基本手順がこれらの手順

の前もしくは同時に実行される。以下にＰＨＳローミング呼制御手順を示す。

(a) 　発呼

(b)　着呼

(c) 　ハンドオーバ

5.1.1　基本手順

　基本的なＰＨＳローミング手順は、それら自信では何ら意味を持たない手順である。これらの手順は、

常に他のＰＨＳローミング手順（例えば、呼制御やモビリティ）と関連付けて実行される。

5.1.1.1　認　証

　認証手順は、他のＰＨＳローミング手順より前もしくはその一部として要求されるかもしれない。いく

つかの情報は必須であり、かつ在圏網によって提供されなければならない。

5.1.1.2　ＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ

　本手順はＰＨＳ端末のサービス提供条件を在圏網がチェックするためにＰＨＳローミングサービスプロ

ファイルをホーム網に問い合わせるために用いられる。

　必須条件として、認証手順が本手順の前に成功完了していなければならない。
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5.1.2　モビリティ手順

モビリティ手順は、ＰＨＳ端末のＰＨＳ網間にまたがるモビリティに関連するＰＨＳローミング手順で

あり、ローミング中ＰＨＳ端末による発着信を許容する。モビリティ手順には実際の発着信は含まれてい

ない。

5.1.2.1　網間位置登録

　網間位置登録手順は、ＰＨＳローミング着信がどこになされるべきかを示す情報を、在圏網からホーム

網に対して登録する。このような登録は、任意の以前の登録に上書きされるであろう。

　必須条件として、基本手順の２つが本手順の前に成功完了していなければならない。

5.1.3　ＰＨＳローミング呼制御手順

　ＰＨＳローミング呼制御手順は実際の発着信に関連する手順である。

5.1.3.1　発　呼

本手順は、ローミング中ＰＨＳ端末からの発信を行うために用いられる。

発呼手順では以下の基本手順が網間手順として実行される。

(1)　認証手順

(2)　ＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ手順

　本手順は、認証失敗により終了されるかもしれない。

5.1.3.2　着　呼

　本手順は、ローミング中のＰＨＳ端末への着信を行うために用いられる。本手順は、事前に網間位置登

録を行っているＰＨＳ端末に対してのみ実行される。

　ローミング中ＰＨＳ端末への着信は必ず、ホーム網を経由して在圏網に接続される（付属資料Ａ参照）。

　着呼手順では、以下の手順が網間手順として実行される。

(1)　位置情報読出手順

(2)　認証手順

(3)　ＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ手順

　ただし、(1) 位置情報読出手順は他網から在圏網へ接続された時に在圏網が位置情報を必要なときに限り

行われるかもしれない。

5.1.3.3　ハンドオーバ

　本手順は在圏網内にてローミング中のＰＨＳ端末がハンドオーバを行うために用いられる。本手順は、

ハンドオーバ要求を受けた在圏網がＰＨＳ端末の認証を行うときに限り、網間で認証手順が行われるかも

しれない。

　必須条件として、本手順の前に発呼手順もしくは着呼手順が成功していなければならない。
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5.2　ＰＨＳローミング能力セット 2 の手順

　ＰＨＳローミング手順は３つの異なるカテゴリーに分類される。

(1)　基本的な手順

　基本的なＰＨＳローミング手順は、他のＰＨＳローミング手順に関連して実行される手順である。

以下に基本的なＰＨＳローミング手順を示す。

(a) 　認証

(b)　初回位置登録時サービスプロファイル読み出し

(c) 　追加読み出し

(d)　ホーム網情報確認

(e) 　在圏網情報更新

(2) 　モビリティ手順

　モビリティ手順は、ＰＨＳ端末の移動性に関連するＰＨＳローミング手順である。モビリティ手

順は着信を行う網を特定するために用いられる登録手順であり、実際の発着信は含まない。以下に

モビリティ手順を示す。

(a) 　網間位置登録

(b) 　在圏網情報消去

(3) 　ＰＨＳローミング呼制御手順

　ＰＨＳローミング呼制御手順は、実際の発着信に関連する手順であり、必要な基本手順及びモビ

リティ手順がこれらの手順の以前に実行されている必要がある。以下にＰＨＳローミング呼制御手

順を示す。

(a) 　発呼

(b) 　着呼

(c) 　ハンドオーバ

5.2.1　基本手順

　基本的なＰＨＳローミング手順は、他のＰＨＳローミング手順（例えば、呼制御やモビリティ）のため

に実行される。

5.2.1.1　認　証

　本手順は、他のＰＨＳローミング手順以前に要求される場合と、その一部として要求される場合がある。

本手順は初回位置登録時サービスプロファイル読み出し、追加読み出しにて在圏網に生成された認証デー

タセットをもとに、在圏網がＰＨＳの正当性をチェックするのに用いるものである。本手順では網間にま

たがる手順は存在しない。

5.2.1.2　初回位置登録時サービスプロファイル読み出し

　本手順はＰＨＳ端末の正当性、サービス提供条件を在圏網がチェックするための、認証に関する情報を

含むＰＨＳローミングサービスプロファイルを、ＰＨＳ端末の初回位置登録時に在圏網がホーム網から複

製するために用いる。
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5.2.1.3　追加読み出し

　本手順はＰＨＳ端末の正当性を在圏網がチェックするためのＰＨＳローミングサービスプロファイルを、

必要により在圏網がホーム網より追加で複製するために用いる。

5.2.1.4　ホーム網情報確認

　在圏網がＰＨＳローミングサービスプロファイルを確認するために用い、確認する方法については今後

の検討課題である。

5.2.1.5　在圏網情報更新

　ホーム網でのＰＨＳローミングサービスプロファイル変更時を在圏網へ反映するために用い反映方法に

ついては今後の検討課題である。

5.2.2　モビリティ手順

　モビリティ手順は、ＰＨＳ端末のＰＨＳ網間にまたがるモビリティに関連するＰＨＳローミング手順で

あり、ローミング中ＰＨＳ端末への着信を可能とする。モビリティ手順には実際の発着信は含まれていな

い。

5.2.2.1　網間位置登録

　本手順は、ＰＨＳローミング着信がどこになされるべきかを示す情報を、在圏網からホーム網に登録す

るのに用いる。

　基本手順の初回位置登録時サービスプロファイル読み出し、及び認証が本手順以前に成功完了していな

ければならない。

5.2.2.2　在圏網情報消去

　在圏網情報消去手順は、ホーム網から在圏網に対し該当ＰＨＳ番号の情報を消去する。
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5.2.3　ＰＨＳローミング呼制御手順

　ＰＨＳローミング呼制御手順は実際の発着信に関連する手順である。

5.2.3.1　発　呼

　本手順は、ホーム網から取得した情報に基づき在圏網によって提供され、ローミング中ＰＨＳ端末から

の発信を行うために用いられる。本手順は、網間位置登録手順が行われ、在圏網にローミングサービスプ

ロファイルが複製されているＰＨＳ番号に対してのみ行うことができる。本手順では、網間にまたがる手

順は存在しない。

　発呼時に在圏網にローミングサービスプロファイルが複製されていない場合には、発信は許容しない。

5.2.3.2　着　呼

　本手順は、ホーム網から取得した情報に基づき在圏網によって提供され、ローミング中のＰＨＳ端末へ

の着信を行うために用いられる。本手順は、事前に網間位置登録手順が行われ、在圏網にローミングサー

ビスプロファイルが複製されているＰＨＳ番号に対してのみ行うことができる。本手順では、通常網間に

またがる手順は存在しない。手順が存在する場合は今後の検討課題である。ローミング中ＰＨＳ端末への

ルーティングは、ホーム網を経由して在圏網に接続される。ただし、網構成上可能な場合はホーム網から

前位網のいずれかへリダイレクションを要求し、当該網から在圏網へ接続してもよい。

着呼時に在圏網にローミングサービスプロファイルが複製されていない場合は、着信を行わず切断する。

5.2.3.3　ハンドオーバ

　本手順は在圏網内にてローミング中のＰＨＳ端末がハンドオーバを行うために用いられる。なお、ハン

ドオーバを要求したＰＨＳ端末の認証時、在圏網に認証に関する情報が無い場合の、情報の追加読み出し

は今後の検討課題とする。

　本手順の前に発呼手順もしくは着呼手順が成功していなければならない。本手順では、網間にまたがる

手順は存在しない。
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第２編　ＰＨＳ網間情報フロー

第２．１編　ＰＨＳローミング能力セット１の網間情報フロー

１．はじめに

1.1　本編の記述範囲

　本標準ではインテリジェントネットワーク能力セット１（ＩＮ　ＣＳ－１）にそったＰＨＳローミング

のサービスを記述している。本編は第一編にて定義されているＰＨＳローミング能力セット１をサポート

するために必要なＩＮ　ＣＳ－１から能力と情報フローを定義している。

　本編では、ホーム網と在圏網間の手順、機能エンティティ、情報フローのみを対象としている。

　本編と第一編で定義されているＰＨＳローミング能力セット１でのサービスと機能は以下に示す通りで

ある。

　提供されるサービス：回線交換発着信サービス

機能：

基本機能：

識別・認証

ＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ

網間位置登録

発呼

着呼

　この標準では上記の基本機能の手順を含んでいる。

1.2　用語の略記

ＣＳ－１ 能力セット１

ＦＥ 機能エンティティ

ＦＥＡ 機能エンティティ動作

ＩＥ 情報要素

ＩＦ 情報フロー

ＩＮ インテリジェント・ネットワーク

ＰＥ 物理エンティティ

ＰＨＳ パーソナル・ハンディ・ホン　システム

ＳＣＦ サービス制御機能

ＳＣＰ サービス制御局

ＳＤＦ サービスデータ機能

ＳＤＦ（ｈ） ホーム網でのサービスデータ機能

ＳＤＰ サービスデータ局
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２．ＰＨＳローミング能力セット１の機能モデル

2.1　機能モデル

　インテリジェント・ネットワーク能力セット１（ＩＮ ＣＳ－１）により定義されている機能エンティティ

（ＦＥ）と情報フロー（ＩＦ）はＰＨＳローミングの基本となり、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８に記述さ

れている。本標準で対象とする機能モデルの型を図２．１－２－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａに示す。

図２．１－２－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ

ＰＨＳローミング能力セット１での機能モデル

2.2　機能エンティティの表記

　図 2.1－２－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａにおいて、機能エンティティ（ＦＥ）は次に示す意味を持つ。

ＦＥ1　在圏網のＳＣＦ

ＦＥ2　ＳＤＦ（ｈ）（ホーム網のＳＤＦ）

　ＳＣＦ－ＳＤＦ（ｈ）間の関係を相互関係ｒａで示す。

　本標準では、ＳＤＦ（ｈ）にはＰＨＳ端末のデータの探索、更新のためにアクセスされる。また、在圏

網とホーム網とは異なる網とする。

ＳＤＦ（ｈ）は起動されたＳＣＦの在圏網とのサービスに関する合意が存在するかどうかをチェックす

ることができるものと仮定する。

ホーム網在圏網

PCF ＳＤＦ(ｈ)
ra

FE2FE1



- 17 - ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ

３．ＰＨＳローミング能力セット１の情報フロー

　この編には様々なオペレーションとしてＰＨＳローミング能力セット１の基本機能を全て記述されてい

る。ＰＨＳローミング手順は第一編にて定義され、この編には主に以下の３つの手順を記述している。

－　基本手順

－　モビリティ手順

－　呼制御手順

　在圏網がホーム網へのアクセスを要求する方法はＰＨＳ端末に対して要求された手順に左右される。在

圏網がモビリティ手順、ローミング中のＰＨＳ端末からの発呼、ローミング中のＰＨＳ端末への着呼を行

う場合、ＰＨＳ端末のためのＳＣＦ-ＳＤＦ（ｈ）間の識別・認証手順が常に要求される。

　手順が起動されるシーケンスの概略は図 2.1－３－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａに示す。

図 2.1－３－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　ＰＨＳローミング手順概要

図 2.1－３－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａに関する注釈

（注１）　「位置情報読出」手順は着信時にのみ行われるかも知れない。

（注２）　「発呼」「着呼」手順はＰＨＳ端末-網間には表れるが、網間の手順としては表れない。

（注３）　「ハンドオーバ」手順はオプションである。

ＯＫ

位置情報読出（注１）

（図 2-3-6）

議別・認証

（図 2-3-2）

結合解放

（図 2-3-3）

結合解放

（図 2-3-3）
結合解放

（図 2-3-3）

網間位置登録

（図 2-3-5）
着呼

（注２）

発呼

（注２）

ハンドオーバ

（図 2-3-7）（注２）

ＰＨＳﾛｰﾐﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ問い合わせ

（図 2-3-4）

NOK

NOK

NOK

ＯＫ
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3.1　基本手順

3.1.1　識別・認証

　ローミング中のＰＨＳ端末のホーム網の識別はＰＨＳ番号から可能であると仮定する。更に在圏網と

ホーム網との間にサービスの合意があるならば、またその時に限り、在圏網のＳＣＦはＳＤＦ（ｈ）を識

別する情報を持っているとする。また、他の方法も可能である。

3.1.1.1　概　略

　ＰＨＳ端末がＰＨＳローミングサービスを在圏網に要求後、ＰＨＳ端末の認証を行うために必要なＳＣ

Ｆ-ＳＤＦ（ｈ）間の手順は以下の通りである。

(1) 　ＳＣＦはＳＤＦ（ｈ）にＰＨＳ番号と認証に関する情報を送信。

(2) 　ＳＤＦ（ｈ）が送信された情報のチェックを行い、結果もしくは認証に関する情報をＳＣＦへ送

信。

(3) 　ＳＣＦは結果を受け、次の手順を行う。

－結果が成功時のみ、ＳＣＦ-ＳＤＦ（ｈ）間に結合を確立する。

3.1.1.2　情報フローダイアグラム

　以下に情報フローを示す。

図 2.1－３－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　識別・認証

　図 2.1－３－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａに関する注釈

(1) 　ＰＨＳ端末に対する認証のチェックはＳＤＦ（ｈ）にて行われる。認証に関する記録はＳＤＦ（ｈ）

に保持するかも知れない。認証が成功時のみ、ＳＣＦ-ＳＤＦ（ｈ）間に結合を確立する。

3.1.2　結合解放

　結合解放手順は既に設定されているＳＣＦ-ＳＤＦ（ｈ）間の結合を解放するために行われる。

3.1.2.1　概　略

　ＳＣＦ-ＳＤＦ（ｈ）間の結合を解放するためのＳＣＦ-ＳＤＦ（ｈ）間の手順は以下の通りである。

(1) 　ＳＣＦとＳＤＦ（ｈ）との結合を解放する。

FE1
SCF
100

150

FE2
SDF(h)

200

ra

DirectoryBind
DirectoryBindResult(1)
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3.1.2.2　情報フローダイアグラム

　以下に手順の情報フローを示す。

図 2.1－３－３／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　結合解放

3.1.3　ＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ

　ＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせはＰＨＳ端末に対するサービス契約情報を在圏網で

チェックするために行われる。本手順は認証の成功後に行われる。

3.1.3.1　概　略

　ＰＨＳローミングサービスプロファイル転送のためのＳＣＦ-ＳＤＦ（ｈ）間の手順は以下の通りである。

(1) ＳＣＦがＳＤＦ（ｈ）にＰＨＳローミングサービスプロファイルを要求。

(2) ＳＤＦ（ｈ）からＳＣＦに該当のＰＨＳローミングサービスプロファイルを送信。

3.1.3.2　情報フローダイアグラム

　以下に手順の情報フローを示す。

図 2.1－３－４／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ

ＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ

3.2　モビリティ手順

3.2.1　網間位置登録

　ローミング中のＰＨＳ端末に着信するために位置情報を在圏網からホーム網へ登録する。網間位置登録

は、認証の成功後に行われる。

3.2.1.1　概　略

　網間位置登録のためのＳＣＦ-ＳＤＦ（ｈ）間の手順は以下の通りである。

(1) 　ＳＣＦはＳＤＦ（ｈ）の位置情報を更新する。

FE1
SCF
100

FE2
SDF(h)

210

ra

DirectoryUnbind

FE1
SCF
120

170

FE2
SDF(h)

220

ra

Search
SearchResult
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3.2.1.2　情報フローダイアグラム

　以下に手順の情報フローを示す。

図 2.1－３－５／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　網間位置登録

3.3　呼制御手順

3.3.1　発　呼

　ローミング中のＰＨＳ端末からの発呼要求に対する網間の手順を対象とする。

　発呼手順について、識別・認証手順、ＰＨＳサービスプロファイル問い合わせ手順後の網間における手

順は結合解放手順のみが行われる。

3.3.2　着　呼

　ローミング中のＰＨＳ端末への着呼要求に対する網間の手順を対象とする。ローミング中のＰＨＳ端末

への着信については発信網から着ＰＨＳ番号のホーム網へ接続し、そのホーム網から在圏網に接続される。

　在圏網接続時に、在圏網はＳＤＦ（ｈ）に位置情報を問い合わせるかも知れない。その後、識別・認証

手順、ＰＨＳサービスプロファイル問い合わせ手順が行われる。その後の手順は発呼手順と同様、結合解

放手順のみが行われる。

3.3.2.1　位置情報読出

　3.3.2 小節にて述べたオプション選択であるＳＤＦ（ｈ）が保持している位置情報を読み出す手順につい

て以下に示す。

　本手順におけるディレクトリ結合には資格証明情報要素は不要である。

3.3.2.1.1　概　略

　位置情報読出のためのＳＣＦ-ＳＤＦ（ｈ）間の手順は以下の通りである。

(1) 　ＳＣＦとＳＤＦ（ｈ）との結合を確立する。

(2) 　ＳＣＦがＳＤＦ（ｈ）から接続されてきたＰＨＳ番号の位置情報を読み出す。

(3) 　ＳＣＦとＳＤＦ（ｈ）との結合を解放する。

FE1
SCF
130

180

FE2
SDF(h)

230

ra

ModifyEntry
ModifyEntryResult
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3.3.2.1.2　情報フローダイアグラム

　以下に手順の情報フローを示す。

図 2.1－３－６／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　位置情報読出

　図 2.1－３－６／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａに関する注釈

(1) DirectoryBind は、ＳＣＦ-ＳＤＦ（ｈ）間の結合を確立するためだけに用いられ、ＰＨＳ端末の認証

情報のやり取りは行わない。

3.3.3　ハンドオーバ

在圏網にて通信中のＰＨＳ端末からハンドオーバ要求時の網間の手順を対象とする。本手順はハンド

オーバ時にＰＨＳ端末の認証を行うとき、網間にて本手順があらわれるかもしれない。

3.3.3.1　概　略

　ハンドオーバのためのＳＣＦ-ＳＤＦ（ｈ）間の手順は以下の通りである。

(1) 　識別・認証手順を行う。

(2) 　識別・認証手順が成功ならば、ＳＣＦとＳＤＦ（ｈ）との結合を解放する。

3.3.3.2　情報フローダイアグラム

　以下に手順の情報フローを示す。

図 2.1－３－７／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　ハンドオーバ
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110
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SDF(h)
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210

DirectoryBind

DirectoryBindResult

DirectoryUnbind



ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ - 22 -

3.4　個別情報フローの定義

　本節で次に述べる情報フローはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８の第一編５．４節に記述されている。情報

要素（ＩＥ）は必須要素を「Ｍ」、オプションであるがＰＨＳローミングに必要であるものを「Ｏ」で示

す。

3.4.1　相互関係 ra

3.4.1.1　ＳＣＦからＳＤＦへのフロー

ディレクトリ結合（DirectoryBind）

情報要素：呼 Id(Call Id) Ｍ

資格証明(credentials) Ｏ

バージョン(versions) Ｍ

ディレクトリ結合解放（DirectoryUnbind）

情報要素：呼 Id(Call Id) Ｍ

探索（Search）

情報要素：呼 Id(Call Id) Ｍ

基底オブジェクト(baseObject) Ｍ

部分集合(subset) Ｍ

選択(selection) Ｍ

拡張フィルタ(extendedFilter) Ｏ

エントリ更新（ModifyEntry）

情報要素：呼 Id(Call Id)Ｍ

オブジェクト(object) Ｍ

変更順(changes) Ｍ

選択(selection) Ｍ
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3.4.1.2　ＳＤＦからＳＣＦへのフロー

　以下に記述する情報フローはそれぞれ、3.4.1.1 小節におけるディレクトリ結合、探索、エントリ更新Ｉ

Ｆに対する応答であり、ＩＮＡＰにおいては応答（ＲＥＳＵＬＴ）部分に対応付けられる。

ディレクトリ結合結果（DirectoryBindResult ）

情報要素：呼 Id(Call Id) Ｍ

資格証明(credentials) Ｏ

バージョン(versions) Ｍ

探索結果（SearchResult）

情報要素：呼 Id(Call Id) Ｍ

検索情報(searchInfo) Ｍ

エントリ更新結果（ModifyEntryResult）

情報要素：呼 Id(Call Id) Ｍ

変更結果(changes) Ｏ



ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ - 24 -

４．機能エンティティ動作

　機能エンティティアクション（ＦＥＡ）は情報フローダイアグラムにおいて機能エンティティ（ＦＥ）

の列での番号により参照される。全てのエラー、失敗手順が示されている訳ではない。ＦＥＡを表す図番

は各々のＦＥＡ番号の後に大括弧［］にて示されている。

　ＦＥＡ番号は３つの数字コードで成り立っており、最初の数字は起動するＦＥの番号に関連づけられて

いる。２番目と３番目の数字コードについては特別な意味はない。

4.1　機能エンティティ－ＦＥ１（ＳＣＦ）

ＦＥＡ:100［2.1-3-2］

－　サービス論理から要求を受けて、反応する。

－　ＳＤＦ（ｈ）との結合を設定、ＰＨＳ端末の認証に関する情報のやりとりを行うために、ＳＤＦ（ｈ）

へ DirectoryBind を形式化し、送信する。

ＦＥＡ:101［2.1-3-6］

－　サービス論理から要求を受けて、反応する。

－　ＳＤＦ（ｈ）との結合を設定するために、ＳＤＦ（ｈ）へ DirectoryBind を形式化し、送信する。

ＦＥＡ:110［2.1-3-3］

－　サービス論理から要求を受けて、反応する。

－　ＳＤＦ（ｈ）との結合を解放するため、ＳＤＦ（ｈ）へ DirectoryUnbind を形式化し、送信する。

－　ＳＤＦ（ｈ）との結合を解放する。

ＦＥＡ:120［2.1-3-4］

－　サービス論理から要求を受けて、反応する。

－　該当ＰＨＳ番号のローミングサービスプロファイルを要求するために、ＳＤＦ（ｈ）へ Search を形

式化し、送信する。

ＦＥＡ:121［2.1-3-6］

－　サービス論理から要求を受けて、反応する。

－　着ＰＨＳ番号を位置情報に翻訳するために、ＳＤＦ（ｈ）へ Search を形式化し、送信する。

ＦＥＡ:130［2.1-3-5］

－　サービス論理から要求を受けて、反応する。

－　位置情報をＳＤＦ（ｈ）に記録するために、ＳＤＦ（ｈ）へ ModifyEntryを形式化し、送信する。

ＦＥＡ:150［2.1-3-2］

－　ＳＤＦ（ｈ）からの DirectoryBindResult を受信し、反応する。

－　結果が成功ならば、ＳＤＦ（ｈ）との結合を設定する。

ＦＥＡ:170［2.1-3-4］

－　要求したＰＨＳローミングサービスプロファイルを含んだ SearchResult を受けて、反応する。
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ＦＥＡ:171［2.1-3-6］

－　翻訳された位置情報を含んだ SearchResult から受信し、反応する。

ＦＥＡ:180［2.1-3-5］

－　ModifyEntryResult をＳＤＦ（ｈ）から受信し、反応する。

4.2　機能エンティティ－ＦＥ２（ＳＤＦ（ｈ））

ＦＥＡ:200［2.1-3-2］

－　ＳＣＦからの DirectoryBind を受信し、反応する。

－　送信された認証に関する情報をチェックする。

－　結果が成功ならば、ＳＣＦとの結合を設定する。

－　ＳＣＦへ DirectoryBindResult を形式化し、送信する。

ＦＥＡ:201［2.1-3-6］

－　ＳＣＦからの DirectoryBind を受信し、反応する。

－　ＳＣＦとの結合を設定する。

－　ＳＣＦへ DirectoryBindResult を形式化し、送信する。

ＦＥＡ:210［2.1-3-3］

－　ＳＣＦからの Unbind を受信し、反応する。

－　ＳＣＦとの結合を解放する。

ＦＥＡ:220［2.1-3-4］

－　ＳＣＦからの Search を受信し、反応する。

－　要求されたＰＨＳ番号のＰＨＳローミングサービスプロファイルを抽出する。

－　ＳＣＦへ SearchResult を形式化し、送信する。

ＦＥＡ:221［2.1-3-6］

－　ＳＣＦからの Search を受信し、反応する。

－　要求されたＰＨＳ番号の位置情報を抽出する。

－　ＳＣＦへ SearchResult を形式化し、送信する。

ＦＥＡ:230［2.1-3-5］

－　ＳＣＦからの ModifyEntryを受信し、反応する。

－　要求されたＰＨＳ番号の位置情報を更新する。

－　ＳＣＦへ ModifyEntryResult を形式化し、送信する。
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５．機能エンティティの物理エンティティへのマッピング

　ＰＨＳローミングの機能モデルはＩＮにおける能力セット１の機能モデルを基本としているので、ＰＨ

Ｓローミングの機能エンティティ（ＦＥ）と物理エンティティ（ＰＥ）のマッピングもまたＩＮのマッピ

ングに関連する。在圏網とホーム網のデータベースの区別があることのみが違いである。

マッピングに用いられるＰＥはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８第２編に記述されているものと同様であるの

でここでは省略する。

　次に示す表は２章においてＰＨＳローミング機能モデルに当てはめるためにＦＥのＰＥへのマッピング

の典型的なシナリオを拡張したものである。

表２．１－５－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ

ＰＨＳローミングのためのＦＥのＰＥへのマッピングの典型的なシナリオ

PEs/FEs SCF SDF(h)

SCP C C

SDP － C

Ｃ：必須

－：非許容

　各定義はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８参照のこと

注釈：

　ＳＤＦ(ｈ)は在圏網と異なる網に存在しなければならない。また、ＳＤＦ(ｈ)は在圏網内のＳＣＦと関連

している。
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第２．２編　ＰＨＳローミング能力セット２の網間情報フロー

１．はじめに

1.1　本編の記述範囲

　本標準ではインテリジェントネットワーク能力セット１（IN CS-1）の拡張により実現される PHS ローミ

ングのサービスを記述している。本編は第１編にて定義されている PHS ローミング能力セット２をサポー

トするために必要な IN 能力と情報フローを定義している。

本編では、ホーム網と在圏網間の手順、機能エンティティ、情報フローのみを対象としている。

本編で定義されている PHS ローミング能力セット２でのサービスと機能は以下に示す通りである。

　提供されるサービス：回線交換発着信サービス

機能：

基本機能：

初回位置登録時サービスプロファイル読み出し

追加読み出し

網間位置登録

在圏網情報消去

　この標準では上記の基本機能の手順を含んでいる。

1.2　用語の略記

FE 機能エンティティ

FEA 機能エンティティ動作

IE 情報要素

IF 情報フロー

IN インテリジェント・ネットワーク

PE 物理エンティティ

PHS パーソナル・ハンディ・ホン　システム

SDF サービスデータ機能

SDF(H) ホーム網でのサービスデータ機能

SDF(Vnew) 新たな在圏網でのサービスデータ機能

SDF(Vpre) 以前の在圏網でのサービスデータ機能

SDP サービスデータ局
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２．ＰＨＳローミング能力セット２の機能モデル

2.1　機能モデル

　機能エンティティ（FE）と情報フロー（IF）は PHS ローミングの基本となり、TTC 標準 JT-Q1218 第２

版に記述されている。本標準で対象とする機能モデルの型を図 2.2-2-1／JT-Q1218-a に示す。

図 2.2-2-1／JT-Q1218-a　PHS ローミング能力セット２での機能モデル

2.2　機能エンティティの表記

　図 2.2-2-1／JT-Q1218-a において、機能エンティティ（FE）は次に示す意味を持つ。

FE1 SDF(H)（ホーム網の SDF）

FE2 SDF(Vnew)（新たな在圏網の SDF）

FE3 SDF(Vpre)（以前の在圏網の SDF）

SDF(Vnew)－SDF(H)間の関係を ra 相互関係で示す。

SDF(Vpre)－SDF(H)間の関係を rb 相互関係で示す。

ホーム網、新たな在圏網、以前の在圏網はそれぞれ異なる網としてモデル化している。

FE 間で認証が行われるかも知れない。認証方式は今後の課題とする。

ＳＤＦ(Vpre)ＳＤＦ(H)ＳＤＦ(Vnew)
FE3FE1FE2

rbra

在圏網 new ホーム網 在圏網 pre
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３．ＰＨＳローミング能力セット２の情報フロー

　本編では様々なオペレーションとして PHS ローミング能力セット２の基本機能を記述している。PHS

ローミング手順は第１編で定義されており、本編では主に以下の２つの手順を記述している。

－　基本手順

－　モビリティ手順

　PHS ローミング手順は、PHS 端末、在圏網、ホーム網の状況によって左右される。大きく分けて以下の

４種類の状況が考えられる。

(1) 　PHS 端末がホーム網から在圏網に移動した場合

　ホーム網に登録されていた PHS 端末が初めて在圏網で位置登録を行った場合での動作フローの概

略を図 2.2-3-1(a)／JT-Q1218-a に示す。

図 2.2-3-1(a)／JT-Q1218-a　PHS ローミング手順概要(a)

　なお、初回位置登録時サービスプロファイル読み出し完了後、網間位置登録が行われないケースを付属

資料Ｆに示す。

(2) 　ＰＨＳ端末が旧在圏網から新在圏網に移動した場合

　旧在圏網に登録されていたＰＨＳ端末が初めて新在圏網で位置登録を行った場合の動作フローの

概略を図 2.2-3-1(b)／JT-Q1218-a に示す。

図 2.2-3-1(b)／JT-Q1218-a　PHS ローミング手順概要(b)

終了

在圏網情報消去

網間位置登録

初回位置登録時サービス

プロファイル読み出し

初回位置登録時サービス

プロファイル読み出し

終了

網間位置登録
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(3) 　PHS 端末がホーム網に移動した場合。

　以前の在圏網に登録されていた PHS 端末が初めてホーム網で位置登録を行った場合の動作フロー

を図 2.2-3-1(c)／JT-Q1218-a に示す。

図 2.2-3-1(c)／JT-Q1218-a　ＰＨＳローミング手順概要(c)

(4) 　PHS 端末の認証データが不足した場合

　PHS 端末が在圏網に位置登録されている状態で、在圏網 SDF(Vnew) 内の認証に必要な情報が不足

した場合の動作フローを図 2.2-3-1(d)／JT-Q1218-a に示す。

図 2.2-3-1(d)／JT-Q1218-a　PHS ローミング手順概要(d)

　なお本編で記載する手順において、在圏網で PHS 番号からローミング中 PHS 端末のホーム網を識別する

ことが可能であるとする。また、在圏網の SDF(Vnew) および SDF(Vpre)とホーム網の SDF(H)との間では、

ローミングの可能性のある全ユーザに関してシャドウイングの合意が成立しているものとする。追加読み

出し手順に限り、在圏網の SDF(Vnew) とホーム網の SDF(H)間で該当する PHS 番号に関する合意が成立し

ているものとする。

3.1　基本手順

3.1.1　初回位置登録時サービスプロファイル読み出し

　初回位置登録時サービスプロファイル読み出しは在圏網が PHS 端末へのサービス実施を可能とするため

に該当する PHS 番号に対するサービスプロファイルを在圏網がホーム網から複製する。

3.1.1.1　概　略

　PHS 端末が PHS ローミングサービスを在圏網に要求後、該当 PHS 端末の PHS サービスプロファイルを

ホーム網から在圏網に複製するために必要な SDF(Vnew) －SDF(H)間の手順は以下の通りである。

(1)　SDF(Vnew)は SDF(H)の該当 PHS 番号のエントリの情報更新を要求する。

(2)　SDF(H)は、該当 PHS 番号の位置に関する情報の更新を契機に、コピーを起動する。

(3)　SDF(H)より、SDF(Vnew)へ、該当 PHS 番号の必要な PHS サービスプロファイルをコピーする。

追加読み出し

在圏網情報消去
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3.1.1.2　情報フローダイアグラム

　図 2.2-3-2／JT-Q1218-a に情報フローを示す。

図 2.2-3-2／JT-Q1218-a　初回位置登録時サービスプロファイル読み出し

3.1.2　追加読み出し

　追加読み出し手順は、在圏網で保有する PHS 端末の認証に関する情報に不足が生じた際に、在圏網がホー

ム網から該当 PHS 番号の認証に関する情報を複製する。

3.1.2.1　概　略

　在圏網より、ホーム網の認証に関する情報を複製するための SDF(Vnew)－SDF(H)手順は以下の通りであ

る。

(1) 　SDF(Vnew)から SDF(H)へコピーを要求する。

(2) 　SDF(H)から SDF(Vnew)へコピーを実行する。

FE2
SRF(Vnew)

201

200

210

211

202

FE1
SDF(h)

205

ra

100

103

220

206

102

110

121

104

120

101

Authenticate

Authenticate

Authenticate Result

Authenticate Result

Update Copy
Update Copy Result

Chaining Request(for Modify Entry)

Chaining Result

End Authenticate

End Authenticate
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3.1.2.2　情報フローダイアグラム

　図 2.2-3-3／JT-Q1218-a 手順の情報フローを示す。

図 2.2-3-3／JT-Q1218-a　追加読み出し

3.2　モビリティ手順

3.2.1　網間位置登録

　網間位置登録手順は、ローミング中の PHS 端末への着呼を可能とするため、在圏網がホーム網へローミ

ング中 PHS 端末の在圏網を識別する情報を更新する。

3.2.1.1　概　略

　網間位置登録のための SDF(Vnew)－SDF(H)間の手順は以下の通りである。

(1) 　SDF(Vnew)が SDF(H)へ、PHS 番号の在圏網を識別する情報の更新を要求する。

(2) 　SDF(H)は要求に従い該当の PHS 番号の在圏網を識別する情報を更新する。

3.2.1.2　情報フローダイアグラム

　図 2.2-3-4／JT-Q1218-a に手順の情報フローを示す。

図 2.2-3-4／JT-Q1218-a　網間位置登録

FE2
SDF(Vnew)

201

200

230

231

202

FE1
SDF(H)

ra

100

130

101

Authenticate
Authenticate Result

Copy Result
Copy Request

End Authenticate

FE2
SDF(Vnew)

201

200

210

211

202

FE1
SDF(H)

ra

100

110

101

Authenticate
Authenticate Result

Chaining Request(for Modify Entry)
Chaining Result

End Authenticate
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3.2.2　在圏網情報消去

　在圏網情報消去手順は、ホーム網から、以前の在圏網内の該当 PHS 番号の情報を消去する。

3.2.2.1　概　略

(1) 　ホーム網の SDF(H)より、以前の在圏網の SDF(Vpre)へ該当 PHS 番号の情報を消去要求する。

(2) 　以前の在圏網の SDF(Vpre)は、要求に従い該当 PHS 番号の情報を消去する。

3.2.2.2　情報フローダイアグラム

図 2.2-3-5／JT-Q1218-a に手順の情報フローを示す。

図 2.2-3-5／JT-Q1218-a　在圏網情報消去

FE1
SDF(H)

106

105

122

123
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3.3　個別情報フローの定義

　本節で述べる情報フローは TTC 標準 JT-Q1218 第２版に記述されている。情報要素（IE）は必須要素を

「Ｍ」で示す。

3.3.1　相互関係 ra

3.3.1.1　ＳＤＦ(Vnew)－ＳＤＦ(H)の情報フロー

認証（Authenticate）

情報要素：認証情報（Authentication Information） Ｍ

認証応答（Authenticate Result）

情報要素：認証情報（Authentication Information） Ｍ

連鎖要求（Chaining Request）

情報要素：連鎖引数（Chained Argument） Ｍ

安全保護パラメータ（Security Parameters） Ｍ

連鎖結果（Chaining Result）

情報要素：連鎖結果（Chained Result） Ｍ

安全保護パラメータ（Security Parameters） Ｍ

コピー要求（Copy Request）

情報要素：複製エリア（Replication Area） Ｍ

保持パート（Maintained Part） Ｍ

更新モード（Update Mode） Ｍ

更新方法（Update Strategy） Ｍ

マスター（Master） Ｍ

コピー結果（Copy Result）

情報要素：複製データ（Replicatied Data） Ｍ

コピー更新要求（Update Copy）

情報要素：リフレッシュ情報（Refreshed Information） Ｍ

コピー更新結果（Update Copy Result）

情報要素：なし

認証終了（End Authenticate）

情報要素：なし
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3.3.2　相互関係 rb

3.3.2.1　ＳＤＦ(Vpre)－ＳＤＦ(H)の情報フロー

認証（Authenticate）

情報要素：認証情報（Authentication Information） Ｍ

認証応答（Authenticate Result）

情報要素：認証情報（Authentication Information） Ｍ

更新要求（Update Copy）

情報要素：更新情報（Refreshed Information） Ｍ

更新結果（Update Copy Result）

情報要素：なし

認証終了（End Authenticate）

情報要素：なし

４．機能エンティティ動作

　機能エンティティ動作（FEA）は情報フローダイアグラムにおいて機能エンティティ（FE）の列での番

号により参照される。FEA を表す図番は各々の FEA 番号の後に大括弧［］にて示される。

　FEA 番号は３つの数字コードで成り立っており、最初の数字は起動する FE の番号に関連づけられている。

２番目と３番目の数字コードについては特別な意味はない。

　本章では網間として規定される SDF を対象としており、網内の動作については記述していないため以下

では SDF マネージャを要求の起動元として記述している。しかし SDF マネージャがその判断に基づき要求

するケースと網内の SDF 以外からの要求に基づくケースがある。この区別については今後の検討課題であ

る。

4.1　機能エンティティ－ＦＥ１（SDF(H)）

FEA:100［2.2-3-2,2.2-3-3,2.2-3-4］

－　SDF(Vnew)から Authenticate を受信し、反応する。

－　SDF(Vnew)との結合を設定する。

－　SDF(Vnew)へ Authenticate Result を形式化し、送信する。

FEA:101［2.2-3-2,2.2-3-3,2.2-3-4］

－　SDF(Vnew)から End Authenticate を受信し、反応する。

－　SDF(Vnew)との結合を解放する。

FEA:102［2.2-3-2］

－　SDF データマネージャから要求を受けて、反応する。

－　SDF(Vnew)との結合を設定するため、SDF(Vnew)へ Authenticate を形式化し、送信する。
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FEA:103［2.2-3-2］

－　SDF(Vnew)から Authenticate Result を受信し、反応する。

－　SDF(Vnew)との結合を設定する。

FEA:104［2.2-3-2］

－　SDF データマネージャより要求を受けて、反応する。

－　SDF(Vnew)との結合を解放するため、 SDF(Vnew)へ End Authenticate を形式化し、送信する。

－　SDF(Vnew)との結合を解放する。

FEA:105［2.2-3-5］

－　SDF データマネージャから要求を受けて、反応する。

－　SDF(Vpre)との結合を設定するため、 SDF(Vpre)へ Authenticate を形式化し、送信する。

FEA:106［2.2-3-5］

－　SDF(Vpre)から Authenticate Result を受信し、反応する。

－　SDF(Vpre)との結合を設定する。

FEA:107［2.2-3-5］

－　SDF データマネージャより要求を受けて、反応する。

－　SDF(Vpre)との結合を解放するため、 SDF(Vpre)へ End Authenticate を形式化し、送信する。

－　SDF(Vpre)との結合を解放する。

FEA:110［2.2-3-2,2.2-3-4］

－　SDF(new)から Chaining Request を受けて、反応する。

－　該当の PHS 番号の位置に関する情報を更新する。

－　SDF(Vnew)へ Chaining Result を形式化し、送信する。

FEA:120［2.2-3-2］

－　SDF データマネージャから要求を受けて、反応する。

－　該当 PHS 番号の PHS ローミングサービスプロファイルを抽出する。

－　SDF(Vnew)に Update Copyを形式化し、送信する。

FEA:121［2.2-3-2］

－　SDF(Vnew)から Update Copy Result を受信し、反応する。

FEA:122［2.2-3-5］

－　SDF データマネージャから要求を受けて、反応する。

－　該当 PHS 番号の PHS ローミングサービスプロファイルを SDF(Vpre)から削除するために、SDF(Vpre)

に Update Copyを形式化し、送信する。

FEA：123［2.2-3-5］

－　SDF(Vpre)から Update Copy Result を受信し、反応する。
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FEA:130［2.2-3-3］

－　SDF(Vnew)から Copy Request を受信し、反応する。

－　要求された PHS 番号の認証に関する情報を抽出する。

－　SDF(Vnew)に Copy Result を形式化し、送信する。

4.2　機能エンティティ－ＦＥ２（SDF(Vnew)）

FEA:200［2.2-3-2,2.2-3-3,2.2-3-4］

－　SDF データマネージャから要求を受け、反応する。

－　SDF(H)との結合を設定するため、SDF(H)へ Authenticate を形式化し、送信する。

FEA:201［2.2-3-2,2.2-3-3,2.2-3-4］

－　SDF(H)から Authenticate Result を受信し、反応する。

－　SDF(H)との結合を設定する。

FEA:202［2.2-3-2,2.2-3-3,2.2-3-4］

－　SDF データマネージャから要求を受けて、反応する。

－　SDF(H)との結合を解放するため、SDF(H)へ End Authenticate を形式化し、送信する。

－　SDF(H)との結合を解放する。

FEA:205［2.2-3-2］

－　SDF(H)から Authenticate を受信し、反応する。

－　SDF(H)との結合を設定する。

－　SDF(H)へ Authenticate Result を形式化し、送信する。

FEA:206［2.2-3-2］

－　SDF(H)から End Authenticate を受信し、反応する。

－　SDF(H)との結合を解放する。

FEA:210［2.2-3-2,2.2-3-4］

－　SDF データマネージャから要求を受け、反応する。

－　該当 PHS 番号の位置に関する情報を書き換えるために、SDF(H)へ Chaining Request を形式化し、送

信する。

FEA:211［2.2-3-2,2.2-3-4］

－　SDF(H)から Chaining Result を受信し、反応する。

FEA:220［2.2-3-2］

－　SDF(H)から Update Copyを受信し、反応する。

－　該当 PHS 番号のＰＨＳローミングサービスプロファイルのコピーを格納する。

－　SDF(H)へ Update Copy Result を形式化し、送信する。
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FEA:230［2.2-3-3］

－　SDF データマネージャから要求を受け、反応する。

－　該当 PHS 番号の認証に関する情報を取得するために、SDF(H)へ Copy Request を形式化し、送信する。

FEA:231［2.2-3-3］

－　SDF(H)から Copy Result を受信し、反応する。

－　取得した該当 PHS 番号の認証に関する情報のコピーを格納する。

4.3　機能エンティティ－ＦＥ３（SDF(Vpre)）

FEA:305［2.2-3-5］

－　SDF(H)から Authenticate を受信し、反応する。

－　SDF(H)との結合を設定する。

－　SDF(H)へ Authenticate Result を形式化し、送信する。

FEA:306［2.2-3-5］

－　SDF(H)から End Authenticate を受信し、反応する。

－　SDF(H)との結合を解放する。

FEA:320［2.2-3-5］

－　SDF(H)から Update Copyを受信し、反応する。

－　該当 PHS 番号の PHS ローミングサービスプロファイルのコピーを消去する。

－　SDF(H)へ Update Copy Result を形式化し、送信する。
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第３編　ＰＨＳ網間プロトコル

第３．１編　ＰＨＳローミング能力セット１の網間プロトコル

１．ＰＨＳ網間プロトコル標準化の範囲

　本編は、ＰＨＳローミング能力セット１のサービス定義と情報フローを前提にＰＨＳローミングに必要

とされる網間プロトコルを記述する。

２．物理プレーンアーキテクチャ

　本編の前提とする物理プレーンアーキテクチャは，ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８をベースとする。

３．情報モデル

3.1　概　要

　ＰＨＳローミング能力セット１はＳＤＦに種々のデータを保有する。ＰＨＳローミング能力セット１の

ためのデータは次のようなデータモデルに含まれる。モデル化の目的は、第一にＰＨＳローミング能力セッ

ト１をサポートするために必要な全てのデータを網羅的にリストアップすること、そして、第二にデータ

ベースオペレーションのパラメータの利用の準備のためにできる限り一般性をもってこれらのデータを提

供することである。

　データモデルにおける情報量に応じて、そのモデルは構造化する必要がある。その情報や関連する構成

はＰＨＳ情報ベースを作る。

3.2　ＰＨＳローミング情報ベース

3.2.1　情報ベース

　情報モデルは、オブジェクトクラスにおいて構造化される。個々のオブジェクトクラスは電気通信の一

つのオブジェクト（サービス、ユーザ、加入者等）の一般的な象徴である。一つのオブジェクトはそのオ

ブジェクトの一つのインスタンスである。各オブジェクトクラスは属性によって特徴付けられる。その属

性はそのサービスを実行するために必要なデータを保有する。

　幾つかのオブジェクトクラスは、それらの属性と同様に識別される。全てのオブジェクトクラスはトッ

プのサブクラスである。トップは他のクラス全てをサブクラスとする抽象クラスである。

　トップから３タイプのオブジェクトクラスが存在する。

国（country）

ＰＨＳサービス提供者（PHS service provider）

ＰＨＳ加入者（PHS subscriber）
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3.2.1.1　国（country）

　本オブジェクトクラスはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ５２０にて定義されている。

country OBJECT-CLASS::={

SUBCLASS OF top

MUST CONTAIN {countryName}

MAY CONTAIN {description|

searchGuide}

ID {id-oc-country}}

　上記の定義で示した属性の意味を以下に示す。

　国名(country name)属性は国を指定する。この属性型はディレクトリ名の要素として用いるとき、相対識

別名は「country=JP」等と表記される。

3.2.1.2　ＰＨＳサービス提供者（PHS service provider）

　本オブジェクトクラスはひとつのＰＨＳサービス提供者を定義する。その定義は以下のものを含む。

(1) 　サービス提供者を識別すること。

(2) 　ローミング可能なサービス提供者のリストを与えること。

(3) 　ローミング可能なサービス提供者が提供するサービスを与えること。

　次のようなＡＳＮ．１記述がＰＨＳサービス提供者を定義するために用いられる。
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phsServiceProvider OBJECT-CLASS::={

SUBCLASS OF top

MUST CONTAIN {phsServiceProviderId|

agreement}

ID {ttc-objectClass 2}}

phsServiceProviderId ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX NumericString(SIZE(1..ub-phsProviderId))

EQUALITY MATCHING RULE numericStringMatch

SUBSTRINGS MATCHING RULE numericStringSubstringsMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 12}}

agreement ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX Agreement

EQUALITY MATCHING RULE agreementMatch

ID {ttc-attributeType 13}}

Agreement ::=SET{

agreedProviderId NumericString(SIZE(1..ub-phsProviderId))

providedService OCTET STRING}

agreementMatch MATCHING-RULE ::={

SYNTAX NumericString

ID {ttc-matchingRule 1}}

　上記の定義で示した属性の意味を以下に示す。

　ＰＨＳサービス提供者識別（PHS service provider ID）属性はＰＨＳサービス提供者を識別する。この識

別はディジットにより構成される。それは番号計画の一部かもしれない。全ての場合において、ＰＨＳ番

号を翻訳することによって、ＰＨＳサービス提供者識別（PHS service provider ID）値を得ることが可能で

ある。

　合意（agreement）属性はＰＨＳサービス提供者識別（PHS service provider ID）属性が示すＰＨＳサービ

ス提供者がローミングに関して合意している他のサービス提供者と提供サービスのリストを示す。

　また、合意照合（agreement Match）照合規則は、ローミングに関する合意を持つサービス提供者の合意

事項を探索するために用いられる規則である。
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3.2.1.3　ＰＨＳ加入者（PHS subscriber）

　このオブジェクトクラスはＰＨＳサービス加入者を定義している。その定義には以下のことを含んでい

る。

(1) 　ＰＨＳ番号を識別すること。

(2) 　許容されたサービスのリストを与えること。

(3) 　いくつかのサービスに関するサービス提供条件を与えること。

(4) 　ローミング契約している網（サービス提供者）のリストを与えること。

(5) 　ローミング活性・非活性状態を与えること。

(6) 　位置情報（在圏網を示す情報とルーチング情報）を与えること。

　次のようなＡＳＮ．１記述がＰＨＳローミングサービスプロファイルを定義するために用いられる。

phsSubscriber OBJECT-CLASS::={

SUBCLASS OF top

MUST CONTAIN {phsNumber|

subscribedBasicService|

allowedSubscribedBasicService|

routingAddress|

visitedProviderId}

MAY CONTAIN {roamingProviderId|

roamingActivationStatus}

ID {ttc-objectClass 3}}

phsNumber ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTET STRING

EQUALITY MATCHING RULE octetStringMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 14}}

allowedSubscribedBasicService ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTET STRING

EQUALITY MATCHING RULE octetStringMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 16}}

subscribedBasicService ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTET STRING

EQUALITY MATCHING RULE octetStringMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 15}}



- 43 - ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ

roamingProviderId ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX NumericString(SIZE(1..ub-phsProviderId))

EQUALITY MATCHING RULE numericStringMatch

ID {ttc-attributeType 17}}

roamingActivationStatus ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX BOOLEAN

EQUALITY MATCHING RULE booleanMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 18}}

--TRUE＝ローミング活性状態を示す。

routingAddress ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTET STRING

EQUALITY MATCHING RULE octetStringMatch

SUBSTRINGS MATCHING RULE octetStringSubstringsMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 20}}

visitedProviderId ATTRIBUTE::={

SUBTYPE OF  phsServiceProviderId

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 19}}

　上記の定義で示した属性の意味を以下に示す。

　ＰＨＳ番号（PHS number）属性はＰＨＳ端末を識別する番号である。属性の構成は、ＪＴ－Ｑ７６３着

番号情報要素で定義される内容である。

　契約基本サービス（subscribed basic service）属性は契約時の提供可能な基本サービスに関して示している。

本属性には、発信許容／非許容、着信許容／非許容、優先／一般加入者の区別が設定されるかもしれない。

　許容契約基本サービス（allowed subscribed basic service）属性は現時点での提供される基本サービスの制

限を与える。本属性には、発信通話停止中／非停止中、着信通話停止中／非停止中の区別が設定されるか

もしれない。

　ローミング提供者識別（roaming provider ID）属性はＰＨＳ番号（PHS number）属性が示すＰＨＳ番号が

ローミング契約をしている全てのＰＨＳサービス提供者のリストを与える。本属性には、ローミング提供

者を表わす複数の番号が設定される。

　ローミング活性状態（roaming activation status）属性は現時点でのローミング状態を示す。

　在圏提供者識別（visited provider ID）属性はＰＨＳ番号（PHS number）属性の示すＰＨＳ番号が在圏する

網を識別する。

　ルーチングアドレス（routing address）属性は在圏する網を識別するＪＴ－Q７６３着番号情報要素と同

定義の情報を含んでいなければならない。さらに前記の情報で在圏する網内でのルーチングが不可の場合、

在圏網内でのルーチングを可能とするＪＴ－Q７６３着番号情報要素と同定義の情報を含む。
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3.2.2　ＰＨＳローミング情報モデル

3.2.2.1　オブジェクトクラス間の関係

　図 3.1－１－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａはＰＨＳローミングサービスデータモデルを定義するために用

いるオブジェクトクラスを与える。オブジェクトクラス間の線は二つのオブジェクトクラス間に関係が存

在することを示す。一つの存在関係は、一つのオブジェクトクラスが単独で存在しないことを表わす。そ

れは、オブジェクトクラスがある意味を持つためには図において上位に向かうことを必要とする。例えば、

ＰＨＳ加入者オブジェクトクラスは単独のオブジェクトクラスではなく、それは、ＰＨＳサービス提供者

オブジェクトクラスに従属する。

　一つの存在関係は、一対一の関係ではない。上位オブジェクトクラスのインスタンスは下位オブジェク

トクラスの幾つかのインスタンスと関連する。例えば、一つのＰＨＳサービス提供者は幾つかのＰＨＳ加

入者と関係する。この全ての関係は一対ｎの関係を持つ。

　“上位”と“下位”の用語の使用は、いかなるクラス関係を意味しない。それは、上位クラスのインス

タンスが存在しない場合、下位クラスのインスタンスは意味がないことのみ示す。

3.2.2.2　名前の形成

　各オブジェクトクラスには、その名前の形成がそのオブジェクトクラスの名前の中に含まれる属性を定

義する。この属性はそのオブジェクトクラスのインスタンスを識別する。名前属性はそのオブジェクトク

ラスのインスタンスをユニークに識別するために選択される。名前属性はオブジェクトクラスの必須属性

である。

countryNameForm NAME-FORM::={

NAMES country

WITH ATTRIBUTES {countryName}

ID {id-nf-countryNameForm}}

phsServiceProviderNameForm NAME-FORM::={

NAMES phsServiceProvider

WITH ATTRIBUTES {phsServiceProviderId}

ID {ttc-nameForm 1}}

phsSubscriberNameForm NAME-FORM::={

NAMES phsSubscriber

WITH ATTRIBUTES {phsNumber}

ID {ttc-nameForm 2}}

ＰＨＳサービス提供者（PHS service provider）オブジェクトクラス内のインスタンスはＰＨＳサービス提

供者識別（PHS service provider ID）属性値によりユニークに識別される。また、ＰＨＳ加入者（PHS

subscriber）オブジェクトクラス内のインスタンスはＰＨＳ番号（PHS number）属性値により識別される。
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3.2.2.3　構造規則

　データベースにおいて、一つのデータ項目はそれが属するオブジェクトの名前のところに位置付けられ

る。そのオブジェクトの名前は名前形成において、それより上位のオブジェクトの名前の連結である。こ

れは、一つの階層構造がそのオブジェクト名前を作るためにオブジェクト間に存在することを意味する。

その構造規則は、名前コンテキストにおいて、オブジェクト間の関係を提供する。

sr1 STRUCTURE-RULE::={

NAME FORM countryNameForm

ID 1}

sr2 STRUCTURE-RULE::={

NAME FORM phsServiceProviderNameForm

SUPERIOR RULES {sr1}

ID 2}

sr3 STRUCTURE-RULE::={

NAME FORM phsSubscriberNameForm

SUPERIOR RULES {sr2}

ID 3}

　オブジェクトクラス間の関係は図 3.1－３－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａの線によって示される。図 3.1－

３－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａにディレクトリ情報木（ＤＩＴ：Directory Information Tree）構成を示す。

図 3.1－３－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　ＰＨＳのためのＤＩＴ構成

　与えられたオブジェクトをアクセスするために、一つの名前を構成するためには、図に定義されたパス

を追いかける必要がある。

root

country

sr1

phsServiceProviber

sr2

phsSubscriber

sr3
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3.3　ＰＨＳローミングセキュリティモデル

3.3.1　基本アクセス制御

　ホーム網はＰＨＳサービス提供者識別（PHS service provider ID）属性値が自分自身を示すエントリ以下

の部分木を管理する。

　ＰＨＳ加入者（PHS subscriber）オブジェクトクラスの属性はアクセス制御情報を ACIItem のセットとし

て表現される。各々のコンポーネントはＰＨＳサービス網とプロテクトされた情報に関して、アクセス権

を許可または拒否する。

　ACIItem の値には実際のアクセス制御情報が割り当てられる。

　アクセス制御情報には以下の事項を含まなければならない。

(1) 　ＰＨＳ加入者エントリ内の契約基本サービス（subscribed basic service）、許容契約基本サービス

（allowed subscribed basic service）属性は読み出し可能である。

(2) 　ＰＨＳ加入者エントリ内のルーチングアドレス（routing address）、ローミング活性状態（roaming

activation status）、在圏提供者識別（visited provider Id）属性が更新可能である。

ＰＨＳ加入者エントリ内のルーチングアドレス（routing address）属性が読み出し可能である。

その他の属性については読み出し、更新は許容しない。

　参考として、上記のアクセス制御情報の設定例を付録 II に示す。

４．ＰＨＳローミング手順

4.1　プロトコル提供条件

　本プロトコルはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８に記述されている内容を前提としている。ＳＣＦにおける

サービス論理とＩＮＡＰの関係についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８第３編、３章に記述されている。

また、ＴＣＡＰ上でのサービス提供についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８の第３編、２章に記述されて

いる。

4.2　基本手順

4.2.1　識別・認証手順

4.2.1.1　概　要

　識別・認証手順は在圏網にアクセスしたＰＨＳ端末の識別・認証を必要とする場合に実行される。ＰＨ

Ｓ端末が在圏網に以下のＰＨＳローミングサービスへのアクセスを要求する場合に本手順は必ず行われる。

(1) 　位置登録を要求するとき

(2) 　発信を要求するとき

(3) 　着信応答をしたとき

　在圏網は、ＰＨＳ番号からＰＨＳ端末を識別し、認証情報によりＰＨＳ端末の正当性を検証する。識別・

認証手順が成功したときに、在圏網はＰＨＳローミングサービスをＰＨＳ端末に提供することができる。

ハンドオーバ要求時には認証手順を省略するかもしれない。
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4.2.1.2　詳細手順

　在圏網のＳＣＦはサービス論理から結合要求があると、「空き」状態から「後続要求待ち」状態に遷移

する。その後、ＳＣＦはディレクトリ結合（DirectoryBind）オペレーションをホーム網のＳＤＦへ形式化し、

転送することによって結合を要求する。この時、ＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ手順

で用いられる探索（Search）オペレーションをＴＣＡＰ上で連結して送出してもよい。ディレクトリ結合

（DirectoryBind）オペレーション転送後、ＳＣＦは「後続要求待ち」状態から「ＳＤＦ応答待ち」状態へ移

る。このとき、ディレクトリ結合（DirectoryBind）オペレーションにはＰＨＳ端末を認証するために必要な

情報が含まれている。ディレクトリ結合（DirectoryBind）オペレーションを受信したＳＤＦは「空き」状態

から「結合処理中」状態に遷移する。認証情報が正当であるときにはホーム網のＳＤＦは結合完了を示す

ためにディレクトリ結合結果（DirectoryBindResult）を形式化し、転送する。ディレクトリ結合結果

（DirectoryBindResult）には認証情報が含まれているかもしれない。このとき、ＳＤＦは「ＳＣＦと結合中」

状態に遷移する。

　ＳＣＦがディレクトリ結合結果（DirectoryBindResult）を受けたとき、ＳＣＦは「ＳＤＦと結合中」状態

に遷移する。

　また、認証情報が不当である等で結合できない場合には、ＳＤＦはディレクトリ結合エラー

（DirectoryBindError）を形式化し、ＳＣＦに転送する。このときＳＤＦは「空き」状態に遷移し、ＳＣＦ

と結合しない。この場合、ディレクトリ結合（DirectoryBind）オペレーションと探索（Search）オペレーショ

ンが連結されていても、ＳＤＦでは探索（Search）オペレーションは実行されない。

　ディレクトリ結合エラー（DirectoryBindError）はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８、第３編、３．３．１．

３．２を参照のこと。

　ディレクトリ結合エラー（DirectoryBindError）を受けたＳＣＦはＳＤＦとは結合せず、「ＳＤＦ応答待

ち」状態から「空き」状態へ遷移する。

　参考として上記認証手順の一例を付録Ｉに示す。

4.2.2　ＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ

4.2.2.1　概　要

　ＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ手順は、認証手順成功後、または、認証手順と同時

にローミングサービスの要求をしたＰＨＳ端末へのサービス提供条件をホーム網から取得するために用い

られる。

4.2.2.2　詳細手順

　認証手順によりＳＤＦとの結合がなされているとき、または、認証手順と同時に（つまりＴＣＡＰにて

ディレクトリ結合（DirectoryBind）オペレーションと連結して）ＳＣＦは探索（Search）オペレーションを

形式化しＳＤＦに転送することによってＰＨＳローミングサービスプロファイルを問い合わせることがで

きる。このときＰＨＳローミングサービスプロファイルは探索（Search）オペレーション内の基底オブジェ

クト（baseObject）パラメータにはＰＨＳ番号のエントリの識別名を、選択（selection）パラメータには契

約基本サービス（subscribed basic service）、許容契約基本サービス（allowed subscribed basic service）属性

を設定し、拡張フィルタ（extendedFilter）パラメータにはＳＣＦ（在圏網）のローミング提供者識別（roaming

provider ID）属性値を設定することにより、読みだすことができる。探索（Search）オペレーション転送後、

ＳＣＦの状態は、認証手順と同時に行う場合、「後続要求待ち」状態から「ＳＤＦ応答待ち」状態に遷移

し、「ＳＤＦと結合中」状態時に探索（Search）オペレーションを送信した場合には、「ＳＤＦと結合中」

状態のままである。
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　以下にホーム網のＰＨＳサービス提供者識別（PHS service provider ID）属性値を Provider1、在圏網のロー

ミング提供者識別（roaming provider ID）属性値を Provider2、対象ＰＨＳ番号を PSN1 としたときの探索

（Search）オペレーション内のパラメータ設定例を示す。「Ａ＝Ｂ」はオブジェクトクラスＡの名前がＢで

あることを示す。

［例］

baseObject {country=JP,phsServiceProvider=Provider1,phsSubscriber=PSN1}

extendedFilter item:equality:{

type: roamingProviderId.&id

assertion: Provider2}

selection attributes:select:{subscribedBasicService,

allowedSubscribedBasicService}

　ＳＤＦは参照可能である場合、ＳＤＦは要求されたエントリ内の契約基本サービス（subscribed basic

service）、許容契約基本サービス（allowed subscribed basic service）属性を含めて探索結果（SearchResult）

を形式化しＳＣＦへ転送する。

　また、ＳＤＦは要求された属性がＳＤＦにて許容されていなかったり、または存在しない場合等、サー

ビスが提供不可能な場合には以下の４つのエラーメッセージの１つを形式化し、ＳＣＦに転送する。

属性エラー（AttributeError）

ネームエラー（NameError）

サービスエラー（ServiceError）

セキュリティエラー（SecurityError）

　上記のエラーメッセージについてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８、第３編、３．２及び３．３．３．３．

２を参照のこと。

　エラーメッセージを受けたＳＣＦは結合解放手順を実行する。

　認証手順と同時にＰＨＳローミングプロファイル問い合わせ手順を行った場合、認証手順が失敗時には

ＳＤＦではＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ手順は行われない。

4.2.3　結合解放手順

4.2.3.1　概　要

　本手順は、ＳＣＦとＳＤＦが結合されているとき、ＳＣＦが結合の解放要求するときに用いられる。

4.2.3.2　詳細手順

　ＳＣＦが「ＳＤＦと結合中」状態時に、ディレクトリ結合解放（DirectoryUnbind）オペレーションを形式

化し、ＳＤＦへ転送する。このとき、ＳＣＦはＳＤＦとの結合を解放し、「空き」状態に遷移する。

　ディレクトリ結合解放（DirectoryUnbind）オペレーションを受信したＳＤＦはＳＣＦとの結合を解放し、

「空き」状態に遷移する。

4.3　モビリティ手順

　モビリティ手順はＰＨＳ端末の移動性に関わるＰＨＳローミングの手順であり、ＰＨＳ端末の着信を保

証することを目的としている。モビリティ手順は実際に発着信を行う行為は含んでいない。
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4.3.1　網間位置登録

4.3.1.1　概　要

　網間位置登録はローミング中のＰＨＳ端末への着信を可能とするため、在圏網がそのＰＨＳ端末の在圏

網内での位置を示す情報をホーム網のＳＤＦに登録する。また、本手順は在圏網にてＰＨＳ端末が位置登

録要求を行われたときのみに起動される。

　在圏網からの網間位置登録は以前の位置情報に上書きされる。

　識別・認証手順、ＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ手順はともに本手順の前に成功し、

ＳＤＦから得られた契約基本サービス（subscribed basic service）、許容契約基本サービス（allowed subscribed

basic service）属性値はサービス提供可能を示していなければならない。

4.3.1.2　詳細手順

　認証手順によりＳＤＦとの結合がなされて、かつＰＨＳローミングサービスプロファイル手順で取得し

たサービス条件から在圏網への着信を在圏網が許容する場合、ＳＣＦはエントリ更新（ModifyEntry）オペ

レーションを形式化しＳＤＦに転送することによって位置情報を更新する。このとき要求するＰＨＳ番号

のエントリ内の在圏提供者識別（visited provider ID）属性とルーチングアドレス（routing address）属性、そ

してローミング活性状態（roaming activation status）属性（属性値=ＴＲＵＥ）を更新する。

　在圏網への着信を在圏網が許可しない場合には結合解放手順をＳＣＦは行う。

　以下にホーム網のＰＨＳサービス提供者識別（PHS service provider ID）属性値を Provider1、在圏網のＰ

ＨＳサービス提供者識別（PHS service provider ID）属性値を Provider2、対象ＰＨＳ番号を PSN1 としたとき

のエントリ更新（ModifyEntry）オペレーション内のパラメータ設定例を示す。「Ａ＝Ｂ」はオブジェクト

クラスＡの名前がＢであることを示す。

［例］

object {country=JP,phsServiceProvider=Provider1,phsSubscriber=PSN1}

changes {

removeAttribute: visitedProviderId.&id,

removeAttribute: routingAddress.&id,

removeAttribute: roamingAactivationStatus.&id,

addAttribute: visitedProviderId,

addAttribute: routingAddress,

addAttribute: roamingActivationStatus}

　ＳＤＦはエントリ更新（ModifyEntry）オペレーションを受信後、更新を完了した場合、ＳＤＦは要求さ

れエントリ更新結果（ModifyEntryResult ）を形式化しＳＣＦへ転送する。エントリ更新結果

（ModifyEntryResult）にはパラメータはない。
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　また、ＳＤＦは更新要求をうけたデータがＳＤＦにて更新を許容されていなかったり、または存在しな

い場合等、オペレーションが提供不可能な場合には以下の５つのエラーメッセージの中の１つを形式化し、

ＳＣＦに転送する。

属性エラー（AttributeError）

ネームエラー（NameError）

サービスエラー（ServiceError）

セキュリティエラー（SecurityError）

更新エラー（UpdateError）

　上記のエラーメッセージについてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８、第３編、３．２及び３．３．４．３．

２を参照のこと。

　エントリ更新（ModifyEntry）オペレーションの終了後は、オペレーションの成否に関わらず、ＳＣＦは

結合解放手順を開始する。

4.4　呼制御手順

　ＰＨＳローミングの呼制御手順は在圏網にてＰＨＳ端末の発着信、ハンドオーバを行う際に行われる網

間の手順である。

また、発着信時の網間の回線制御信号としてＩＳＵＰ信号が使用される。

4.4.1　発　呼

　本小節では、在圏網にてＰＨＳ端末から発呼要求なされた場合の網間における手順を記述している。

4.4.1.1　概　要

　ＰＨＳ端末からの発呼要求時には、基本手順の 3 つのみが網間にて行われる。

4.4.1.2　詳細手順

　ＰＨＳ端末からの発呼要求時には以下の手順が順に網間にて行われる。

識別・認証手順

ＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ手順

結合解放手順

　識別・認証手順が失敗時には、その後の手順は行われない。

　ＳＣＦは結合解放手順をＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ手順の成否、また、発信許

容、非許容等の契約基本サービス（subscribed basic service）、許容契約基本サービス（allowed subscribed basic

service）属性値に関わらず起動する。

4.4.2　着　呼

　本小節では、網間位置登録されたＰＨＳ端末への着信時の網間における手順を記述している。
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4.4.2.1　概　要

　ローミング中のＰＨＳ端末の着信は、必ず、ホーム網を経由して、在圏網に接続される。このとき、ホー

ム網から在圏網接続時にはＩＳＵＰ信号に位置情報の全部、または一部を含んでいなければならない。こ

れはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ７６２、ＪＴ－Ｑ７６３によって定められている着番号パラメータ、ＰＨＳ端末

識別番号パラメータにそれぞれマッピングされる。つまり、着番号パラメータにはルーチングアドレス

（routing address）属性値を、また、ＰＨＳ端末識別番号パラメータにはＰＨＳ番号をマッピングする。

　在圏網へＩＳＵＰ信号にて網間接続されたとき、在圏網内のルーチング情報が不明な場合には、4.4.2.3

小小節以降に示されている位置情報読出手順が網間にて行われるかもしれない。

　その後、ＰＨＳ端末から在圏網にて着呼応答がなされた場合、発呼要求時と同様に基本手順の３つのみ

が網間にて行われる。

4.4.2.2　詳細手順

　ローミング中のＰＨＳ端末への着信には以下の手順が順に網間にて行われる。

位置情報読出手順

識別・認証手順

ＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ手順

結合解放手順

位置情報読出手順は在圏網にＩＳＵＰ信号にて接続された際、ルーチング情報が不明な場合、実行される

かもしれない。

識別・認証手順はＰＨＳ端末から着呼応答がなされた場合に行われる。

識別・認証手順が失敗時には、その後の手順は行われない。

　ＳＣＦは結合解放手順をＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ手順の成否、また、着信許

容、非許容等の契約基本サービス（subscribed basic service）、許容契約基本サービス（allowed subscribed basic

service）属性値に関わらず起動する。

4.4.2.3　位置情報読出

4.4.2.3.1　概　要

　在圏網へＩＳＵＰ信号にて網間接続時に在圏網内のルーチング情報が不明な場合は網間にて位置情報読

出手順が行われるかもしれない。本手順はディレクトリ結合（DirectoryBind）、探索（Search）、ディレク

トリ結合解放（DirectoryUnbind）オペレーションによって構成される。

4.4.2.3.2　詳細手順

　ＳＣＦは資格証明パラメータを省略したディレクトリ結合（DirectoryBind）オペレーションを形式化しＳ

ＤＦに転送することによってＳＤＦとの結合を要求する。ディレクトリ結合（DirectoryBind）オペレーショ

ン転送後、ＳＣＦは「後続要求待ち」状態から「ＳＤＦ応答待ち」状態に遷移する。このとき、ディレク

トリ結合（DirectoryBind）オペレーションを受信したＳＤＦは「空き」状態から「結合処理中」状態に遷移

する。ＳＤＦは結合完了を示すためにディレクトリ結合結果（DirectoryBindResult）を形式化し、転送する。

このときＳＤＦは「ＳＣＦと結合中」状態に遷移する。ＳＣＦがディレクトリ結合結果

（DirectoryBindResult）を受けたとき、ＳＣＦは「ＳＤＦと結合中」状態に遷移する。
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　また、ＳＣＦと結合できない場合には、ＳＤＦはディレクトリ結合エラー（DirectoryBindError）を形式

化し、ＳＣＦに転送する。このとき「空き」状態に遷移し、ＳＣＦと結合しない。ディレクトリ結合エラー

（DirectoryBindError）はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８、第３編、３．３．１．３．２を参照のこと。

　ディレクトリ結合エラー（DirectoryBindError）を受けたＳＣＦはＳＤＦとは結合せず、「ＳＤＦ応答待

ち」状態から「空き」状態へ遷移する。この場合、以下に述べる手順は行わない。

　ＳＤＦと結合されたＳＣＦは探索（Search）オペレーションを形式化しＳＤＦに転送することによって、

ＰＨＳ端末の位置情報の読み出しを開始する。また、ＳＤＦとの結合時にディレクトリ結合（DirectoryBind）

と探索（Search）オペレーションをＴＣＡＰ上で連結して送出してもよい。この場合、ディレクトリ結合

（DirectoryBind）が失敗時には探索（Search）オペレーションはＳＤＦにて行われない。要求する位置情報

はＰＨＳ番号のエントリ内のルーチングアドレス（routing address）属性値である。

　以下にホーム網のＰＨＳサービス提供者識別（PHS service provider ID）属性値を Provider1、在圏網のＰ

ＨＳサービス提供者識別（PHS service provider ID）属性値を Provider2、対象ＰＨＳ番号を PSN1 としたとき

の探索（Search）オペレーション内のパラメータ設定例を示す。「Ａ＝Ｂ」はオブジェクトクラスＡの名前

がＢであることを示す。

［例］

baseObject {country=JP,phsServiceProvider=Provider1,phsSubscriber=PSN1}

extendedFilter item:equality:{

type: visitedProviderId.&id

assertion: Provider2}

selection attributes:select:{routingAddress}

　ＳＤＦは要求された位置情報が参照可能である場合、ＳＤＦは要求されたＰＨＳ端末の位置情報を含め

て探索結果（SearchResult）を形式化しＳＣＦへ転送する。

　また、ＳＤＦは要求された属性がＳＤＦにて許容されていなかったり、または存在しない場合等、サー

ビスが提供不可能な場合には以下の４つのエラーメッセージの 1 つを形式化し、ＳＣＦに転送する。

属性エラー（AttributeError）

ネームエラー（NameError）

サービスエラー（ServiceError）

セキュリティエラー（SecurityError）

　上記のエラーメッセージについてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８、第３編、３．２及び３．３．３．３．

２を参照のこと。

　ＳＤＦから応答を受けたＳＣＦは、結合解放手順を実行する。結合中に、新たなＰＨＳ番号に対する位

置情報の読み出し要求がある場合、そのＰＨＳ番号に対する位置情報を読み出すための探索（Search）オペ

レーションを実行してもよい。

4.4.3　ハンドオーバ

　本小節では、ローミング中のＰＨＳ端末からハンドオーバ要求時の網間における手順を記述している。

ただし、本手順は強制的なものではなく、必要ならば用いられることを前提としている。
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4.4.3.1　概　要

　ＰＨＳ端末からのハンドオーバ要求時には、基本手順の識別・認証手順、結合解放手順が網間にて行わ

れる。

4.4.3.2　詳細手順

ＰＨＳ端末からのハンドオーバ要求時には以下の手順が順に網間にて行われる。

識別・認証手順

結合解放手順

識別・認証手順が失敗時には、その後の手順は行われない。

５．信号シーケンス

　本章では、ＳＣＦ－ＳＤＦ間における信号シーケンスを手順別に以下のように示す。

図 3.1－５－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　基本手順

（識別・認証手順、ＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ手順）

図 3.1－５－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　基本手順（結合解放手順）

図 3.1－５－３／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　網間位置登録手順

図 3.1－５－４／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　発呼・着呼手順（位置情報読出手順除く）

図 3.1－５－５／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　着呼手順（位置情報読出手順）

図 3.1－５－６／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　ハンドオーバ手順

図 3.1－５－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ～図 3.1－５－６／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａにおける信号の記法は、

以下の通りである。

＜Ｘ．５００　オペレーション名＞

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．５１１にて記述されているオペレーションのアーギュメント

（ＡＲＧＵＭＥＮＴ）部分に対応。

＜Ｘ．５００　オペレーション名＞Ｒｅｓｕｌｔ

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．５１１にて記述されているオペレーションの結果応答（ＲＥＳＵＬＴ）部分に

対応。

＜Ｘ．５００　オペレーション名＞Ｅｒｒｏｒ

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．５１１にて記述されているオペレーションのエラー（ＥＲＲＯＲ（Ｓ））部分

に対応。

＜Ｘ．５００　オペレーション名＞Ｒｅｓｕｌｔ／Ｅｒｒｏｒ

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．５１１にて記述されているオペレーションの結果応答（ＲＥＳＵＬＴ）、もし

くはエラー（ＥＲＲＯＲ（Ｓ））部分に対応。
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（注１）「空き」から「後続要求待ち」状態への状態遷移はＪＴ－Ｑ１２１８参照

（注２）資格証明ﾊﾟﾗﾒｰﾀは必須

（注３）ＴＣＡＰ上で DirectoryBind に Search を連結させてもよい

（注４）ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定例は第 3 編 4.2.2.2 に示されている

（注５）(注３)にて Search が連結された場合、DirectryBindResult と TCAP 上で連結される

（注６）連結されたｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝまたは結果応答受信時の状態遷移はＪＴ－Ｑ１２１８参照

（注７）(注３)にて連結された場合、省略される

（注８）(注７)にて Search が送出された場合、送出される

（注９）SearchError 時には結合解放手順が起動される

(PHS ﾛｰﾐﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ問い合わせ手順失敗時参照)
図３．１－５－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　基本手順

（識別・認証、PHS ﾛｰﾐﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ問い合わせ手順）

空き

後続要求待ち

ＳＤＦ応答待ち

ＳＤＦ応答待ち

ＳＣＦ

ＳＤＦと結合中
（注６）

ＳＤＦと結合中

ＳＤＦと結合中

空き

ＳＤＦと結合中

ＳＤＦと結合中

空き

（注 1）

DirectoryBind（注２）

識別・認証手順失敗時

ＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ手順失敗時

DirectoryBindError

Search（注３､４）

DirectoryBindResult

SearchResult/Error（注５､９）

SearchResult（注８）

Search（注４､７）

SearchError（注８）

空き

結合処理中
（注６）

結合処理中

ＳＤＦ

ＳＣＦと結合中

ＳＣＦと結合中

ＳＣＦと結合中

空き

ＳＣＦと結合中

ＳＣＦと結合中

空き

結合解放手順
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図３．１－５－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　基本手順（結合解放手順）

(注 1)ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定例は第３編 4.3.1.2 に示されている

図３．１－５－３／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　網間位置登録手順

ＳＣＦ

ＳＤＦと結合中

DirectoryUnbind

ＳＣＦと結合中

空き

ＳＤＦ

空き

ＳＤＦと結合中

識別・認証手順

PHS ﾛｰﾐﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ問い合わせ手順

結合解放手順

ＳＤＦと結合中

ＳＤＦと結合中

空き

ModifyEntry（注 1）

ModifyEntryResult/Error

空き

ＳＣＦと結合中

ＳＣＦと結合中

空き

ＳＣＦと結合中

空き

ＳＣＦ ＳＤＦ
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図３．１－５－４／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　発呼・着呼（位置情報読出手順除く）手順

識別・認証手順

PHS ﾛｰﾐﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ問い合わせ手順

結合解放手順

ＳＤＦと結合中

空き

空き

ＳＣＦと結合中

空き

空き

ＳＣＦ ＳＤＦ
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（注１）「空き」から「後続要求待ち」状態への状態遷移はＪＴ－Ｑ１２１８参照

（注２）資格証明ﾊﾟﾗﾒｰﾀは不要

（注３）ＴＣＡＰ上で DirectoryBind に Search を連結させてもよい

（注４）ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定例は第 3 編 4.4.2.3.2 に示されている

（注５）(注３)にて Search が連結された場合、DirectoryBindResult と TCAP 上で連結される

（注６）連結されたｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝまたは結果応答受信時の状態遷移はＪＴ－Ｑ１２１８参照

（注７）(注３)にて連結された場合、省略される

（注８）(注７)にて Search が送出された場合、送出される

（注９）他のＰＨＳ端末の位置情報読み出し要求がある場合、送出されることもある

（注 10）(注９)にて Search が送出された場合、送出される

図３．１－５－５／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　着呼手順（位置情報読出手順）

ＳＤＦと結合中

空き

後続要求待ち

ＳＤＦ応答待ち

ＳＣＦ

ＳＤＦと結合中
（注６）

ＳＤＦと結合中

（注 1）

DirectoryBind（注２）

Search（注３､４）

DirectoryBindResult

SearchResult/Error（注５）

SearchResult/Error（注 10）

SearchResult/Error（注８）

Search（注４､７）

空き

結合処理中
（注６）

ＳＤＦ

ＳＣＦと結合中

ＳＣＦと結合中

ＳＣＦと結合中

ＳＤＦと結合中

空き

Search（注４､９）

ＳＣＦと結合中

ＳＤＦと結合中 ＳＣＦと結合中

空き

結合解放手順
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（注１）「空き」から「後続要求待ち」状態への状態遷移はＪＴ－Ｑ１２１８参照

（注２）資格証明ﾊﾟﾗﾒｰﾀは必須

図３．１－５－６／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　ハンドオーバ手順

結合解放手順

空き

後続要求待ち

ＳＤＦ応答待ち

ＳＤＦ応答待ち

ＳＣＦ

ＳＤＦと結合中

空き

（注 1）

DirectoryBind（注２）

DirectoryBindError

DirectoryBindResult

空き

結合処理中

結合処理中

ＳＤＦ

ＳＣＦと結合中

空き

空き 空き

識別・認証手順失敗時
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第３．２編　ＰＨＳローミング能力セット２の PHS 網間プロトコル

１．ＰＨＳ網間プロトコル標準化の範囲

　本編は、PHS ローミング能力セット２のサービス定義と情報フローを前提に PHS ローミングに必要とさ

れる網間プロトコルを記述する。

２．物理プレーンアーキテクチャ

　本編の前提とする物理プレーンアーキテクチャは，TTC 標準 JT-Q1218 第２版をベースとする。

３．情報モデル

3.1　概　要

　PHS ローミング能力セット２は SDF に種々のデータを保有する。PHS ローミング能力セット２のための

データは以下で示すデータモデルに含まれる。モデル化の目的は、第一に PHS ローミング能力セット２を

サポートするために必要な全てのデータを網羅的にリストアップすること、第二にデータベースオペレー

ションのパラメータの利用の準備のためにできる限り一般性をもってこれらのデータを提供することであ

る。

　データモデルにおける情報量に応じて、そのモデルは構造化する必要がある。その情報や関連する構成

は PHS 情報ベースを作る。

3.2　ＰＨＳローミング情報ベース

3.2.1　情報ベース

　情報モデルは、オブジェクトクラスにおいて構造化される。個々のオブジェクトクラスは電気通信のオ

ブジェクト（サービス提供者、加入者等）の一般的なシンボルである。オブジェクトはそれを内包するオ

ブジェクトクラスのインスタンスである。各オブジェクトクラスは属性によって特徴付けられる。その属

性はそのサービスを実行するために必要なデータを保有する。

　幾つかのオブジェクトクラスは、それらの属性と同様に識別される。全てのオブジェクトクラスはトッ

プのサブクラスである。トップは他のクラス全てをサブクラスとする抽象クラスである。

　トップから３タイプのオブジェクトクラスが存在する。

国（country）

PHS ISPT サービス提供者（PHS ISPT service provider）

PHS ISPT 加入者プロファイル（PHS ISPT subscriber profile）
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3.2.1.1　国（country）

　本オブジェクトクラスは TTC 標準 JT-X520 にて定義されている。

country OBJECT-CLASS::={

SUBCLASS OF top

MUST CONTAIN {countryName}

MAY CONTAIN {description|

searchGuide}

ID {id-oc-country}}

　上記の定義で示した属性の意味を以下に示す。

　国名(countryName)属性は国を指定する。この属性型はディレクトリ名の要素として用いるとき、相対識

別名は「country=JP」等と表記される。

3.2.1.2　ＰＨＳ ＩＳＰＴサービス提供者（PHS ISPT service provider）

　本オブジェクトクラスは、ISPT により実現される PHS ローミングサービス提供者の１つを定義する。そ

の定義は以下のものを含む。

(1)　サービス提供者を識別すること。

　次のような ASN.1 記述が PHS ISPT サービス提供者を定義するために用いられる。

phsISPTServiceProvider OBJECT-CLASS::={

SUBCLASS OF top

MUST CONTAIN {phsISPTServiceProviderId}

ID {ttc-objectClass 4}}

phsISPTServiceProviderId ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX NumericString(SIZE(1..ub-phsProviderId))

EQUALITY MATCHING RULE numericStringMatch

SUBSTRINGS MATCHING RULE numericStringSubstringsMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 21}}

　上記の定義で示した属性の意味を以下に示す。

　PHS ISPT サービス提供者識別（phsISPTServiceProviderId）属性は PHS ISPT サービス提供者を識別する。

PHS ISPT サービス提供者識別はディジットにより構成される。ディジットは番号計画の一部かもしれない。

全ての場合において、PHS 番号から PHS ISPT サービス提供者識別（PHS ISPT service provide  Id）値を得

ることが可能である。



- 61 - ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ

3.2.1.3　ＰＨＳ ＩＳＰＴ加入者プロファイル（PHS ISPT subscriber profile）

　このオブジェクトクラスは PHS ISPT 加入者プロファイルを定義している。その定義には以下のことを含

んでいる。

(1) 　PHS 番号を識別すること。

(2) 　サービス提供条件を与えること。

(3) 　着信時のルーチング先を与えること

(4) 　アクセス中のネットワークを示す情報を与えること

(5) 　端末認証に必要な情報を与えること

　次のような ASN.1 記述が PHS ISPT 加入者プロファイルを定義するために用いられる。

phsISPTSubscriberProfile OBJECT-CLASS::={

SUBCLASS OF top

MUST CONTAIN { phsNumber|

providedRoamingService|

phsRoamingNumber|

accessingNetworkId|

routingType|

locationRegistrationAuthenticationInformation|

callSetupAuthenticationInformation}

ID { ttc-objectClass 5}}

phsNumber ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTET STRING

EQUALITY MATCHING RULE octetStringMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 14}}

providedRoamingService ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTET STRING

EQUALITY MATCHING RULE octetStringMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 22}}

phsRoamingNumber ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTET STRING

EQUALITY MATCHING RULE octetStringMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 23}}

accessingNetworkId ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX NumericString(SIZE(1..ub-accessingNetworkId))
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EQUALITY MATCHING RULE numericStringMatch

SUBSTRINGS MATCHING RULE numericStringSubstringsMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 24}}

routingType ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX ENUMERATED

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 25}}

locationRegistrationAuthenticationInformation ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTET STRING

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 26}}

callSetupAuthenticationInformation ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTET STRING

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 27}}

　上記の定義で示した属性の意味を以下に示す。

　PHS 番号（phsNumber）属性は PHS 番号を識別する。本属性のタイプは Octet String で、具体的には JT-

Q763 の着番号情報要素と同一形態の情報を設定する。

　提供ローミングサービス（providedRoamingService）属性は各在圏網において提供可能なサービスを示し

ている。

　PHS ローミング番号（phsRoamingNumber）属性は PHS ローミング番号を示す。本属性のタイプは Octet

String で、具体的には JT-Q763 の着番号情報要素と同一形態の情報を設定する。

　アクセス中ネットワーク識別（accessingNetworkId）属性は現在初回位置登録を行っているネットワーク

を識別する情報と、その状態を示す。本属性のタイプは NumericString で、アクセス中状態と PHS サービス

提供者を識別する情報を含む。アクセス中状態として、本標準では「空き」「位置登録中」「位置登録失

敗」の三種類が規定される。

　ルーティングタイプ（routingType）属性は在圏網におけるローミング番号の利用法を識別する。この属

性により、PHS ローミング番号が在圏網を識別するために用いられるか、PHS 端末を識別するために用い

られるかが識別可能となる。PHS 端末を識別する場合は、更に PHS ローミング番号の有効期間の識別も行

う。

　位置登録用認証情報（locationRegistrationAuthenticationInformation）属性は、在圏網での位置登録時に PHS

端末の認証に用いる情報である。複数回の位置登録に用いることができる。

　発着信用認証情報（callSetupAuthenticationInformation）属性は、在圏網での発着信時に PHS 端末の認証に

用いる情報である。複数回の発着信、およびハンドオーバに用いることができる。
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3.2.2　ＰＨＳローミング情報モデル

3.2.2.1　オブジェクトクラス間の関係

　図 3.2-2-1／JT-Q1218-a は PHS ローミングサービスデータモデルを定義するために用いるDITモデルを示

す。オブジェクトクラス間の線は二つのオブジェクトクラス間に関係が存在すること（存在関係）を示す。

存在関係は、一つのオブジェクトクラスが単独で存在しないことを表わす。それは、オブジェクトクラス

がある意味を持つためには図において上位に向かうことを必要とする。例えば、PHS ISPT 加入者プロファ

イルオブジェクトクラスは単独のオブジェクトクラスではなく、それは、PHS ISPT サービス提供者オブジェ

クトクラスに従属する。

　一つの存在関係は、一対一の関係ではない。上位オブジェクトクラスのインスタンスは下位オブジェク

トクラスの幾つかのインスタンスと関連する。例えば、一つの PHS ISPT サービス提供者は幾つかの PHS

ISPT 加入者プロファイルと関係する。この全ての関係は一対ｎの関係を持つ。

“上位”と“下位”の用語の使用は、いかなるクラス関係を意味しない。それは、上位クラスのインス

タンスが存在しない場合、下位クラスのインスタンスは意味がないことのみ示す。

図 3.3-2-1／JT-Q1218-a　PHS のための DIT 構成

root

country

sr1

phsISPTServiceProvider

sr2

phsISPTSubscriberProfile

sr3
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3.2.2.2　名前形成

　各オブジェクトクラスには、その名前形成がそのオブジェクトクラスの名前の中に含まれる属性を定義

する。名前属性はそのオブジェクトクラスのインスタンスをユニークに識別するために利用される。名前

属性はオブジェクトクラスの必須属性である。

countryNameForm NAME-FORM::={

NAMES country

WITH ATTRIBUTES {countryName}

ID {id-nf-countryNameForm}}

phsISPTServiceProviderNameForm NAME-FORM::={

NAMES phsISPTServiceProvider

WITH ATTRIBUTES {phsISPTServiceProviderId}

ID {ttc-nameForm 3}}

phsISPTSubscriberProfileNameForm NAME-FORM::={

NAMES phsISPTSubscriberProfile

WITH ATTRIBUTES {phsNumber}

ID {ttc-nameForm 4}}

　PHS ISPT サービス提供者（phsISPTServiceProvider）オブジェクトクラス内のインスタンスは PHS ISPT

サービス提供者識別（phsISPTServiceProviderId）属性値によりユニークに識別される。PHS ISPT 加入者プ

ロファイル（phsISPTSubscriberProfile）オブジェクトクラス内のインスタンスは PHS 番号（phsNumber）属

性値により識別される。
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3.2.2.3　構造規則

　データベースにおいて、一つのデータ項目はそれが属するオブジェクトの名前により格納位置が特定さ

れる。そのオブジェクトの名前は名前形成において、それより上位のオブジェクトの名前と連結される。

これは、一つの階層構造がそのオブジェクト名前を作るためにオブジェクト間に存在することを意味する。

sr1 STRUCTURE-RULE::={

NAME FORM countryNameForm

ID 1}

sr2 STRUCTURE-RULE::={

NAME FORM phsISPTServiceProviderNameForm

SUPERIOR RULES {sr1}

ID 2}

sr3 STRUCTURE-RULE::={

NAME FORM phsISPTSubscriberProfileNameForm

SUPERIOR RULES {sr2}

ID 3}

　オブジェクトクラス間の関係は図 3.2-2-1／JT-Q1218-ａの線によって示される。図 3.2-2-1／JT-Q1218-ａ

にディレクトリ情報木（DIT：Directory Information Tree）構成を示す。

　目的とするオブジェクトをアクセスするためには、図に定義されたパスを追いかける必要がある。

3.3　アクセス制御

　PHS ISPT 加入者プロファイル（phsISPTSubscriberProfile）オブジェクトクラスの属性は、ACIItem のセッ

トとして表現されるアクセス制御情報により、アクセスの制御が行われる。各々のコンポーネントは PHS

サービス網とプロテクトされた情報に関して、アクセス権を許可または拒否する。

　ACIItem の値には実際のアクセス制御情報が割り当てられる。

　PHS ローミング能力セット２では以下のアクセス制御を規定する。

PHS ISPT 加入者プロファイルエントリ内のアクセス中ネットワーク識別子（accessingNetworkId）、PHS ロー

ミング番号（phsRoamingNumber）ルーティングタイプ（routingType）属性が網間で更新（Modify）可能で

ある。

　その他の属性については読み出し、更新は許容しない（付録Ｖ参照）。

3.4　合意に関するモデル

　PHS ISPT 加入者プロファイル（phsISPTSubscriberProfile）オブジェクトクラスの属性はシャドウ更新によ

り在圏網へのコピー及びホーム網からの削除が行われる。これにより操作が許容される属性は、シャドウ

の合意により決定される。PHS ローミング能力セット２においては、以下に示す２種類の合意が暗黙に確

立されている。

(1) 　合意の単位をローミングの可能性のある全てのユーザとしたもの

(2) 　合意の単位をローミングを行う PHS 番号個別としたもの
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４．ＰＨＳローミング手順

　本節では第１章、第２．２章で記述された PHS ローミング能力セット２における PHS ローミング手順を

記述する。ここでは以下に示す２つの手順について記述する。

－基本手順

－モビリティ手順

　PHS ローミング手順は以下の事項を前提条件としている。

(1) 　在圏網はユーザが新たに移動してきたことを検出する手段を持つ。

(2) 　在圏網は PHS 番号から該当 PHS 番号のホーム網を知ることができる。

(3)　ローミングを行う網同士はあらかじめお互いの DIT の構造を知っており、かつローミングの可能

性のある全ユーザに関してシャドウの合意があらかじめ成立している。

4.1　プロトコル提供条件

　本プロトコルは TTC 標準 JT-Q1218 に記述されている内容を前提としている。SCF におけるサービス論

理と INAP の関係については TTC 標準 JT-Q1218 第３編、３章に記述されている。また、TCAP 上でのサー

ビス提供については TTC 標準 JT-Q1218 の第３編、２章に記述されている。

4.1.1　ＳＤＦ－ＳＤＦ間インタフェースとＴＣサービスとの対応

　以下の記述における各オペレーションと TC サービスとの対応は次のように規定される。

(1) 　dSABind, dSAShadowBind, dSAUnbind, dSAShadowUnbind は、TC の対話部により実現される。ま

た 、 dSABind お よ び dSAShadowBind に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の 応 答 （ dSABindResult,

dSAShadowBindResult）ならびにエラー（dSABindError, dSAShadowBindError）も同様に TC の対話

部を用いて実現される。なお、各オペレーションで必要なパラメータは、「ユーザ情報(User

Information)」内に設定する。

(2) 　inChainedModifyEntry, inCoordinateShadowUpdate, inRequestShadowUpdate, inUpdateShadow は、TC

のコンポーネント部により実現される。また、それぞれの応答およびエラーは、コンポーネント

種別の結果応答(Return Result)およびエラー応答(Return Error)により実現される。

4.2　基本手順

4.2.1　初回位置登録時サービスプロファイル読み出し手順

4.2.1.1　概　要

　初回位置登録時サービスプロファイル読み出し手順は、PHS 端末の正当性、サービス提供条件を在圏網

がチェックするための、認証に関する情報を含む PHS サービスプロファイルを、PHS 端末の初回位置登録

時に在圏網がホーム網から読み出すために用いられる。初回位置登録時サービスプロファイル読み出し手

順は、以下に示す２つの動作により実現される。

(1) 　在圏網の SDF は SDF データマネージャからの要求に従いホーム網の SDF 中のアクセス中ネット

ワーク識別（accessingNetsorkId）属性を更新する。

(2) 　(1)を契機として、ホーム網の SDF から在圏網の SDF に対し、シャドウ提供側起動によるシャドウ

更新が実行され、在圏網の SDF にサービスプロファイルのコピーが生成される。
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4.2.1.2　詳細手順

(1) 　アクセス中ネットワーク識別（accessingNetworkId）属性の更新

　在圏網の SDF は、SDF データマネージャからエントリ更新要求を受けると、「空き」状態から「後

続要求待ち」状態に遷移する。その後在圏網の SDF は、DSA 結合（dSABind）オペレーションをホー

ム網の SDF へ送信することによって結合を要求し、「結合結果待ち」状態に遷移する。DSA 結合

（dSABind）オペレーションを受信したホーム網の SDF は、「空き」状態から「結合処理中」状態

に遷移する。結合が成功したときには、ホーム網の SDF は結合成功を示すために DSA 結合結果

（dSABindResult）を送信し「 SDF と結合中」状態に遷移する。DSA 結合結果を受信した在圏網の

SDF は「SDF と結合中」状態に遷移する。何らかの理由により結合が失敗した場合には、ホーム網

の SDF は DSA 結合エラー（dSABindError）を在圏網の SDF に送出する。このとき互いの SDF は「空

き」状態に遷移し、結合しない。この場合、その後の動作は実行されない。

　DSA 結合が成功した場合には、在圏網の SDF は連鎖エントリ更新（inChainedModifyEntry）オペレー

ションをホーム網の SDF に対して送出する。

　ホーム網の SDF は連鎖エントリ更新オペレーションを受信すると、アクセス中ネットワーク識別

（accessingNetworkId）属性のアクセス中状態を「位置登録中」に更新し、PHS ISPT サービス提供者

を示す部分を新在圏網を示す番号に変更する。更新を完了したホーム網の SDF 連鎖エントリ更新結

果（inChainedModifyEntryResult）を在圏網の SDF へ送出する。

　また、ホーム網の SDF は更新要求をうけたデータが SDF にて更新を許容されていなかったり、ま

たは存在しない場合等、オペレーションが提供不可能な場合には次に示す６つのエラーメッセージ

の１つを在圏網の SDF へ送出する。

属性エラー(Attribute Error)

ネームエラー(Name Error)

サービスエラー(Service Error)

IN-dsa リフェラルエラー(IN-dsa Refferal Error)

セキュリティエラー(Security Error)

更新エラー(Update Error)

　連鎖エントリ更新結果を受信した在圏網の SDF は、DSA 結合解放（dSAUnbind）オペレーション

をホーム網の SDF へ送出する。このとき在圏網の SDF はホーム網の SDF との結合を解放し、「空

き」状態に遷移する。 DSA 結合解放オペレーションを受信したホーム網の SDF は、在圏網の SDF

との結合を解放し、「空き」状態に遷移する。

尚、後続の手順において同一の認証されたアソシエーションを使用することが好ましい場合、

dSAUnbind の送出は不要である。

(2) 　PHS ローミングサービスプロファイルのコピーの実行

　ホーム網の SDF のデータマネージャは、アクセス中ネットワーク識別（accessingNetworkId）属性

の更新が成功すると、ホーム網の SDF から、在圏網の SDF へのシャドウ更新の実行を指示する。ホー

ム網の SDF は SDF データマネージャより指示を受けると「空き」状態から「後続要求待ち」状態に

遷移する。その後ホーム網の SDF は DSA シャドウ結合（dSAShadowBind）オペレーションを在圏

網の SDF へ送信し、「結合結果待ち」状態に遷移する。DSA シャドウ結合を受信した在圏網の SDF

は、「空き」状態から「結合結果待ち」状態に遷移する。結合が成功したときには、在圏網の SDF

は結合成功を示すために DSA シャドウ結合結果（dSAShadowBindResult）を送信し「 SDF と結合中」

状態に遷移する。DSA 結合結果を受信したホーム網の SDF は「SDF と結合中」状態に遷移する。何

らかの理由により結合が失敗した場合には、在圏網の SDF は DSA シャドウ結合エラー

（dSAShadowBindError）をホーム網の SDF に送出する。このとき互いの SDF は「空き」状態に遷移

し、結合しない。この場合、その後の動作は実行されない。
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　DSA シ ャ ド ウ 結 合 が 成 功 し た 場 合 に は 、 ホ ー ム 網 の SDF は シ ャ ド ウ 更 新 調 整

（inCoordinateShadowUpdate）オペレーションを在圏網の SDF に対して送出し、「調整結果待ち」状

態へ遷移する。シャドウ更新調整オペレーションは、シャドウ供給側が意図している更新の送信に

関連するシャドウの合意を指定するために用いる。更新調整オペレーションを受信した在圏網の

SDF は 「 調 整 結 果 待 ち 」 状 態 に 遷 移 し 、 ホ ー ム 網 の SDF に 対 し 更 新 調 整 結 果

（inCordinateShadowUpdateResult）を返送し「更新待ち」状態に遷移する。更新調整結果を受信した

ホーム網の SDF は「更新待ち」状態に遷移し、シャドウの提供が可能であるならばシャドウ更新

（inUpdateShadow）オペレーションを送出し、「更新確認待ち」状態に遷移する。シャドウ更新で

在圏網へ供給されるのは、 PHS 番号（ phsNumber ）属性、提供ローミングサービ ス

（providedRoamingService）属性、位置登録用認証情報（locationRegistrationAuthenticationInformation）

属性、発着信用認証情報（callSetupAuthenticationInformation）属性である。シャドウ更新オペレーショ

ンを受信した在圏網の SDF は「更新確認待ち」状態に遷移し、シャドウ更新オペレーションが正常

に完了した場合は、シャドウ更新結果（inUpdateShadouResult）をホーム網の SDF へ送出して「更新

待ち」状態へ遷移する。シャドウ更新結果を受信したホーム網の SDF は、DSA シャドウ結合解放

（dSAShadowUnbind）オペレーションを在圏網の SDF へ送出する。このときホーム網の SDF は在圏

網の SDF との結合を解放し、「空き」状態に遷移する。 DSA シャドウ結合解放オペレーションを

受信した在圏網の SDF は、ホーム網の SDF との結合を解放し、「空き」状態に遷移する。

4.2.2　追加読み出し

4.2.2.1　概　要

　追加読み出し手順は、PHS 端末の正当性を在圏網がチェックするための PHS ローミングサービスプロ

ファイルを、必要により在圏網がホーム網より追加で読み出すのに用いる。本手順を実現する際には、在

圏網の SDF とホーム網の SDF 間で該当する PHS 番号に関する合意が暗黙に成立していることが必要であ

る。在圏網の SDF からホーム網の SDF に対して、シャドウ消費側起動によるシャドウ更新を実行する。

4.2.2.2　詳細手順

　在圏網の SDF は SDF データマネージャより指示を受けると、「空き」状態から「後続要求待ち」状態に

遷移する。その後在圏網の SDF は DSA シャドウ結合（dSAShadowBind）オペレーションをホーム網の SDF

へ送信し、「結合結果待ち」状態に遷移する。DSA シャドウ結合オペレーションを受信したホーム網の SDF

は、「空き」状態から「結合結果待ち」状態に遷移する。結合が成功したときには、ホーム網の SDF は結

合成功を示すために DSA シャドウ結合結果（dSAShadowBindResult）を送信し 「SDF 結合中」状態に遷移

する。DSA 結合結果を受信した在圏網の SDF は「SDF と結合中」状態に遷移する。何らかの理由により結

合が失敗した場合には、ホーム網の SDF は DSA シャドウ結合エラー（dSAShadowBindError）を在圏網の

SDF に送出する。このとき互いの SDF は「空き」状態に遷移し、結合しない。この場合、その後の動作は

実行されない。

　DSA シャドウ結合が成功した場合には、在圏網の SDF はホーム網の SDF に対してシャドウ更新要求

（inRequestShadowUpdate）オペレーションを送出して「シャドウ要求結果待ち」状態に遷移する。シャド

ウ更新要求オペレーションを受信したホーム網の SDF は、「シャドウ要求結果待ち」状態に遷移し、受信

したシャドウ更新要求オペレーションに応答するシャドウ更新要求結果（inRequestShadowUpdateResult）オ

ペレーションを送出し「更新待ち」状態に遷移する。シャドウの提供が可能であれば、ホーム網の SDF は

シャドウ更新（inUpdateShadow）オペレーションを送出して「更新確認待ち」状態に遷移する。シャドウ

更 新 オ ペ レ ー シ ョ ン で は 、 指 定 さ れ た AgreementID に よ り 位 置 登 録 用 認 証 情 報

（locationRegisterAuthenticationInformation）属性、発着信用認証情報（callSetupAuthenticationInformation）属

性を送信する。シャドウ更新要求結果（inRequestShadowUpdateResult）オペレーションを受信した在圏網の

SDF は、「更新待ち」状態に遷移し、引き続きシャドウ更新要求オペレーションで指定されたシャドウ更

新オペレーションを受信して「更新確認待ち」状態に遷移する。
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　所 望 の 情 報 を 入 手 し た 在 圏 網 の SDF は 、 ホ ー ム 網 の SDF に 対 し シ ャ ド ウ 更 新 結 果

（inUpdateShadowResult）を送出し「更新待ち」状態に遷移する。シャドウ更新結果を受信したホーム網の

SDF は「更新待ち」状態に遷移する。その後、在圏網の SDF は DSA シャドウ結合解放（dSAShadowUnbind）

オペレーションをホーム網の SDF へ送出する。このとき在圏網の SDF はホーム網の SDF との結合を解放

し、「空き」状態に遷移する。 DSA 結合解放（dSAUnbind）オペレーションを受信したホーム網の SDF は、

在圏網の SDF との結合を解放し、「空き」状態に遷移する。

4.3　モビリティ手順

　モビリティ手順は PHS 端末の移動性に関わる PHS ローミングの手順であり、PHS 端末の着信を保証する

ことを目的としている。モビリティ手順は実際に発着信を行う行為は含んでいない。

4.3.1　網間位置登録

4.3.1.1　概　要

　網間位置登録手順は、ローミング中の PHS 端末への着呼を可能とするため、在圏網がホーム網へ PHS 番

号に対する在圏網を識別する情報を更新する。在圏網を識別する番号は、具体的には PHS ローミング番号

である。

　在圏網からの網間位置登録では、ホーム網の PHS ローミング番号に上書きされる。

　網間位置登録は初回の位置登録時に実行される。網間位置登録手順の実行以前に、初回位置登録時サー

ビスプロファイル読み出し手順によりホーム網のSDFから該当PHS番号のサービスプロファイルを取得し、

取得した提供ローミングサービス（providedRoamingService）属性値がサービス提供可能を示しており、か

つ取得した位置登録認証情報を用いた該当 PHS 端末の認証が成功していなくてはならない。

4.3.1.2　詳細手順

　在圏網の SDF は、SDF データマネージャからエントリ修正要求を受けると、「空き」状態から「後続要

求待ち」状態に遷移する。その後在圏網の SDF は、DSA 結合（dSABind）オペレーションをホーム網の SDF

へ送信することによって結合を要求する。DSA 結合オペレーションを受信したホーム網の SDF は、「空き」

状態から「結合結果待ち」状態に遷移する。結合が成功したときには、ホーム網の SDF は結合成功を示す

ために DSA 結合結果（dSABindResult）を送信し「SDF と結合中」状態に遷移する。DSA 結合結果を受信

した在圏網の SDF は「SDF と結合中」状態に遷移する。何らかの理由により結合が失敗した場合には、ホー

ム網の SDF は DSA 結合エラー（dSABindError）を在圏網の SDF に送出する。このとき互いの SDF は「空

き」状態に遷移し、結合しない。この場合、その後の動作は実行されない。

　DSA 結合が成功した場合には、在圏網の SDF は連鎖エントリ更新（inChainedModifyEntry）オペレーショ

ンをホーム網の SDF に対して送出する。

　ホーム網の SDF は連鎖エントリ変更オペレーションを受信すると、 PHS ローミング番号

（phsRoamingNumber）属性値、ルーチングタイプ（routingType）属性値を更新し、更新を完了した場合は

ホーム網の SDF は連鎖エントリ更新結果（inChainedModifyEntryResult）を在圏網の SDF へ送出する。

　また、ホーム網の SDF は更新要求をうけたデータが SDF にて更新を許容されていなかったり、または存

在しない場合等、オペレーションが提供不可能な場合には 4.2.1.2 章に示す６つのエラーメッセージの１つ

を在圏網の SDF へ送出する。

　連鎖エントリ更新結果を受信した在圏網の SDF は、DSA 結合解放（dSAUnbind）オペレーションをホー

ム網の SDF へ送出する。このとき在圏網の SDF はホーム網の SDF との結合を解放し、「空き」状態に遷

移する。 DSA 結合解放（dSAUnbind）オペレーションを受信したホーム網の SDF は、在圏網の SDF との

結合を解放し、「空き」状態に遷移する。



ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ - 70 -

この時、ホーム網の SDF データマネージャはアクセス中ネットワーク識別（accessingNetworkId）属性の

アクセス中状態を「空き」に変更する。

尚、本手順において既に使用可能な認証されたアソシエーションが確立されている場合、 dSAUnbind の

送出は不要である。

4.3.2　在圏網情報消去

4.3.2.1　概　要

　在圏網情報消去手順は、ホーム網から、以前の在圏網内の該当 PHS 番号の情報を消去する。

　在圏網情報消去手順は、網間位置登録手順により PHS ローミング番号が書き換えられたことを契機とし

たシャドウ更新として実現される。すなわち、在圏網情報消去手順は網間位置登録に引き続き行われる。

　在圏網情報消去が行われるのは、PHS 端末が在圏網から別の在圏網もしくはホーム網に移動して、初回

の位置登録が行われた場合である。

4.3.2.2　詳細手順

　ホーム網の SDF のデータマネージャは、「PHS ローミング番号」の更新が成功すると、ホーム網の SDF

から、在圏網（旧在圏網、以下同じ）の SDF へシャドウ更新の実行を指示する。ホーム網の SDF は SDF

データマネージャより指示を受けると「空き」状態から「後続要求待ち」状態に遷移する。その後ホーム

網の SDF は DSA シャドウ結合（dSAShadowBind）オペレーションを在圏網の SDF へ送信し「結合結果待

ち」状態に遷移する。DSA シャドウ結合を受信した在圏網の SDF は、「空き」状態から「結合結果待ち」

状態に遷移する。結合が成功したときには、在圏網の SDF は結合成功を示すために DSA シャドウ結合結果

（dSAShadowBindResult）を送信し「SDF と結合中」状態に遷移する。DSA 結合結果を受信したホーム網の

SDF は「SDF と結合中」状態に遷移する。何らかの理由により結合が失敗した場合には、在圏網の SDF は

DSA シャドウ結合エラー（dSAShadowBindError）をホーム網の SDF に送出する。このとき互いの SDF は「空

き」状態に遷移し、結合しない。この場合、その後の動作は実行されない。

　DSA シ ャ ド ウ 結 合 が 成 功 し た 場 合 に は 、 ホ ー ム 網 の SDF は シ ャ ド ウ 更 新 調 整

（inCoordinateShadowUpdate）オペレーションを在圏網の SDF に対して送出し、「調整結果待ち」状態へ遷

移する。シャドウ更新調整オペレーションは、シャドウ供給側が意図している更新の送信に関連するシャ

ドウの合意を指定するために用いる。更新調整オペレーションを受信した在圏網の SDF は「調整結果待ち」

状態に遷移し、ホーム網の SDF に対しシャドウ更新調整結果（inCoordinateShadowUpdateResult)を返送し、

「更新待ち」状態に遷移する。シャドウ更新調整結果を受信したホーム網の SDF は、「更新待ち」状態に

遷移し、シャドウの提供が可能であればシャドウ更新（inUpdateShadow）オペレーションを送出し、「更

新確認待ち」状態に遷移する。シャドウ更新で在圏網に存在していたコピーは消去される。シャドウ更新

オペレーションの受信に成功した在圏網の SDF は、「更新確認待ち」状態に遷移し、シャドウ更新オペレー

ションが正常に完了した場合は、シャドウ更新結果（inUpdateShadowResult）をホーム網の SDF へ送出して

「更新待ち」状態に遷移する。シャドウ更新結果を受信したホーム網の SDF は、DSA シャドウ結合解放

（dSAShadowUnbind）オペレーションを在圏網の SDF へ送出する。このときホーム網の SDF は在圏網の

SDF との結合を解放し、「空き」状態に遷移する。 DSA シャドウ結合解放（dSAShadowUnbind）を受信

した在圏網の SDF は、ホーム網の SDF との結合を解放し、「空き」状態に遷移する。
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５．信号シーケンス

本章では、在圏網 SDF－ホーム網 SDF 間における信号シーケンスを手順別に以下のように示す。

図 3.2-5-1／JT-Q1218-a　初回位置登録時サービスプロファイル読み出し手順(1)

図 3.2-5-2／JT-Q1218-a　初回位置登録時サービスプロファイル読み出し手順(2)

図 3.2-5-3／JT-Q1218-a　追加読み出し手順

図 3.2-5-4／JT-Q1218-a　網間位置登録手順

図 3.2-5-5／JT-Q1218-a　在圏網消去手順
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尚、後続の手順において同一の認証されたｱｿｼｴｰｼｮﾝを使用することが好ましい場合、 dSAUnbind の送出は不要である。

図 3.2-5-1／JT-Q1218-a 　初回位置登録時サービスプロファイル読み出し手順(1)
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図 3.2-5-2／JT-Q1218-a　初回位置登録時サービスプロファイル読み出し手順(2)
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図 3.2-5-3／JT-Q1218-a　追加読み出し手順
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尚、本手順において既に使用可能な認証されたｱｿｼｴｰｼｮﾝが確立されている場合、dSAUnbind の送出は不要である。

図 3.2-5-4／JT-Q1218-a　網間位置登録手順
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ＳＤＦと結合中
SDF Bound

Wait for Subsequent Request

空き
Idle

空き
Idle

ＳＤＦと結合中
SDF Bound

ＳＤＦと結合中
SDF Bound

空き
Idle

空き
Idle

更新待ち
Wait for Update

更新待ち
Wait for Update

更新確認待ち

調査結果待ち

Wait for Update Confirmation

Wait for Coordination Result

Wait for Update Confirmation

更新待ち
Wait for Update

更新待ち
Wait for Update

dSAShadowUnbind

DSASadowBindResult
(SDF Bind Error)

調査結果待ち
Wait for Coordination Result
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図 3.2-5-5／JT-Q1218-a　在圏網情報消去手順

調査結果待ち

空き
Idle

ホーム網 SDF
提供側起動
SDSM-ShM

在圏網 SDF
提供側起動
SDSM-ShC

調査結果待ち
Wait for Coordination Result

更新確認待ち

dSAShadowUnbind

dSAShadowUnbind

dSAShadowUnbind
Wait for Update Confirmation

更新確認待ち

Wait for Update Confirmation

更新待ちから SDF 結合解放時

更新確認待ちから SDF 結合解放時

シャドウ調整失敗時

dSAShadowUnbind

空き
Idle

Wait for Coordination Result

更新待ち
Wait for Update

更新待ち
Wait for Update

空き
Idle

空き
Idle

空き
Idle

空き
Idle

調整結果待ち

Wait for Coordination Result
調整結果待ち

Wait for Coordination Result

ＳＤＦと結合中
SDF Bound

ＳＤＦと結合中
SDF Bound

シャドウ調整結果待ちからＳＤＦ結合解放時
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付属資料Ａ　ローミングを考慮した接続条件

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８－ａに対する）

本付属資料は、ＰＨＳローミング能力セット１に関するものである

付表Ａ－１　ローミングを考慮した接続条件

着側 PHS 端末

ローミング中（在圏） 一般端末

発側
ホーム

在圏網＝発信網 在圏網≠発網

PHS

ホーム

・ﾎｰﾑ網(=発信網)で発

PHS 端末の発認証

・回線制御信号で着

PHS 端末のﾎｰﾑ網へ

接続

・ﾎｰﾑ網の位置情報でﾞ

ﾙｰﾁﾝｸﾞ

・着 PHS 端末の着認証

・ﾎｰﾑ網(=発信網)で発

PHS 端末の発認証

・回線制御信号で着

PHS 端末のﾎｰﾑ網へ

接続

・ﾎｰﾑ網から在圏網(=発
信網)へ回線接続信号

で接続

・在圏網で位置情報か

らﾙｰﾁﾝｸﾞ*2､着認証*1

・発 PHS 端末の発認

証

・回線制御信号で着

PHS 端末のﾎｰﾑ網へ

接続

・ﾎｰﾑ網から在圏網へ

回線制御信号で接続

・在圏網で位置情報か

らﾙｰﾁﾝｸﾞ*2､
着認証*1

・発 PHS 端末の発認

証

・回線制御信号で着信

網へ接続

・着ｱﾄﾞﾚｽから

ﾙｰﾁﾝｸﾞ

端末

ﾛｰﾐﾝｸﾞ中

(在圏)

・在圏網で発 PHS
端末の発認証*1

・回線制御信号で着

PHS 端末のﾎｰﾑ網へ

接続

・ﾎｰﾑ網の位置情報で

ﾙｰﾁﾝｸﾞ

・着 PHS 端末の着認証

・発網で発 PHS 端末

の発認証*1
・回線制御信号で着

PHS 端末のﾎｰﾑ網へ

接続

・ﾎｰﾑ網から在圏網(=発
信網)へ回線接続信号

で接続

・在圏網で位置情報か

らﾙｰﾁﾝｸﾞ*2､着認証*1

・発網で発 PHS 端末

の発認証*1
・回線制御信号で着

PHS 端末のﾎｰﾑ網へ

接続

・ﾎｰﾑ網から在圏網へ

回線制御信号で接続

・在圏網で位置情報か

らﾙｰﾁﾝｸﾞ*2､着認証

*1

・在圏網で発 PHS 端

末の発認証*1
・回線制御信号で着信

網へ接続

・着ｱﾄﾞﾚｽから

ﾙｰﾁﾝｸﾞ

一般端末

・回線制御信号で着

PHS 端末のﾎｰﾑ網へ

接続

・ﾎｰﾑ網の位置情報で

ﾙｰﾁﾝｸﾞ

・着 PHS 端末の着認証

・回線制御信号で着

PHS 端末のﾎｰﾑ網へ

接続

・ﾎｰﾑ網から在圏網へ

回線制御信号で接続

・在圏網で位置情報か

らﾙｰﾁﾝｸﾞ*2､
着認証*1 Out of Scope

＊１：発認証・着認証；認証方式（チェック箇所等の機能分担）に依存する。（当面ホーム網にてチェックをする）

＊２：ルーチング ；在圏網が位置情報を取得する方法として次の２方式がある。

①ホーム網からの回線制御信号上の情報要素から取得

②在圏網からホーム網へ問い合わせることにより取得（オプション）

発側の動作

着側の動作
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付属資料 B
ＰＨＳローミングのための属性､オブジェクトクラス、照合規則等のＡＳＮ．１記述

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８－ａに対する）

本付属資料は､ＰＨＳローミング能力セット１に関するものである｡

　この付属資料は、本編にて定義されたＰＨＳ特有の属性､オブジェクトクラス、照合規則、名前型、オブ

ジェクト識別子、上限のＡＳＮ.1 記述を以下に示す。

--Attribute types--

phsServiceProviderld ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX NumericString(SIZE(1..ub-phsProviderId))

EQUALITY MATCHING RULE numericStringMatch

SUBSTRINGS MATCHING RULE numericStringSubstringsMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 12}}

agreement ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX Agreement

EQUALITY MATCHING RULE agreementMatch

ID {ttc-attributeType 13}}

Agreement ::=SET{

agreedProviderId NumericString(SIZE(1..up-phsProviderId))

providedService OCTET STRING}

phsNumber ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTET STRING

EQUALITY MATCHING RULE octetStringMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 14}}

allowedSubscribedBasicService ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTET STRING

EQUALITY MATCHING RULE octetStringMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 16}}

subscribedBasicService ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTET STRING

EQUALITY MATCHING RULE octetStringMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 15}}
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roamingProviderId ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX NumericString(SIZE(1..ub-phsProviderId))

EQUALITY MATCHING RULE numericStringMatch

ID {ttc-attributeType 17}}

roamingActivationStatus ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX BOOLEAN

EQUALITY MATCHING RULE booleanMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 18}}

routingAddress ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTET STRING

EQUALITY MATCHING RULE octetStringMatch

SUBSTRINGS MATCHING RULE numericStringSubstringsMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 20}}

visitedProviderId ATTRIBUTE::={

SUBTYPE OF phsServiceProviderId

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType 19}}

--Object classes--

phsServiceProvider OBJECT-CLASS::={

SUBCLASS OF top

MUST CONTAIN {phsServiceProviderld｜

agreement}

ID {ttc-objectClass 2}}

phsSubscriber OBJECT-CLASS::={

SUBCLASS OF top

MUST CONTAIN {phsNumber｜

subscribedBasicService｜

allowedSubscribedBasicService｜

routingAddress ｜

visitedProviderId}

MAY CONTAIN {roamingProviderId｜

roamingActivationStatus}}

ID {ttc-objectClass 3}}

--Matching rules--
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agreementMatch MATCHING-RULE::={

SYNTAX NumericString

ID {ttc-matchingRule 1}}

--Name forms--

phsServiceProviderNameForm NAME-FORM::={

NAMES phsServiceProvider

WITH ATTRIBUTES {phsServiceProviderId}

ID {ttc-nameForm 1}}

phsSubscriberNameForm NAME-FORM::={

NAMES phsSubscriber

WITH ATTRIBUTES {phsNumber}

ID {ttc-nameForm 2}}

--Object identifiers--

ttc-objectClass OBJECT IDENTIFIER::=

 {ccitt(0) administration(2) jp(440) DS(5) objectClass(1)}

ttc-attributeType OBJECT IDENTIFIER::=

 {ccitt(0) administration(2) jp(440) DS(5) attributeType(2)}

ttc-matchingRule OBJECT IDENTIFIER::=

 {ccitt(0) administration(2) jp(440) DS(5) matchingRule(3)}

ttc-nameForm OBJECT IDENTIFIER::=

 {ccitt(0) administration(2) jp(440) DS(5) nameForm(4)}

--Upper bounds—

ub-phsProviderId INTEGER::= 16
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付属資料Ｃ　網間呼接続条件

（TTC標準 JT-Q1218-aに対する）

本付属資料は、PHSローミング能力セット２に関するものである。

１．はじめに

ローミング中 PHS 端末へ着呼する時のルーチング方式には、一旦ホーム網に接続されてから在圏網に接

続する場合［ホーム網経由方式］と、網構成上可能な場合はホーム網から前位網のいずれかへリダイレク

ションを要求し、当該網から在圏網へ接続する場合［リダイレクション方式］（JT-Q730を参照）の２種類

がある。本付属資料では、両方式における網間呼接続条件を示す。

２．ホーム網経由方式

2.1　接続条件

PHS ローミング能力セット２における、ローミング中の PHS 端末への着信をホーム網経由方式で行う場

合の接続条件を付表 C-1／JT-Q1218-aに示す。

2.2　ルーチング方式

ローミング中の PHS端末へのルーチング方式を付図 C-1／JT-Q1218-a に示す。ここで、発信網からホー

ム網にルーチングする際に使用する中継網を中継網 A、ホーム網から在圏網にルーチングする際に使用する

中継網を中継網 Bと呼ぶ。中継網 Aと中継網 Bが一致する場合もある。

中継網 A ホーム網 在圏網発信網

着 PHS番号

SDF(H)

PHS ﾛｰﾐﾝｸﾞ番号 (PHS ﾛｰﾐﾝｸﾞ番号)

中継網 B

(1)

(2)
(3)

PHS ﾛｰﾐﾝｸﾞ番号(+着 PHS番号)

ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

SDF(Vnew)

着 PHS番号

着 PHS番号

付図 C-1／JT-Q1218-a　ローミング中 PHS端末へのホーム網経由方式による着信

(1) ローミング中の PHS端末への着信の場合、発信網および中継網 Aは着 PHS番号によりホー

ム網に接続する。

(2) ホーム網では SDF(H)の着 PHS番号に対する PHSローミングサービスプロファイルを参照

し、在圏網を示す情報を含む PHSローミング番号を取得し、ホーム網および中継網 Bは

PHSローミング番号により在圏網へルーチングする。

(3) 在圏網ではシャドウイングによりホーム網からコピーした SDF(Vnew)の着 PHS番号に対す

る PHSローミングサービスプロファイルを参照し、PHS端末が在圏する場所に着信を行う。

PHS端末識別番号が設定されない場合は PHSローミング番号に対する PHSローミングサー

ビスプロファイルを参照する。PHSローミング番号に対する PHSローミングサービスプロ

ファイルについては今後の課題である。
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ISUP でのホーム網経由方式に必要なパラメータを付表 C-2／JT-Q1218-a に示す。パラメータは

IAM(Initial address message)に含まれる。

付表 C-2／JT-Q1218-a　ISUP上でのパラメータの使い方(ホーム網経由方式)

1)発信網からホーム網まで

パラメータ 用途

着番号 着 PHS番号を設定する

2)ホーム網から在圏網まで

パラメータ 用途

着番号 PHSローミング番号を設定する

PHS端末識別番号 着 PHS番号を設定する

PHS端末識別番号パラメータを含まない場合については、

今後の検討課題である。

PHS 端末識別番号パラメータの非設定時は、PHS ローミング番号は在圏網へのルーチング、及び在圏網

内での PHS端末を識別可能な番号である必要がある。PHS端末識別番号パラメータの設定時は、PHSローミ

ング番号は在圏網を識別可能な番号で良い。

また、PHS 端末識別番号パラメータの設定時は、ホーム網において、パラメータコンパチビリティ情報

パラメータ上に PHS 端末識別番号パラメータに対する動作指示表示をオール“０”（パラメータ通過）に

設定する必要がある。

パラメータコンパチビリティ情報パラメータを含む場合、ホーム網は本パラメータを許容する中継網 B

を選択する必要がある。
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付表Ｃ－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　ＰＨＳローミング能力セット２を考慮した接続条件（ホーム網経由方式）

着側 PHS 端末

ローミング中（在圏） 一般端末

発側 在圏網＝発信網 在圏網≠発網

ホーム

・ ﾎｰﾑ網(=発信網)で
発 PHS 端末の発認証

・ 回線制御信号で着

PHS 端末のﾎｰﾑ網へ

接続

・ﾎｰﾑ網の位置情報で

ﾙｰﾁﾝｸﾞ

・着 PHS 端末の着認証

・ﾎｰﾑ網(=発信網)で発

PHS 端末の発認証

・回線制御信号で着

PHS 端末のﾎｰﾑ網へ

接続

・ ﾎｰﾑ網から在圏網

(=発信網)へ回線制

御信号で接続

・在圏網で位置情報か

らﾙｰﾁﾝｸﾞ*2､着認証*1

・ 発 PHS 端末の発認

証

・回線制御信号で着

PHS 端末のﾎｰﾑ網へ

接続

・ﾎｰﾑ網から在圏網へ

回線制御信号で接続

・在圏網で位置情報か

らﾙｰﾁﾝｸﾞ*2､
着認証*1

・発 PHS 端末の発認

証

・回線制御信号で着信

網へ接続

・着ｱﾄﾞﾚｽから

ﾙｰﾁﾝｸﾞ

PHS
端末

ﾛｰﾐﾝｸﾞ中

(在圏)

・在圏網で発 PHS
端末の発認証*1

・回線制御信号で着

PHS 端末のﾎｰﾑ網へ

接続

・ﾎｰﾑ網の位置情報で

ﾙｰﾁﾝｸﾞ

・着 PHS 端末の着認証

・発網で発 PHS 端末

の発認証*1
・回線制御信号で着

PHS 端末のﾎｰﾑ網へ

接続

・ ﾎｰﾑ網から在圏網

(=発信網)へ回線制御

信号で接続

・在圏網で位置情報か

らﾙｰﾁﾝｸﾞ*2､着認証*1

・発網で発 PHS 端末

の発認証*1
・回線制御信号で着

PHS 端末のﾎｰﾑ網へ

接続

・ﾎｰﾑ網から在圏網へ

回線制御信号で接続

・在圏網で位置情報か

らﾙｰﾁﾝｸﾞ*2､着認証

*1

・在圏網で発 PHS 端

末の発認証*1
・回線制御信号で着信

網へ接続

・着ｱﾄﾞﾚｽから

ﾙｰﾁﾝｸﾞ

一般端末

・回線制御信号で着

PHS 端末のﾎｰﾑ網へ

接続

・ﾎｰﾑ網の位置情報で

ﾙｰﾁﾝｸﾞ

・着 PHS 端末の着認証

・回線制御信号で着

PHS 端末のﾎｰﾑ網へ

接続

・ﾎｰﾑ網から在圏網へ

回線制御信号で接続

・在圏網で位置情報か

らﾙｰﾁﾝｸﾞ*2､
着認証*1 Out of Scope

＊１：発認証・着認証；位置登録時にホーム網より取得した認証情報により在圏網が行う

＊２：ルーチング ；ローミング端末の在圏網内の位置情報は在圏網ＳＤＦ内のＰＨＳローミングサービスプロファイルに登録される

発側の動作

着側の動作

ホーム
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３．リダイレクション方式

3.1　接続条件

PHS ローミング能力セット２における、ローミング中の PHS 端末への着信をリダイレクション方式で行

う場合の接続条件を付表 C-3／JT-Q1218-aに示す。

3.2　ルーチング方式

ローミング中の PHS端末へのルーチング方式を付図 C-2／JT-Q1218-a に示す。

1)発信網まで切り戻す場合

中継網 A ホーム網 在圏網発信網

着 PHS番号

SDF(H)

PHS ﾛｰﾐﾝｸﾞ番号
着 PHS番号

中継網 B

(1)

(2)

(3)
PHS ﾛｰﾐﾝｸﾞ番号（+着 PHS番号）

ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

SDF(Vnew)

着 PHS番号 (4)

切り戻し

切り戻し

（PHS ﾛｰﾐﾝｸﾞ番号）

2)中継網 Aまで切り戻す場合

中継網 A ホーム網 在圏網発信網

着 PHS番号

SDF(H)

PHS ﾛｰﾐﾝｸﾞ番号
着 PHS番号

中継網 B

(1)

(2)

(3)
PHS ﾛｰﾐﾝｸﾞ番号（+着 PHS番号）

ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

SDF(Vnew)

着 PHS番号
(4)

切り戻し

（PHS ﾛｰﾐﾝｸﾞ番号）

付図 C-2／JT-Q1218-a　ローミング中 PHS端末へのリダイレクション方式による着信

(1) ローミング中の PHS端末への着信の場合、発信網および中継網 Aは着 PHS番号によりホー

ム網に接続する。この際、発信網および中継網 Aがリダイレクション可能であればその旨

を表示する。

(2) ホーム網では SDF(H)の着 PHS番号に対する PHSローミングサービスプロファイルを参照

し、在圏網を示す情報を含む PHSローミング番号を取得した後に前位網に対してリダイレ

クションを要求する。
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(3) リダイレクション実施網はホーム網より通知された PHSローミング番号により、在圏網へ

ルーチングする。中継網Ｂは PHSローミング番号により在圏網へルーチングする。

(4) 在圏網ではシャドウイングによりホーム網からコピーした SDF(Vnew)の着 PHS番号に対す

る PHSローミングサービスプロファイルを参照し、PHS端末が在圏する場所に着信を行う。

PHS端末識別番号が設定されない場合は PHSローミング番号に対する PHSローミングサー

ビスプロファイルを参照する。PHSローミング番号に対する PHSローミングサービスプロ

ファイルについては今後の課題である。

ISUPでのリダイレクション方式に必要なパラメータを付表 C-4／JT-Q1218-aに示す。

1)、3)は IAM(Initial address message)、2)は REL(Release message)に下記のパラメータが含まれる。

付表 C-4／JT-Q1218-a　ISUP上でのパラメータの使い方（リダイレクション方式）

1)発信網からホーム網まで

パラメータ 用途

リダイレクション能力 リダイレクション可能表示を行う

(ACM以前、リダイレクション可能)

リダイレクション回数 リダイレクションの回数

着番号 着 PHS番号を設定する

2)ホーム網からリダイレクション実施網まで

パラメータ 用途

国内用リダイレクショ

ン理由

リダイレクションが起動された理由

“ローミング”を使用

理由表示 ＃２３（新着信先へリダイレクション）

を設定する

転送先番号 PHSローミング番号を設定する

3)リダイレクション実施網から在圏網まで

パラメータ 用途

リダイレクション能力 リダイレクション可能表示を行う

(ACM以前、リダイレクション可能)

リダイレクション回数 リダイレクションの回数

国内用リダイレクショ

ン理由

リダイレクションが起動された理由

“ローミング”を使用

着番号 PHSローミング番号を設定する

PHS端末識別番号 着 PHS番号を設定する

PHS端末識別番号パラメータを含まない場合については、

今後の検討課題である。
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PHS端末識別番号パラメータの非設定時は、PHSローミング番号は在圏網へのルーチング、及び在圏網

内での PHS端末を識別可能な番号である必要がある。PHS端末識別番号パラメータの設定時は、PHSローミ

ング番号は在圏網を識別可能な番号で良い。

　リダイレクション方式において、着番号及び理由表示を除く上記パラメータの設定時は、パラメータコ

ンパチビリティ情報パラメータ上に、これらパラメータに対する動作指示表示をオール“０”（パラメー

タ通過）に設定する必要がある。パラメータコンパチビリティ情報パラメータを含む場合、発信網は本パ

ラメータを許容する中継網 A，B を選択する必要がある。

４．ローミング中の PHS端末に対する PHSローミングサービスプロファイルが複製されていない

場合のローミング中 PHS端末からの発信について

ローミング中の PHS端末からの発信時に該当端末に対する PHSローミングサービスプロファイルが在圏

網に複製されていない（存在しない）場合には、無線基地局に対して理由表示＃６３（その他のサービス

又はオプションの利用不可クラス）により切断する。
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付表Ｃ－３／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　ＰＨＳローミング能力セット２を考慮した接続条件（リダイレクション方式）

着側 PHS 端末

ホーム ローミング中(在圏) 一般端末

発側 在圏網＝発信網 在圏網≠発網
発信網の動作 着信網の動作 発信網と

中継網の動作
着信側の

ﾎｰﾑ網の動作
着信網と

中継網の動作
発信網と

中継網の動作
着信側の

ﾎｰﾑ網の動作
発信網と

中継網の動作
発信網の動作 着信網の動作

PHS
端末

ﾎｰﾑ

・ ﾎｰﾑ網(=発信

網)で発 PHS
端末の発認証

・ 回線制御信号

で着 PHS 端末

のﾎｰﾑ網へ接続

・ ﾎｰﾑ網の位置

 情報でﾙｰﾁﾝｸﾞ

・ 着 PHS 端末の

着認証

・ ﾎｰﾑ網(=発信

網)で発 PHS
端末の発認証

・ 回線制御信号

で着 PHS 端末

のﾎｰﾑ網へ接続

・ 回線制御信号

で着 PHS 端末

の在圏網へ接

続

・ 前位網にﾘﾀﾞ

ｲﾚｸｼｮﾝを要

求

・ ﾘﾀﾞｲﾚｸｼｮﾝ網

から在圏網(=
着信網)へ回

線制御信号で

接続

・ 在圏網で位置

情報からﾙｰﾁﾝ

ｸﾞ*2
・ 着 PHS 端末の

  着認証*1

・発 PHS 端末の

発認証

・ 回線制御信号

で着 PHS 端末

のﾎｰﾑ網へ接続

・ 回線制御信号

で着 PHS 端末

の在圏網へ接

続

・ 前位網にﾘﾀﾞｲ

ﾚｸｼｮﾝを要求

・ ﾘﾀﾞｲﾚｸｼｮﾝ網

から在圏網(=
着信網)へ回

線制御信号で

接続

・ 在圏網で位置

情報からﾙｰﾁﾝ

ｸﾞ*2
・ 着 PHS 端末の

着認証*1

・発 PHS 端末の

発認証

・ 回線制御信号

で着信網へ接

続

・ 着ｱﾄﾞﾚｽから

ﾙｰﾁﾝｸﾞ

ローミ
ング中
(在圏)

・ 在圏網で発

PHS 端末の発

  認証*1
・ 回線制御信号

で着 PHS 端末

のﾎｰﾑ網へ接続

・ ﾎｰﾑ網の位置

 情報でﾙｰﾁﾝｸﾞ

・ 着 PHS 端末の

着認証

・ 発網で発 PHS
端末の発認証

*1
・ 回線制御信号

で着 PHS 端末

のﾎｰﾑ網へ接続

・ 回線制御信号

で着 PHS 端末

の在圏網へ接

続

・ 前位網にﾘﾀﾞ

ｲﾚｸｼｮﾝを要

求

・ ﾘﾀﾞｲﾚｸｼｮﾝ網

から在圏網(=
着信網)へ回

線制御信号で

接続

・ 在圏網で位置

情報からﾙｰﾁﾝ

ｸﾞ*2
・ 着 PHS 端末の

着認証*1

・ 発網で発 PHS
端末の発認証

*1
・ 回線制御信号

で着 PHS 端末

のﾎｰﾑ網へ接続

・ 回線制御信号

で着 PHS 端末

の在圏網へ接

続

・ 前位網にﾘﾀﾞｲ

ﾚｸｼｮﾝを要求

・ ﾘﾀﾞｲﾚｸｼｮﾝ網

から在圏網(=
着信網)へ回

線制御信号で

接続

・ 在圏網で位置

情報からﾙｰﾁﾝ

ｸﾞ*2
・ 着 PHS 端末の

着認証*1

・ 在圏網で発

PHS 端末の発

  認証*1
・ 回線制御信号

で着信網へ接

続

・ 着ｱﾄﾞﾚｽから

ﾙｰﾁﾝｸﾞ

一般端末

・ 回線制御信号

で着 PHS 端末

のﾎｰﾑ網へ接続

・ ﾎｰﾑ網の位置

情報でﾙｰﾁﾝｸﾞ

・ 着 PHS 端末の

着認証

・ 回線制御信号

で着 PHS 端末

のﾎｰﾑ網へ接続

・ 回線制御信号

で着 PHS 端末

の在圏網へ接

続

・ 前位網にﾘﾀﾞｲ

ﾚｸｼｮﾝを要求

・ ﾘﾀﾞｲﾚｸｼｮﾝ網

から在圏網(=着
信網)へ回線制

御信号で接続

・ 在圏網で位置

情報からﾙｰﾁﾝ

ｸﾞ*2

・ 着 PHS 端末の

着認証*1

Out of Scope

*1: 発認証・着認証; 位置登録時にホーム網より取得した認証情報により在圏網が行う。

*2: ルーチング; ローミング端末の在圏網内の位置情報は在圏網ＳＤＦ内のＰＨＳローミングサービスプロファイルに登録される。
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付属資料Ｄ

PHS ローミング能力セット２のための属性、オブジェクトクラス、名前形成等の ASN．１記述

（TTC 標準 JT-Q1218-a に対する）

　本付属資料は、PHS ローミング能力セット２に関するものである。

　この付属資料は、本編にて定義された PHS 特有の属性、オブジェクトクラス、名前形成、オブジェクト

識別子、上限の ASN.1 記述を以下に示す。

--Attribute types--

phsISPTServiceProviderId ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX NumericString(SIZE(1..ub-phsProviderId))

EQUALITY MATCHING RULE numericStringMatch

SUBSTRINGS MATCHING RULE numericStringSubstringsMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType　21}}

phsNumber ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTET STRING

EQUALITY MATCHING RULE octetStringMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType　14}}

providedRoamingService ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTET STRING

EQUALITY MATCHING RULE octetStringMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType　22}}

phsRoamingNumber ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTET STRING

EQUALITY MATCHING RULE  octetStringMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType　23}}

accessingNetworkId ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX NumericString(SIZE(1..ub-accessingNetworkId))

EQUALITY MATCHING RULE numericStringMatch

SUBSTRINGS MATCHING RULE numericStringSubstringsMatch

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType　24}}
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routingType ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX ENUMERATED

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType　25}}

locationRegistrationAuthenticationInformation ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTET STRING

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType　26}}

callSetupAuthenticationInformation ATTRIBUTE::={

WITH SYNTAX OCTET STRING

SINGLE VALUE TRUE

ID {ttc-attributeType　27}}

--Object classes--

phsISPTServiceProvider OBJECT-CLASS::={

SUBCLASS OF top

MUST CONTAIN {phsISPTServiceProviderId}

ID {ttc-objectClass　4}}

phsISPTSubscriberProfile OBJECT-CLASS::={

SUBCLASS OF top

MUST CONTAIN { phsNumber|

providedRoamingService|

phsRoamingNumber|

accessingNetworkId|

routingType|

locationRegistrationAuthenticationInformation|

callSetupAuthenticationInformation}

ID {ttc-objectClass 5}}

 --Name forms--

phsISPTServiceProviderNameForm NAME-FORM::={

NAMES phsISPTServiceProvider

WITH ATTRIBUTES {phsISPTServiceProviderId}

ID {ttc-nameForm 3}}

phsISPTSubscriberProfileNameForm NAME-FORM::={

NAMES phsISPTSubscriberProfile

WITH ATTRIBUTES {phsNumber}
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ID {ttc-nameForm　4}}

--Object identifiers--

ttc-objectClass OBJECT IDENTIFIER ::=

｛ccitt(0) administration(2) jp(440) ds(5) objectClass(1)｝

ttc-attributeType OBJECT IDENTIFIER ::=

｛ccitt(0) administration(2) jp(440) ds(5) attributeType(2)｝

ttc-nameForm OBJECT IDENTIFIER ::=

｛ccitt(0) administration(2) jp(440) ds(5) nameForm(4)｝

--Upper bounds--

ub-phsProviderId INTEGER ::=　16

ub-accessingNetworkId INTEGER ::=　18
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付属資料Ｅ

SDF データマネージャの動作

（TTC 標準 JT-Q1218-a に対する）

　本付属資料は PHS ローミング能力セット２に関するものである。

１．はじめに

　本付属資料は、 SDF データマネージャが提供する機能のうち、PHS ローミング能力セット２に特有な機

能について述べている。なお本資料中では、網間のインタラクションに関連した機能についてのみ示され

ている。

２．ＳＤＦデータマネージャの機能

　以下に SDF データマネージャの持つ機能を示す。

2.1　初回位置登録における機能

　初回位置登録時サービスプロファイル読み出し手順の inChained Modify Entryオペレーションを受信した

際に、accessingNetworkId 属性内のアクセス中状態を示す Substring の値を参照し、いずれかの網がアクセス

中である場合は読み出しを拒否する機能。本機能はホーム網の SDF データマネージャが提供する。

2.2　追加読み出しにおける機能

　網内の SCF から認証情報の読み出し要求を受け、認証情報の残りがなくなったときにホーム網の SDF か

ら新たな認証情報を取得するための追加読み出し手順を実行するために、シャドウ消費側起動のシャドウ

要求を実行する機能。本機能は在圏網の SDF データマネージャが提供する。

　初回位置登録サービスプロファイル読み出し手順、追加読み出し手順で必要な、該当 PHS 番号用の認証

情報のセットを生成する機能。本機能はホーム網の SDF データマネージャが提供する。

３．空き状態に遷移させる機能

　以下のケースで空き状態に遷移させる

3.1　網間位置登録における機能

　網間位置登録手順により phsRoamingNumber属性が変更されたときに､accessingNetworkId属性内のネット

ワークを識別する substringを参照し､変更された phsRoamingNumber の示すネットワークと同一だった場合

は､ accessingNetworkId 属性内のアクセス中状態を示す Substring を「位置登録中」から「空き」状態に変更

する。本機能はホーム網の SDF データマネージャが提供する。

3.2　ＰＨＳローミングサービスプロファイル消去手順

　PHS ローミングサービスプロファイル消去手順で新在圏網の PHS ローミングサービスプロファイルを消

去したときに､accessingNetworkId 属性内のアクセス中状態を示す Substring を「位置登録失敗」から「空き」

状態に変更する。本機能はホーム網の SDF データマネージャが提供する。
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付属資料 F
初回位置登録失敗時の処理

（TTC 標準 JT-Q1218-a に対する）

　本付属資料は PHS ローミング能力セット２に関するものである。

１．はじめに

　PHS ローミング能力セット２では、PHS 端末が在圏網に移動した際に行う初めての位置登録時（初回位

置登録時）に次に示す動作を行う。まずホーム網から在圏網へ PHS ローミングサービスプロファイルのコ

ピーを行い、在圏網では PHS ローミングサービスプロファイルに含まれる提供ローミングサービス

（providedRoamingService）属性を参照してローミング端末へのローミングサービス提供可否を判断し、ま

た位置登録用認証情報（locationRegistrationAuthentication Information）属性を用いて端末認証を行う。これ

らの結果、在圏網がローミングを許可すると判断した際には、ホーム網に網間位置登録を行う。

　在圏網におけるローミングサービス提供可否判断、および端末認証の結果在圏網がローミングを許可し

ない場合には、在圏網にコピーされている PHS ローミングサービスプロファイルを消去する必要がある。

本付属資料では、以上で説明した PHS ローミングサービスプロファイルの消去方法（PHS ローミングサー

ビスプロファイル消去手順と称する）について示す。PHS ローミングサービスプロファイル消去手順は基

本手順の一種であり、初回位置登録時にホーム網および在圏網の状況によって本手順が実行されうる。

２．網間情報フロー

2.1　初回位置登録の動作フロー

　PHS ローミングサービスプロファイル消去手順は、初回位置登録時にホーム網から在圏網にコピーされ

たPHSローミングサービスプロファイルを用いて在圏網が該当PHS端末のローミング可否を判断した結果、

ローミング不可となった場合に起動される。この場合の初回位置登録の動作フローを図 F-1／JT-Q1218-a

に示す。

図 F-1／JT-Q1218-a　初回位置登録の動作フロー

初回位置登録時サービス

プロファイル読み出し

PHS ローミングサービス

プロファイル消去

終了
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2.2　ＰＨＳローミングサービスプロファイル消去手順

2.2.1　概　略

　PHS ローミングサービスプロファイル消去のための SDF(Vnew) - SDF(H)間の手順は以下の通りである。

(1) 　SDF(Vnew)は SDF(H)の該当 PHS 番号のエントリの状態に関する情報を「位置登録失敗」状態へ更

新することを要求する。

(2) 　SDF(H)は、該当 PHS 番号の状態に関する情報の変更を契機に SDF(Vnew)に該当 PHS 番号の情報

を消去要求する。

(3) 　SDF(Vnew)は、要求に従い該当 PHS 番号の情報を消去する。

2.2.2　情報フローダイアグラム

　図 F-2／JT-Q1218-a に手順の情報フローを示す。

図 F-2／JT-Q1218-a　PHS ローミングサービスプロファイル消去手順のフロー

2.2.3　個別情報フローの定義

　本手順で用いる情報フローは第 2.2 章で定義されているものと同一のものである。

2.3　機能エンティティ動作

機能エンティティ動作は第 2.2 章で定義されているが、本手順で新たに必要となるものについて以下に示

す。

FE2
SDF(Vnew)

201

200

212

213

202

FE1
SDF(H)

205

ra

100

103

221

206

102

111

125
104

124

101

Authenticate

Authenticate

Authenticate Result

Authenticate Result

Update Copy
Update Copy Result

Chaining Request(for Modify Entry)
Chaining Result

End Authenticate

End Authenticate
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2.3.1　機能エンティティ－FE1（SDF(H)）

　FEA:111［F-2］

－　SDF(Vnew)から Chaining Request を受けて、反応する。

－　該当の PHS 番号の状態に関する情報を「位置登録失敗」状態に更新する。

－　SDF(Vnew)へ Chaining Result を形式化し、送信する。

　FEA:124［F-2］

－　SDF データマネージャから要求を受けて、反応する。

－　該当 PHS 番号の PHS ローミングサービスプロファイルを SDF(Vnew)から消去するために、

SDF(Vnew)に UpdateCopyを形式化し、送信する。

　FEA:125［F-2］

－　SDF(Vnew)から Update Copy Result を受信し、反応する。

2.3.2　機能エンティティ－FE2（SDF(Vnew)）

FEA:212［F-2］

－　SDF データマネージャから要求を受け、反応する。

－　該当 PHS 番号の状態に関する情報を「位置登録失敗」状態に更新するために、SDF(H)へ Chaining

Request を形式化し、送信する。

FEA:213［F-2］

－　SDF(H)から Chaining Result を受信し、反応する。

FEA:221［F-2］

－　SDF(H)から Update Copyを受信し、反応する。

－　該当 PHS 番号の PHS ローミングサービスプロファイルのコピーを消去する。

－　SDF(H)へ Update Copy Result を形式化し、送信する。

３．網間プロトコル

　本章では PHS ローミングサービスプロファイル消去手順について記述する。

3.1　概　要

　PHS ローミングサービスプロファイル消去手順は、以下に示す３つの動作により実現される。

(1) 　在圏網の SDF は SDF データマネージャからの要求に従いホーム網の SDF 中のアクセス中ネット

ワーク識別（accessingNetworkId）属性中のアクセス中状態を示す部分を「位置登録失敗」状態に

更新する。

(2) 　(1)を契機として、ホーム網の SDF から在圏網の SDF に対し、シャドウ提供側起動によるシャドウ

更新が実行され、在圏網の SDF のサービスプロファイルのコピーが消去される。
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3.2　詳細手順

(1) 　アクセス中ネットワーク識別（accessingNetworkId）属性の変更

　在圏網の SDF は、SDF データマネージャからエントリ変更要求を受けると、「空き」状態から「後

続要求待ち」状態に遷移する。その後在圏網の SDF は、DSA 結合（dSABind）オペレーションをホー

ム網の SDF へ送信することによって結合を要求し、「結合結果待ち」状態に遷移する。DSA 結合

（dSABind）オペレーションを受信したホーム網の SDF は、「空き」状態から「結合処理中」状態

に遷移する。結合が成功したときには、ホーム網の SDF は結合成功を示すために DSA 結合結果

（dSABindResult）を送信し「 SDF と結合中」状態に遷移する。DSA 結合結果を受信した在圏網の

SDF は「SDF と結合中」状態に遷移する。何らかの理由により結合が失敗した場合には、ホーム網

の SDF は DSA 結合エラー（dSABindError）を在圏網の SDF に送出する。このとき互いの SDF は「空

き」状態に遷移し、結合しない。この場合、その後の動作は実行されない。

　DSA 結合が成功した場合には、在圏網の SDF は連鎖エントリ更新（inChainedModifyEntry）オペレー

ションをホーム網の SDF に対して送出する。

　ホーム網の SDF は連鎖エントリ更新オペレーションを受信すると、アクセス中ネットワーク識別

（accessingNetworkId）属性中のアクセス中状態を示す部分を「位置登録失敗」状態に更新し、変更

を完了したホーム網の SDF は連鎖エントリ更新結果（inChainedModifyEntryResult）を在圏網の SDF

へ送出する。

　また、ホーム網の SDF は更新要求をうけたデータが SDF にて更新を許容されていなかったり、ま

たは存在しない場合等、オペレーションが実行不可能な場合には 4.2.1.2 章に示す６つのエラーメッ

セージの１つを在圏網の SDF へ送出する。

連鎖エントリ更新結果を受信した在圏網の SDF は、DSA 結合解放（dSAUnbind）オペレーション

をホーム網の SDF へ送出する。このとき在圏網の SDF はホーム網の SDF との結合を解放し、「空

き」状態に遷移する。 DSA 結合解放（dSAUnbind）オペレーションを受信したホーム網の SDF は、

在圏網の SDF との結合を解放し、「空き」状態に遷移する。

　尚、本手順において既に使用可能な認証されたアソシエーションが確立されている場合、

dSAUnbind の送出は不要である。

(2) 　PHS ローミングサービスプロファイルのコピーの消去

　ホーム網の SDF のデータマネージャは、アクセス中ネットワーク識別（accessingNetworkId）属性

の更新が成功すると、ホーム網の SDF から、在圏網の SDF へのシャドウ更新の実行を指示する。ホー

ム網の SDF は SDF データマネージャより指示を受けると、「空き」状態から「後続要求待ち」状態

に遷移する。その後ホーム網の SDF は DSA シャドウ結合（dSAShadowBind）オペレーションを在圏

網の SDF へ送信し、「結合結果待ち」状態に遷移する。DSA シャドウ結合を受信した在圏網の SDF

は、「空き」状態から「結合結果待ち」状態に遷移する。結合が成功したときには、在圏網の SDF

は結合成功を示すために DSA シャドウ結合結果（dSAShadowBindResult）を送信し、「SDF と結合

中」状態に遷移する。DSA 結合結果を受信したホーム網の SDF は「SDF と結合中」状態に遷移する。

何らかの理由により結合が失敗した場合には、在圏網の SDF は DSA シャドウ結合エラー

（dSAShadowBindError）をホーム網の SDF に送出する。このとき互いの SDF は「空き」状態に遷移

し、結合しない。この場合、その後の動作は実行されない。
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　DSA シ ャ ド ウ 結 合 が 成 功 し た 場 合 に は、 ホ ー ム 網 の SDF は シ ャ ド ウ 更 新 調 整

（inCoordinateShadowUpdate）オペレーションを在圏網の SDF に対して送出し、「調整結果待ち」状

態へ遷移する。シャドウ更新調整オペレーションは、シャドウ供給側が意図している更新の送信に

関連するシャドウの合意を指定するために用いる。更新調整オペレーションを受信した在圏網の

SDF は 「 調 整結 果 待 ち 」状 態 に 遷移 し 、 ホ ーム 網 の SDF に 対 し て 更新 調 整 結 果

（inCordinateShadowUpdateResult）を返送し、「更新待ち」状態に遷移する。更新調整結果を受信し

たホーム網の SDF は「更新待ち」状態へ遷移し、シャドウの提供が可能であるならばシャドウ更新

（inUpdateShadow）オペレーションを送出し、「更新確認待ち」状態に遷移する。シャドウ更新で

在圏網に存在していた PHS ローミングサービスプロファイルのコピーは消去される。シャドウ更新

オペレーションを受信した在圏網の SDF は「更新確認待ち」状態に遷移し、シャドウ更新オペレー

ションが正常に完了した場合は、シャドウ更新結果（inUpdateShadowResult）をホーム網の SDF へ送

出して「更新待ち」状態へ遷移する。シャドウ更新結果を受信したホーム網の SDF は、DSA シャド

ウ結合解放（dSAShadowUnbind）オペレーションを在圏網の SDF へ送出する。このときホーム網の

SDF は在圏網の SDF との結合を解放し、「空き」状態に遷移する。 DSA シャドウ結合解放オペレー

ションを受信した在圏網の SDF は、ホーム網の SDF との結合を解放し、「空き」状態に遷移する。

　この時、ホーム網の SDF データマネージャはアクセス中ネットワーク識別（accessingNetworkId）

属性のアクセス中状態を「空き」に変更する。

3.3　信号シーケンス

　PHS ローミングサービスプロファイル消去手順の信号シーケンスを示す。本手順は２つの動作に分離さ

れるため、各動作別に示す。

図 F-3/JT-Q1218-a　(1) アクセス中ネットワーク識別（accessingNetworkId）属性の変更

図 F-4/JT-Q1218-a　(2)　PHS ローミングサービスプロファイルの消去
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尚、本手順において既に使用可能な認証されたｱｿｼｴｰｼｮﾝが確立されている場合、dSAUnbind の送出は不要である。

図 F-3／JT-Q1218-a　(1)アクセス中ネットワーク識別(accessing Network Id)の更新

ＳＤＦと結合中
SDF Bound

ＳＤＦと結合中
SDF Bound

結合結果待ち
Wait for Bind Result

空き
Idle

ＤＳＡ結合エラー時

空き
Idle

後続要求待ち

dSAUnbind

結合結果待ち
Wait for Bind Result

ホーム網
SDSM-ChT

在圏網ＳＤＦ
SDSM-ChI

dSAUnbind

ＳＤＦと結合中
SDF Bound

ＳＤＦと結合中
SDF Bound

結合処理中
Bind Pending

dSABind

dSABindResult
(Successful)

inChainedModifyEntry

inChainedModifyEntryResult

空き
Idle

結合処理中
Bind Pending

空き
Idle

ＳＤＦと結合中
SDF Bound

ＳＤＦと結合中
SDF Bound

Wait for Subsequent Request

空き
Idle

空き
Idle

dSABindError

ＳＤＦからのエラー応答時

ＳＤＦと結合中
SDF Bound

ＳＤＦと結合中
SDF Bound

空き
Idle

ＳＤＦと結合中
SDF Bound

空き
Idle

ＳＤＦと結合中
SDF Bound

Attribute Error
Name Error

Service Error
IN-dSA Referal Error

Security Error
Update Error



- 101 - ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ

空き
Idle

更新待ち
Wait for Update

更新待ち
Wait for Update

結合結果待ち
Wait for Bind Result

結合結果待ち
Wait for Bind Result

SDF 結合エラー時

SDF 結合解放時

空き
Idle

後続要求待ち

結合結果待ち
Wait for Bind Result

ホーム網ＳＤＦ
提供側起動
SDSM-ShM

在圏網ＳＤＦ
提供側起動
SDSM-ShC

ＳＤＦと結合中
SDF Bound

dSAShadowBind

dSAShadowUnbind

dSAShadowBindResult
(SDF Bind Error)

dSAShadowUnbind

dSAShadowBind Result
(SDF Bind Success)

inCoordinateShadowUpdate

inCoordinateShadowUpdateResult

inUpdateShadow

inUpdateShadowResult

結合結果待ち
Wait for Bind Result

ＳＤＦと結合中
SDF Bound

Wait for Subsequent Request

調整結果待ち

Wait for Coordination Result

更新確認待ち
Wait for Update Confirmation

空き
Idle

空き
Idle

ＳＤＦと結合中
SDF Bound

ＳＤＦと結合中
SDF Bound

空き
Idle

空き
Idle

調整結果待ち

Wait for Coordination Result

更新確認待ち
Wait for Update Confirmation

更新待ち
Wait for Update

更新待ち
Wait for Update

空き
Idle

空き
Idle



ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ - 102 -

図 F-4／JT-Q1218-a　(2)PHS ローミングサービスプロファイルの削除

調整結果待ち

ホーム網ＳＤＦ
提供側起動
SDSM-ShM

在圏網ＳＤＦ
提供側起動
SDSM-ShC

シャドウ調整結果待ちからＳＤＦ結合解放時

更新待ちからの SDF 結合解放時

更新確認待ちから SDF 結合解放時

シャドウ調整失敗時

dSAShadowUnbind

dSAShadowUnbind

dSAShadowUnbind

dSAShadowUnbind

Wait for Coordination Result

空き
Idle

空き
Idle

空き
Idle

空き
Idle

調整結果待ち
Wait for Coordination Result

更新待ち
Wait for Update

更新待ち
Wait for Update

空き
Idle

空き
Idle

更新確認待ち

Wait for Update Confirmation
更新確認待ち

Wait for Update Confirmation

調整結果待ち 調整結果待ち
Wait for Coordination Result

ＳＤＦと結合中

SDF Bound

ＳＤＦと結合中

SDF Bound

Wait for Coordination Result



- 103 - ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ

付録Ｉ　チャレンジ／レスポンス型認証方式

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８－ａに対する）

本付録は、ＰＨＳローミング能力セット１に関するものである。

１．はじめに

　ＪＴ－Ｑ１２１８第３編プロトコル編における「認証フレームワーク」では、パスワードを用いた簡易

な認証手法、および公開鍵暗号系を用いる強度の厳密認証手法を規定する。本付録は、移動体通信環境で

実用に供されているチャレンジ／レスポンス型認証方式を例にとり、ＪＴ－Ｑ１２１８で規定される認証

フレームワークのチャレンジ／レスポンス型認証方式への適用手法について例示する。

２．チャレンジ／レスポンス型認証方式の概要

　ネットワークサービスを提供するサービス提供者が、ユーザ（ＰＳと呼ぶ）の正当性の検証を行う事を

目的とする。チャレンジ／レスポンス型認証においては、ユーザ（ＰＳ）が認証のチャレンジャーとなり、

ネットワーク提供者が認証の検証者となる。まず、検証者が乱数（Ｃ）を生成し、チャレンジャーに送信

する。認証チャレンジャーは、転送された乱数（Ｃ）を自分の計算処理機能（多くは暗号処理）を用いて

計算し、出力Ｒを生成し、検証者へＲ（応答）を返送する。検証者は、登録された認証チャレンジャー（ユー

ザ）の計算処理を用いて乱数Ｃを改めて処理し、その結果をＲと比較する。ここで、ユーザから返送して

きた応答Ｒが正当なユーザによる計算結果である否かを確認し、これによりユーザの正当性を検証する。

本方式は、検証者が送信する乱数（Ｃ）が毎回変化するため、パスワードのような固定情報を利用するも

のと比較し、安全性が高いと言える。

３．ＪＴ－Ｑ１２１８を用いたチャレンジ／レスポンス型認証方式の実現例

3.1　想定する通信形態

　ネットワークサービスを提供するサービス制御機能（ＳＣＦ）が、ユーザ（ＰＳ）の正当性の検証を行

うため、ＳＣＦとユーザの間でチャレンジ／レスポンス型認証を実行するが、ＳＣＦにはその認証の検証

機能がないことを想定する。従って、ＳＣＦはユーザの認証に必要となる計算処理を実行できるサービス

データ機能（ＳＤＦ）にアクセスし、ユーザの認証をＳＤＦに依頼する通信形態を考える。

3.2　認証方式のプロトコルシーケンス

　ユーザＰＳＡの認証のために、ＳＣＦ（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．５００におけるＤＵＡ相当）とＰＳＡは、

チャレンジ（Ｃ：乱数）／レスポンス（Ｒ：応答）の交換を行う。付図Ⅰ－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａに

チャレンジ／レスポンス型認証方式のプロトコルシーケンスを示す。尚、認証種別（Ｋ）を事前にＳＣＦ

に通知する場合は、チャレンジ／レスポンスの交換の前に行う。ＰＳＡでは、Ｃ（乱数）を関数ｆＡ（ユー

ザの計算処理機能）にて処理を実行し、Ｒ（応答）を生成する。ＳＣＦは、検証機能を保有しないため、

ＰＳＡのＩＤ、乱数Ｃ、応答Ｒ、認証種別Ｋを用いてＳＤＦに認証の検証を依頼する（ディレクトリ結合

手順）。ＳＤＦでは、ＰＳＡとして登録されている認証処理（ＰＳＡの計算処理）を行い、その結果と応

答Ｒを比較することによりＰＳＡの正当性を確認し、その結果をＳＣＦに返答する（ディレクトリ結合結

果／ディレクトリ結合エラー手順）。



ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ - 104 -

付図Ⅰ－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　認証方式のプロトコルシーケンス

3.3　ＳＣＦにおける処理

　ＳＣＦでは、ＪＴ－Ｑ１２１８で規定する「秘匿パスワード認証」手法に準拠する。本手法は、付図Ⅰ

－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａで示すように、関数ｆ１（処理内容は規定せず）を用いる。関数ｆ１の入力

は、識別名（ＩＤ＝Ａ）、パスワード（ＰＷ）、時間情報（ｔ１）、乱数（ｑ１）で、その出力は、Protected

1=f1(t1,q1,A,PW)と規定される。上述のチャレンジ／レスポンス型認証の実現において、上記秘匿パスワー

ド認証手法を用いるためには、ＳＣＦでは以下の処理を行う。

付図Ⅰ－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　ＳＣＦにおける関数ｆ１処理

(1) 　関数ｆ１は、実際はユーザＰＳＡの関数ｆＡ（計算処理）として動作するものである。従って、

ＳＣＦではＰＳＡ上の結果を元にあたかも関数ｆ１処理を行っているように振る舞う。

(2) 　秘匿パスワード認証手法で定義する関数ｆ１を以下に示す関数と定義する。

ＳＤＦ(ＤＳＡ)ＳＣＦ(ＤＵＡ)利用者（PSA）

接続（IDA）

認証種別（Ｋ）

乱数Ｃ生成

Ｒ＝ｆＡ（Ｃ）

乱数：Ｃ

応答：Ｒ
DirectoryBind(ID,t1,C,K,R)

認証検証

DirectoryBindResult or
DirecryBindError

応答Ｒ
f1

Protected１=f1(t1,q1,A,PW)

ＩＤ：Ａ識別名

ｔ１日時

ＣＰＷ

Ｋ乱数 q1
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(a) 　関数ｆ１の入力情報は、識別名（ＩＤ＝Ａ）、パスワード（ＰＷ）、時間情報（ｔ１）、乱数

（ｑ１）とする。尚、時間情報（ｔ１）、乱数（ｑ１）の使用はオプションとする。各々の入

力情報の意味付けは以下の通りである。

－識別名（ＩＤ＝Ａ）：ＰＳユーザの識別名

－パスワード（ＰＷ）：ＳＣＦが生成する乱数　Ｃ

－時間情報（ｔ１）　：ＳＣＦがＳＤＦとやりとりするために生成する時間

情報（オプション）

－乱数（ｑ１）：認証種別Ｋ（ビット列として規定される）

（注）本パラメータはオプションで、使用されない場合は、ＳＣＦとＳＤＦの間で事前に認証種別の取決

めが必要である。

(a) 　関数ｆ１の出力は、以下の通りである。

　Protected1=f1(t1,q1,A,PW)=f1(t1,K,A,C)=fA©=R

関数ｆ１の処理は、入力ｔ１，ｑ１，Ａを無視し、入力ＰＷのみを入力情報として処理する。従っ

て、最終的な出力情報はｆＡ（Ｃ）＝Ｒであり、これは、ＰＳＡからの応答Ｒである。

(3) 　上記関数ｆ１の処理結果と各種情報をＳＤＦに対して Bind　ＰＤＵ（プロトコルデータ単位）を

用いて送信する。Bind　ＰＤＵのフォーマットと情報の対応関係を以下に示す。

DirectoryBindArgument::=SET{

credentials [0]　Credentials OPTIONAL,

versions [1]　Versions DEFAULT {v1}}

Credentials::=CHOICE{

simple [0]　SimpleCredentials,

strong [1]　StrongCredentials,

externalProcedure [2]　EXTERNAL }

SimpleCredentials::=SEQUENCE {

name [0]　DistinguishedName, －－－－ＩＤ：Ａ（ＰＳのユーザ識別名）

validity [1]　SET {

timel [0]　UTCTime　OPTIONAL, －－－－ｔ１

time2 [1]　UTCTime　OPTIONAL,

random1 [2]　BIT STRING OPTIONAL, －－－－Ｃ

random2 [3]　BIT STRING OPTIONAL, －－－－Ｋ｝

password [2]　OCTET STRING OPTIONAL, －－－－Ｒ｝

Versions::=BIT STRING　{v1(0)}
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3.4　ＳＤＦにおける処理

　ＳＣＦから送出される BindＰＤＵを受け付けると、ＳＤＦは以下の処理を実行する。

(1) 　受信情報 BindＰＤＵから、バージョン(versions) 、ＩＤ、ｔ１、Ｃ、Ｋ、Ｒを取り出す。

(2)　バージョン(versions)、ＩＤを確認する。エラー時は、ディレクトリ結合エラー(DirectoryBindError)

で利用不能(unavailable)が指定されたサービスエラー(ServiceError)を返答する。

(3) 　ｔ１が使用された場合は、それを確認する。確認方法は、ＤＳＡがディレクトリ結合(DirectoryBind)

オペレーションを受信した時間ｔｘとｔ１を比較し、時間情報に大きな隔たりがないことを確認す

る。エラー時は、ディレクトリ結合エラー(DirectoryBindError)で不正資格証明(invalidCredentials)が指

定されたセキュリティエラー(SecurityError)を返答する。ｔ１が使用されない場合は、本手順を飛ば

して手順（４）に進む。

(4)　認証種別 K が使用された場合は、それを確認する。確認が成功した場合は、ユーザ PS の認証関数

ｆＡを準備する。該当する種別の登録がない場合は、ディレクトリ結合エラー(DirectoryBindError) で

不正資格証明(invalidCredentials)が指定されたセキュリティエラー(SecurityError)を返答する。尚、認

証種別Ｋが使用されない場合は、予めＳＣＦと ＳＤＦの間で取り決められた認証種別を使用するこ

ととする。

(5)　Ｒ’＝ｆＡ（Ｃ）を計算し、ＳＣＦから送付されたＲとＲ’を比較確認する。これらが等しくな

い時は、ディレクトリ結合エラー(DirectoryBindError)で無効資格証明(invalidCredentials)が指定された

セキュリティエラー(SecurityError)を返答する。

(6)　上記（１）－（５）の確認をすべて終了し、すべてに成功した場合は、認証成功としてディレク

トリ結合結果(DirectoryBindResult)を返答する。バージョン(versions)は Bind ＰＤＵと同じ値を返答す

る。上記処理結果として、BindResult ＰＤＵ、および BindError ＰＤＵのフォーマットを以下に示す。

DirectoryBindResult::=DirectoryBindResultAtrgument

DirectoryBindResultArgument::=SET{

credentials [0] Credentials OPTIONAL,

version [1] Versions DEFAULT {vl}}

Versions::=BIT STRING {vl(0)}

DirectoryBindError::=SET {

versions [0] Versions DEFALT {vl},

CHOICE　　{

serviceError [1] ServiceProblem,

SecurityError [2]　SecurityProblem　}}

ServiceProblem::=INTEGER {

unavailable(2)}

SecurityProblem::=INTEGER {

inapproriateAuthentication　(1),

invalidCredentials　(2) }
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付録Ⅱ　基本アクセス制御例

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８－ａに対する）

本付録は、ＰＨＳローミング能力セット１に関するものである。

１．はじめに

　ＰＨＳ加入者(PHS subscriber)のエントリ内の情報（属性）についてのアクセス制御は ACIItem にて規定

される。

　本付録では、付図Ⅱ－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａに示されるディレクトリ情報木におけるＰＨＳローミ

ングサービスプロファイル問い合わせ手順、網間位置登録手順にて行われる抽象操作におけるアクセス制

御の設定例を示す。

　ＰＨＳサービス提供者は、以下の内容規則によって、entryACI 属性値(ACIItem)としてアクセス制御情報

をＰＨＳ加入者(PHS subscriber)オブジェクトクラスで規定されたエントリ内に格納する。

crl CONTENT-RULE ::={

STRUCTURAL　OBJECT　CLASS　phsSubscriber

MAY CONTAIN {entryACI}}

　entryACI 属性については、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．５０１のＡＮＮＥＸ　Ｄを参照のこと。

付図Ⅱ－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　ディレクトリ情報木の例

２．ＰＨＳ加入者からのアクセスに対する基本アクセス制御情報

　基本アクセス制御を定義するために、以下の条件を与える。

(1) 　Provider1 のＰＨＳ加入者は自分のエントリ内の契約基本サービス(subscribed basic service)、許容契

約基本サービス(allowed subscribed basic service)属性を読み出すことができる。

(2) 　Provider1 のＰＨＳ加入者は自分のエントリ内のルーチングアドレス(routing address)、ローミング

活性状態(roaming activation status)、在圏提供者識別子(visited provider ID)属性値を更新することがで

きる。

country＝JP

phsServiceProvider=Provider1

phsSubscriber
　　=PSN1

phsSubscriber
　　=PSN2

phsSubscriber
　　=PSN3

phsSubscriber
　　＝PSN4

PSN　：PHS 番号

：Provider1 の SDF が管理するエントリ
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　(1)はＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合わせ手順にて読み出す属性を、また、(2)は網間位置

登録手順にて更新する属性を表している。

　上記条件(1)、(2)を満たす entryACI 属性の値の例を以下に示す。

　ＰＨＳ加入者がディレクトリユーザである場合には、簡易認証を必須とすることを前提とする。

identificationTag “Self Administration of Provider1 Subscriber entries (part1)”

Precedence 30

UserClasses thisEntry　＜－－ディレクトリユーザがＰＨＳ加入者である

authenticationLevel simple　＜－－簡易認証が必要である

ProtectedItems {entry}

GrantsAnd Denials {grant Browse, grantModify}

　“Self Administration of Providerl Subscriber entries(part1)”はディレクトリユーザがＰＨＳ加入者である場合

に、ＰＨＳ加入者エントリ内の属性が読み出し、かつ更新対象となるうることを示す。

identificationTag “Self Administration of Provider1 Subscriber entries (part2)”

Precedence 30

UserClasses thisEntry

authenticationLevel simple

ProtectedItems {attributeType{subscribedBasicService}, allowedsubScribedBasicService},

allAttributeValues{subscribedBasicService, allowedsubScribedBasicService}}

GrantsAndDenials {grantRead}

　“Self Administration of Providerl Subscriber entries(part2)”はＰＨＳローミングサービスプロファイル問い合

わせ手順にて読み出し可能な属性を規定している。

identificationTag “Self Administration of Provider1 Subscriber entries (part3)”

Precedence 30

UserClasses thisEntry

authenticationLevel simple

ProtectedItems {attributeType{roamingActivationStatus, routingAddress, visitedProviderId},

allAttributeValues{roamingActivationStatus, routingAddress, visitedProviderId}}

GrantsAndDenials {grantAdd, grantRemove}

　“Self Administration of Providerl Subscriber entries(part3)”は網間位置登録手順にて更新可能な属性を規定し

ている。
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identificationTag “Self Administration of Provider1 Subscriber entries (part4)”

Precedence 30

UserClasses thisEntry

authenticationLevel simple

ProtectedItems {attributeType{roamingProviderId},

allAttributeValues{roamingProviderId}}

GrantsAndDenials {grantFilterMatch}

　“Self Administration of Provider1 Subscriber entries(part4)”は在圏網にアクセスしてきたＰＨＳ端末がその在

圏網とローミング契約がなされているかどうかを在圏網が確認する場合拡張フィルタ(extendedFilter)パラ

メータにて使用できる属性を規定している。

　identificationTag, Precedence パラメータの値はサービス提供者に依存する。

３．任意のユーザからのアクセスに対する基本アクセス制御情報

　基本アクセス制御を定義するために、以下の条件を与える。

(3)　任意のユーザは Provider1 のユーザのエントリ内のルーチングアドレス(routingaddress)属性を読み

出すことができる。

　(3)は位置情報読出手順にて読み出し可能な属性を表している。

　上記条件(3)を満たす entryACI 属性の値の例を以下に示す。

identificationTag “Public Access-Enable entry access for Search Operation”

precedence 10

UserClasses {allUsers}

authenticationLevel none

ProtectedItems {entry}

GrantsAndDenials {grantBrowse}

　“Public Access-Enable entry access for Search Operation”は任意のユーザの場合にＰＨＳ加入者エントリの属

性が読み出し対象であることを示す。

identificationTag “Public Access-Enable attribute access for Search ”

precedence 10

UserClasses {allUsers}

authenticationLevel none

ProtectedItems {attributeType{routingAddress},

allAttributeValues{routingAddress}}

GrantsAndDenials {grantRead}

　“Public Access-Enable attribute access for Search”は位置情報読出手順にて読み出し可能な属性を規定してい

る。
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付録Ⅲ　能力セット２に関する認証方式

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８－ａに対する）

　本付録は、ＰＨＳローミング能力セット２に関するものである。

１．はじめに

　能力セット２における認証とは、在圏網にローミングしている PHS 端末の正当性を在圏網が検証するセ

キュリティ機能（サービスユーザ認証）であり、転送されるメッセージに対してなされる認証機能（メッ

セージ認証）とは異なる。本付録では、認証方式の概要について示す。

２．認証方式

　一般に、認証方式は、認証メカニズム、認証手順、および認証アルゴリズム（暗号アルゴリズムと等価）

により規定される。

2.1　認証メカニズム

　チャレンジ/レスポンス型認証メカニズムの実現例を示す。本メカニズムでは、ユーザ（PHS 端末）が認

証のチャレンジャーとなり、ネットワーク提供者（在圏網 SDF）が認証の検証者となる。検証者である在

圏網 SDF は、事前に乱数Ｃと処理結果Ｒのペアを複数格納する。ここで処理結果Ｒは、該 PHS 端末の秘密

情報でその乱数Ｃを処理した結果情報である。

　例えば、ある暗号系をｆ（ ）とすると、処理をした結果は、Ｒ＝ｆ（Ｃ）と記述できる。この場合、暗

号系ｆ（ ）の暗号鍵は上記秘密情報に当たり、ホーム網（SDF）と正当な利用 PHS 端末のみが保有できる。

即ち、PHS 端末の秘密情報は、在圏網では露呈しないことが前提であり、ホーム網／PHS 端末において秘

密裡に管理される。

注：ｆ（ ）については、ｆ-1（ ）を簡単に求めることができないことが要求される。

　在圏網では、乱数Ｃと処理結果Ｒのペア（Ｃ／Ｒ）を保有し、Ｒの生成アルゴリズムを知ることなく、

比較処理のみを実行することで、ローミングユーザ（PHS 端末）を認証する。具体的には、以下のメカニ

ズムを実行する。尚、C／R ペアの在圏網 SDF における格納形態としては、C／R ペアはひとつの属性で表

現され、その属性値として複数のペア情報をユーザ毎に一括して（シングルバリュー）保有する。

　１）検証者（在圏網 SDF）は蓄積保有する乱数と処理結果のペア（Ｃ／Ｒ）のうち、乱数Ｃをチャレン

ジャー（PHS 端末）に送信する。

　２）チャレンジャーは転送された乱数（C）を PHS 端末が秘密裡に保有する計算処理機能（多くは暗号

処理）を用いて計算し、処理結果 R'を生成し、検証者へ R'を返送する。

　３）上記１）で保有とする処理結果Ｒと、チャレンジャーより返送された処理結果Ｒ'とを比較し、等し

い場合は検証者である在圏網がアクセスする PHS 端末の正当性を検証できたと判断する。

　４）ＲとＲ'が等しくない場合は、アクセスする PHS 端末が不正であると判断する。
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2.2　認証手順

　能力セット２における認証機能は、以下に示す総合的な手順により実現される。

　手順１）初回位置登録時サービスプロファイル読み出し手順　：　認証情報（Ｃ／Ｒペアセット）は PHS

ユーザのサービスプロファイル情報の一部であるため、ホーム網のＣ／Ｒペアを在圏網 SDF にコピーする。

　手順２）在圏網で上記認証情報（C／R ペア）を用いた認証手順

　手順３）認証情報の残数がなくなった時点で、在圏網 SDF が自律的に実行する追加読み出し手順

　ここで、上記手順１）および手順３）については、本標準本体、および付属資料 E を参照されたい。

　本節では、上記手順２）について、以下に示す。

2.2.1　認証用格納情報

　能力セット２では、以下の２種類の認証情報を在圏網 SDF にて格納する。

－位置登録用認証情報　：位置登録時の認証に利用

－発着信用認証情報　：発着信、およびハンドオーバ時の認証に利用

　これらの認証情報は、基本的に上記Ｃ／Ｒのペアセットであるが、その使用方法が異なる。

2.2.2　位置登録認証手順

　在圏網 SDF に格納される認証情報（Ｃ／Ｒペアセット）は、以下のような構成をとる。

　Ｃ１／Ｒ１、　Ｃ２／Ｒ２、　Ｃ３／Ｒ３、　Ｃ４／Ｒ４、‥

　第１回目の位置登録には、Ｃ１／Ｒ１のペアが使用される。また、第２回目の位置登録には、次のペア

であるＣ２／Ｒ２が使用される。この場合、Ｃ１／Ｒ１とＣ２／Ｒ２には全く相関がないことが望ましい。

このため、使用するペアは、在圏網 SDF の格納順序と独立に選択できる。

　認証手順としては、SCF（ローミング用のサービス論理）が在圏網 SDF に対して、属性読み出しの探索

操作（属性：位置登録用認証情報）を発行し、在圏網の SDF マネージャ（付属資料 E 参照）が探索結果で

ある位置登録用認証情報のすべてのＣ／Ｒペアを引き取る。SDF マネージャは、そのＣ／Ｒペアセットの

中から一つのペアを選択し、そのＣ／Ｒペアを実際の位置登録用のユーザ認証のために、SCF に返送する。

例えば、在圏網 SDF マネージャは、未使用のＣ／Ｒペアセットをすでに在圏網 SDF 内に格納されているＣ

／Ｒペアセットと差し替える操作を実行する（未使用の認証情報のみを格納）。これらの SDF 処理は、在

圏網 SDF におけるローカル処理であり、具体的な実現手法はその実装方法に依存する。
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2.2.3　発着信認証手順

　在圏網 SDF に格納される発着信用認証情報のＣ／Ｒペアセットは、以下のような構成をとる。

Ｃ1／Ｒ1-1、　Ｒ1-1／Ｒ1-2、　Ｒ1-2／Ｒ1-3、　Ｒ1-3／Ｒ1-4、‥（第１回目のセット）

Ｃ2／Ｒ2-1、　Ｒ2-1／Ｒ2-2、　Ｒ2-2／Ｒ2-3、　Ｒ2-3／Ｒ2-4、‥（第２回目のセット）

Ｃ3／Ｒ3-1、　Ｒ3-1／Ｒ3-2、　Ｒ3-2／Ｒ3-3、　Ｒ3-3／Ｒ3-4、‥（第３回目のセット）

‥‥

Ｃn／Ｒn-1、　Ｒn-1／Ｒn-2、　Ｒn-2／Ｒn-3、　Ｒn-3／Ｒn-4、‥（第 n 回目のセット）

‥‥

　即ち、第１回目の発着信には、Ｃ1／Ｒ1-1 のペアが使用され、第２回目の発着信にはＣ2／Ｒ2-1 のペア

が用いられる。このように、第 n 回目の発着信には、第 n 番目のＣn／Ｒn-1 のペアが使用される。

　認証手順としては、SCF（ローミング用のサービス論理）が在圏網 SDF に対して、属性読み出しの探索

操作（属性：発着信用認証情報）を発行し、在圏網の SDF マネージャ（付属資料 E 参照）が探索結果であ

る発着信用認証情報のすべてを引き取る。SDF マネージャは、発着信用認証情報の中の最も若番のＣx／Ｒ

x-1、Ｒx-2、Ｒx-3 ‥‥の認証情報（上記の例（第１回目）では、C1／Ｒ1-1、Ｒ1-2、Ｒ1-3 ‥）を選択し、

そのセットを実際の発着信／ハンドオーバ用のユーザ認証のために、SCF に返送する。その後、在圏網 SDF

マネージャは、その時の認証で用いた使用済み認証情報（上記例では C1／Ｒ1-1、Ｒ1-2、Ｒ1-3 ‥）を除

く未使用の認証情報セット（Ｃ2、Ｒ2-1、Ｒ2-2‥、Ｃ3、Ｒ3-1、Ｒ3-2‥、‥）をすでに在圏網 SDF 内に格

納されている発着信用認証情報セットと差し替える操作を実行する。これらの SDF 処理は、在圏網 SDF に

おけるローカル処理であり、具体的な実現手法はその実装方法に依存する。尚、ハンドオーバの発生時に

は、SCF には新たな SDF へのアクセスは不要であり、発着信時に得た認証情報セットを用いてハンドオー

バ時のユーザ認証を実現する。

以下に、SCF への返送情報、ならびに認証処理後の在圏網 SDF への格納情報の観点から、例示する。

第１回目の発着信

SCF への返送情報＝Ｃ1、Ｒ1-1、Ｒ1-2、Ｒ1-3、Ｒ1-4、‥‥

処理後の在圏網 SDF への格納情報＝Ｃ2、Ｒ2-1、Ｒ2-2、Ｒ2-3、Ｒ2-4、‥‥

Ｃ3、Ｒ3-1、Ｒ3-2、Ｒ3-3、Ｒ3-4、‥‥

‥‥

第２回目の発着信

SCF への返送情報＝Ｃ2、Ｒ2-1、Ｒ2-2、Ｒ2-3、Ｒ2-4、‥‥

処理後の在圏網 SDF への格納情報＝Ｃ3、Ｒ3-1、Ｒ3-2、Ｒ3-3、Ｒ3-4、‥‥

Ｃ4、Ｒ4-1、Ｒ4-2、Ｒ4-3、Ｒ4-4、‥‥

‥‥

第２回目の発着信でのハンドオーバ

SCF への返送情報＝SCF からのアクセスがないため、返送はなし

処理後の在圏網 SDF への格納情報＝Ｃ3、Ｒ3-1、Ｒ3-2、Ｒ3-3、Ｒ3-4、‥‥

Ｃ4、Ｒ4-1、Ｒ4-2、Ｒ4-3、Ｒ4-4、‥‥

‥‥
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2.3　認証アルゴリズム

　認証アルゴリズムとは、上記認証メカニズムにおけるｆ（ ）のアルゴリズム種別を指す。本認証アルゴ

リズムは上記のように秘密鍵暗号の暗号系種別に分類されるが、本標準においては、特にアルゴリズム種

別は規定しない。

（注：アルゴリズム種別とは、FEAL 暗号、DES 暗号などを指す）

2.4　認証用情報の追加読み出しのタイミング

　在圏網の SDF 上に、上述の認証情報（位置登録用認証情報のＣ／Ｒペア、または発着信用認証情報セッ

ト）がなくなった場合、在圏網 SDF が自律的にホーム網 SDF に対して、不足している認証情報の追加読み

出しを行う。尚、本追加読み出しが多少の認証情報が残っている状態で起動された場合は、在圏網に残っ

ている認証情報にホーム網からの認証情報のコピーが上書きされるため、残認証情報の再利用はできない。

2.5　ホーム網ＳＤＦにおける認証情報の生成

　上記追加読み出しが要求された場合は、論理的には、ホーム網 SDF において保有される２種類の認証情

報（位置登録用認証情報、発着信用認証情報）を在圏網の SDF へコピーする。しかし、現実的には、在圏

網からの要求があった時点で認証情報を生成することも考えられる。ホーム網における認証情報の生成タ

イミングに関しては、ローカルマターである。
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付録Ⅳ　在圏網におけるＰＨＳローミング番号の扱い

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８－ａに対する）

　本付録は、ＰＨＳローミング能力セット２に関するものである。

１．はじめに

　本付録は、ＪＴ－Ｑ１２１８－ａの能力セット２で規定されたＰＨＳローミング番号の在圏網における

扱いについて記述している。付図ＩＶ－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａに示すディレクトリ情報ツリー（ＤＩ

Ｔ）構造におけるＰＨＳローミング番号の別名エントリの作成・消去に関する手順を例示する。本付録で

規定するＰＨＳローミング番号の扱いは、在圏網がＰＨＳローミング番号でＰＨＳ端末を識別する場合に

適用されるが、ホーム網がＰＨＳローミング番号を在圏網を識別するためだけに用いる場合には適用され

ない。

２．別名オブジェクトクラスとディレクトリ情報ツリー（ＤＩＴ）構造規則

2.1　ＰＨＳローミング加入者

　ＰＨＳローミング加入者（phsRoamingSubscriber）オブジェクトクラスについて規定する。

2.1.1　別名オブジェクトクラスの定義

　ＰＨＳローミング加入者（phsRoamingSubscriber）別名オブジェクトクラスの別名エントリは、 ＰＨＳ Ｉ

ＳＰＴ加入者プロファイル（phsISPTSubscriberProfile）オブジェクトクラスのエントリの別名（alias）とし

て使用される。この別名エントリの識別名（ＤＮ）は、ＰＨＳ  ＩＳＰＴ加入者プロファイル

（phsISPTSubscriberProfile）オブジェクトエントリの名前となる。別名エントリの aliasedEntryName 属性値

として、該当ＰＨＳ端末のＰＨＳローミングサービスプロファイルのシャドウコピーの識別名を与える。

別名オブジェクトクラス定義の一例として以下のように表現してもよい。

phsRoamingSubscriber OBJECT-CLASS ::= {

SUBCLASS OF { alias }

MUST CONTAIN { aliasedEntryName }

ID { local-phsRoamingSubscriber } }

これに対してオブジェクト識別子を付与する必要がある。

2.1.2　ＰＨＳローミング加入者名前形成の定義

　ＰＨＳローミング加入者名前形成（phsRoamingSubscriberNameForm）は、ＰＨＳローミング加入者

（phsRoamingSubscriber）オブジェクトクラスのエントリのための相対識別名（ＲＤＮ）として使用される

属性を規定する。次に示す名前形成定義は、ＰＨＳローミング番号（phsRoamingNumber）属性が、ＰＨＳ

ローミング加入者（phsRoamingSubscriber）オブジェクトクラスのＲＤＮとして許可された属性であること

を示す。

phsRoamingSubscriberNameForm NAME-FORM ::= {

NAMES phsRoamingSubscriber

WITH ATTRIBUTES { phsRoamingNumber }

ID { local-phsRoamingSubscriberNameForm } }

　これに対してオブジェクト識別子を付与する必要がある。
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2.2　ディレクトリ情報ツリー（ＤＩＴ）構造規則

　次に定義される構造規則は付図ＩＶ－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａに示されるディレクトリ情報ツリーを

指定する。オブジェクトクラスの国（country）、ＰＨＳ ＩＳＰＴサービス提供者（phsISPTServiceProvider）、

ＰＨＳ ＩＳＰＴ加入者プロファイル（phsISPTSubscriberProfile）及び構造規則の sr1、sr2、sr3 はＪＴ－Ｑ

１２１８－ａの能力セット２に記述される。

sr4 STRUCTURE-RULE ::= {

NAME-FORM

SUPERIOR RULES

ID

phsRoamingSubscriberNameForm

{ sr2 }

4 }

付図ＩＶ－１／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　ディレクトリ情報ツリー（ＤＩＴ）構造規則の例

３．在圏網における別名エントリの具体例

　付図ＩＶ－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａに在圏網のディレクトリ情報ツリーの例を示す。この図でＰＨＳ

端末（ＰＨＳ番号＝ＰＳＮ１、ＰＳＮ２、ＰＳＮ３）のホーム網のサービス提供者はサービス提供者１

（ phsISPTServiceProvider = Provider1 ）であり、在圏網のサービス提供者はサービス提供者２

（ phsISPTServiceProvider = Provider2 ） で あ る 。 Ｐ Ｈ Ｓ  Ｉ Ｓ Ｐ Ｔ 加 入 者 プ ロ フ ァ イ ル

（phsISPTSubscriberProfile）がシャドウイングされた段階で別名エントリが生成され、在圏網ではそれに対

応するＰＨＳローミング番号を付与する。ＰＨＳ番号のＰＳＮ１、ＰＳＮ２、ＰＳＮ３のエントリはホー

ム網からのＰＨＳローミングサービスプロファイルのシャドウコピーである。それぞれのシャドウコピー

を在圏網ＳＤＦに作成する時に別名エントリとして、ＰＳＲＮ１、ＰＳＲＮ２、ＰＳＲＮ３を作成する。

　ここで別名エントリＰＳＲＮ１を例として説明する。別名エントリＰＳＲＮ１の名前は{ country = JP,

phsISPTServiceProvider = Provider2, phsRoamingSubscriber = PSRN1 } であり aliasedEntryName 属性値として

{ country = JP, phsISPTServiceProvider = Provider1,  phsISPTSubscriberProfile = PSN1 } の値をとる。このとき

別 名 エ ン ト リ Ｐ Ｓ Ｒ Ｎ １ の 識 別 名 は  { country = JP, phsISPTServiceProvider = Provider1,

phsISPTSubscriberProfile = PSN1 }であり、別名エントリＰＳＲＮ１はシャドウコピーＰＳＮ１を指し示す。

rootroot

sr1

sr3

PhsISPTSubscriberProfile

sr4

phsISPTServiceProvider

country

sr2

phsRoamingSubscriber



ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ - 116 -

４．在圏網におけるＰＨＳローミング番号と動作手順

　在圏網では、着信時にＰＨＳローミング番号（PHS roaming number）からＰＨＳ端末を識別する。各手順

におけるＰＨＳローミング番号の処理を以下に示す。ローミング中のＰＨＳ端末のＰＨＳローミングサー

ビスプロファイルはＰＨＳローミング番号（phsRoamingNumber）属性から識別される。

4.1　初回位置登録時

　初回位置登録時サービスプロファイル読み出し手順に成功すると、ホーム網ＳＤＦからＰＨＳローミン

グサービスプロファイルが読み出され、在圏網ＳＤＦにＰＨＳローミングサービスプロファイルのシャド

ウコピーが作成される。このとき、在圏網は、ＰＨＳローミング番号を生成してホーム網に通知し、在圏

網ＳＤＦに該当ＰＨＳ端末のＰＨＳローミングサービスプロファイルの別名エントリを作成する。

4.2　着信時

　ＰＨＳ端末への着信時、在圏網はＰＨＳローミング番号を着番号として受信する。在圏網は在圏網ＳＤ

ＦからＰＨＳローミング番号を検索キーとして該当するＰＨＳ端末のＰＨＳローミングサービスプロファ

イルを取得する。

4.3　消去時

　在圏網情報消去手順が実行されると、以前の在圏網ＳＤＦから該当ＰＨＳ端末のＰＨＳローミングサー

ビスプロファイルのコピーが消去される。ディレクトリ情報シャドウイングプロトコル（ＤＩＳＰ）では

該当ＰＨＳ端末のＰＨＳローミングサービスプロファイルのコピーのみ消去されるが、別名エントリまで

は消去されない。そのためローカル処理により別名エントリを削除する必要がある。在圏網では当該ＰＨ

Ｓローミング番号を解放し、再割り当て可能な状態にする。
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付図ＩＶ－２／ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ　在圏網のディレクトリ情報ツリーの例

Provider2（ローカル）

別名（alias）

PSN1 PSN3PSN2

ＰＨＳ ＩＳＰＴサービス提供者

ＰＨＳ ＩＳＰＴ

加入者プロファイル

PSRN1 PSRN3PSRN2

国

Provider1（ローミング）

JP

ルート

シャドウコピー（shadow copy） オブジェクトクラス

オブジェクトエントリ（object entry） 別名エントリ（alias entry）

ＰＨＳローミング加入者
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付録Ⅴ　能力セット２に関する基本アクセス制御例

（TTC 標準 JT-Q1218-a に対する）

　本付録は PHS ローミング能力セット２に関するものである。

１．はじめに

　PHS ISPT 加入者プロファイル（phsISPTSubscriberProfile）のエントリ内の情報（属性）についてのアクセ

ス制御は ACIItem にて規定される。

　本付録では、付図 V-1／JT-Q1218-a に示されるディレクトリ情報木における、初回位置登録時サービス

プロファイル読み出し手順、網間位置登録手順にて行われる DSP 操作におけるアクセス制御の設定例を示

す。

　PHS ISPT サービス提供者は、以下の内容規則によって、entryACI 属性値（ACIItem）としてアクセス制御

情報を PHS ISPT 加入者プロファイル（phsISPTSubscriberProfile）オブジェクトクラスで規定されたエント

リ内に格納する。

cr1 CONTENT-RULE ::={

 STRUCTURAL OBJECT CLASS　　phsISPTSubscriberProfile

 MAY CONTAIN {entryACI}}

　なお entryACI 属性については、ITU-T 勧告 X.501 の ANNEX D を参照のこと。

付図 V-1／JT-Q1218-a　ディレクトリ情報木の例

country=JP

phsISPTServiceProvider=Provider1

phsISPTSubscriberProfile

＝PHS 番号 3

phsISPTSubscriberProfile

＝PHS 番号 2

phsISPTSubscriberProfile

＝PHS 番号 1

：Provider1 の SDF において、網間の DSP 操作が発生する範囲
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２．任意の FE（ユーザ）からのアクセスに対する基本アクセス制御情報

　任意の FE（ユーザ）からの基本アクセス制御を定義するために、以下の条件を与える。具体的には、任

意の網の SDF からの Chained Modify Entry要求に対するアクセス制御の定義である。

　 (1) 　任意のユーザは Provider1 のユーザのエントリ内のアクセス中ネットワーク識別属性

（accessingNetworkId）属性値、PHS ローミング番号（phsRoamingNumber）属性値、ルーチングタイ

プ（routingType）属性値を更新することができる。

　(1)は初回位置登録時サービスプロファイル読み出し手順、網間位置登録手順で変更する属性を示してい

る。

　上記条件(1)を満たす entryACI 属性の値の例を以下に示す。

identificationTag "Public Access-Enable attribute access for Modify Operation"

precedence 10

UserClasses {allUsers}

authenticationLevel none

ProtectedItems {attributeType{accessingNetworkId, phsRoamingNumber, routingType},

allAttributeValues{accessingNetworkId, phsRoamingNumber,

routing Type}}

GrantsAndDenials {grantAdd, grantRemove}

　"Public Access-Enable attribute access for Modify Operation"は初回位置登録時サービスプロファイル読み出

し手順、網間位置登録手順で削除、追加可能な属性を規定している。
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付録Ⅵ　アグリーメント

（TTC 標準 JT-Q1218-a に対する）

本付録は PHS ローミング能力セット２に関するものである。

１．はじめに

　JT-Q1218 にしたがった ISPT モデルでは、DOP のアグリーメントは暗黙に確立され、その内容によりシャ

ドウが実行される。本付録では初回位置登録時サービスプロファイル読み出し手順、追加読み出し手順、

在圏網情報消去手順で実行されるシャドウの合意内容について記述する。

２．ローミングユーザ全体の合意

　初回位置登録時サービスプロファイル読み出し手順、在圏網情報消去手順では、ローミング可能性のあ

る PHSユーザ全て同士で１つの合意を確立する。図VI-1／JT-Q1218-a は Provider1の端末が Provider2にロー

ミングした場合の、合意の範囲を示した例である。

図 VI-1／JT-Q1218-a　ローミングユーザ全体の合意

2.1　初回位置登録時サービスプロファイル読み出し手順で用いる合意内容

　初回位置登録時サービスプロファイル読み出し手順で用いられるシャドウの動作と合意は以下の通りで

ある。

　accessingNetworkId 属性のアクセス中状態が「位置登録中」、サービス提供者識別が新在圏網の番号に更

新（Modify）されると、更新されたサービス提供者識別の示すネットワークに存在する DIT に対しシャド

ウ更新が行われる。その結果、新たな在圏網に PHS サービスプロファイルがコピーされる。

：合意を取る範囲

country=JP

Provider1

PHS 番号 1
PHS 番号 2

Provider2 Provider3

PHS 番号 3
PHS 番号 4

PHS 番号 5
PHS 番号 6

country=JP

Provider1

PHS 番号 1
PHS 番号 2

Provider2 Provider3

PHS 番号 3
PHS 番号 4

PHS 番号 5
PHS 番号 6

Provider1の SDF Provider2の SDF

合意
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2.2　在圏網情報消去手順で用いる合意内容

　在圏網情報消去手順で用いられるシャドウの動作と合意は以下の通りである。

　phsRoamingNumber 属性が更新されると、更新前の属性値が示すネットワークに存在する DIT に対して

シャドウ更新が行われる。その結果、以前の在圏網の PHS サービスプロファイルが消去される。

2.3　ＰＨＳローミングサービスプロファイル削除手順で用いる合意の内容

　PHS ローミングサービスプロファイル削除手順で用いられているシャドウの動作と合意は以下の通りで

ある。

　accessingNetworkId 属性のアクセス中状態が「位置登録失敗」状態に更新されると、PHS ISPT サービス提

供者を示す部分に表示されているネットワークに存在する DIT に対しシャドウ更新が行われる。その結果、

新たな在圏網の PHS ローミングサービスプロファイルが消去される。

３．ＰＨＳ番号毎の合意

　追加読み出し手順においては、PHS 番号毎に暗黙に確立された合意を用いる。PHS 番号毎に確立される

合意は、１つの PHS 番号に対し、locationRegistrationAuthenticationInformation 属性をシャドウ更新するため

に用いる合意と、callSetupAuthenticationInformation 属性をシャドウ更新するための合意の２種類が存在する。
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付録Ⅶ　網間オペレーション実現例

（TTC 標準 JT-Q1218-a に対する）

　本付録は PHS ローミング能力セット２に関するものである。

１．はじめに

　PHS ローミング能力セット２を実現するための、INAP オペレーションは第 3.2 編に記述したとおりであ

る。ここで記述した複数のオペレーションは、１つの TC メッセージで送出することが可能であり、また暗

黙に送出することとして省略可能となるオペレーションも存在する。本資料ではその推奨例を示す。

２．基本方針

　以下の方針で、シーケンスを作成する。

　 (1) 　同じ方向に引き続き送出されるオペレーションは、単一の TC メッセージに挿入する。

　 (2) 　ディレクトリの結合解放は暗黙に実行されるものとする。

３．シーケンス

　上記で示した基本方針に従って記述したシーケンスを示す。

3.1　初回位置登録シーケンス

　初回位置登録時のシーケンスを図 VII-1／JT-Q1218-a に示す。本シーケンスには、初回位置登録

時サービスプロファイル読み出し手順、網間位置登録手順、在圏網情報消去手順が含まれる。
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図 VII-1／JT-Q1218-a　　初回位置登録時のシーケンス

3.2　追加読み出しシーケンス

　追加読み出し手順のシーケンスを図 VII-2/JT-Q1218-a に示す。

図 VII-2／JT-Q1218-a　追加読み出し手順のシーケンス

SDF(Vnew) SDF(H)

DSAShadowBind & RequestShadowUpdate

DSAShadowBindResult & RequestShadowUpdateResult

& UpdateShadow

UpdateShadowResult
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